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イリオモテヤマネコ集団の保護をめざした遺伝子多様度の評価

　哺乳類遺伝的多様性研究グループ

増田隆一1)・押田龍夫1に黒瀬奈緒子2)

Analysis of genetic divelsity on the lriomote cat Population for thelr conservation

　　ResearchGrouP of Genetic Diversityof Mammals

Ryuichi Masuda 口znltsuo Oshida ロ，Naoko Kurose 2）

　本研究の目的は、イリオモテヤマネコならびにツシマヤマネコ集団の遺伝的多様性を明

らかにして、今後の保護対策を検討することである。マイクロサテライトDNAおよび主要

組織適合遺伝子複今体(MHC)の対立遺伝子に着目して多様性を分柝したところ、集団内の

個体変異が低下していることが示唆された。それに対し、遺伝的に近縁な大陸産ベンガル

ヤマネコ集団では豊富な多様性がみられた。この結果は、日本の両ヤマネコ集団の遺伝的

多様性が低下し、急激な環境変化への適応性や新しい病原体に対する抵抗性が低下してい

る可能性を示唆している。進化の過程で培われてきた西表島および対馬の生態系や自然環

境を十分に保存すると共に新しい病原体の侵人を防ぐことが、両ヤマネコの保護対策に極

めて重姿であると考える。

目的

　昨年度の継続として、イリオモテヤマネコ集団

の遺伝的多様性の現状を把握し、今後の保護対策

を検討することが目的である。本年度は、さらに

ツシマヤマネコ集団を対象として加えて調査する。

現在、両ヤマネコの個体数は各々100頭前後と推

定されており、適切な保護対策を構築していくこ

とは緊急の課題である。特に、ツシマヤマネコに

ついては、個体数の滅少やイエネコからのウイル

ス感染が疑われており､深刻な問題を抱えている。

分析方法

1）サンプリング

①環境庁西表ワイルドライフセンターならびに対

馬ワイルドライフセンターの協力のもとに、交通

事故および生態調査捕獲の際に得られたイリオモ

テヤマネコおよびツシマヤマネコの筋肉・血液・

体毛などの組織を用いた。大陸産ベンガルヤマネ

コならびに他のヤマネコ類のサンプリングについ

ては、種々の動物園の協力を得た。

②筋肉祖織は、1×1×1cnl程度を70％エタノー

ルに保存した。血液ｌ～２ ｍｌは、冷蔵運搬後－

80℃にて凍枯保存した。体毛は、数十本を引き抜

いた後、常温または４℃にて保存した。

③筋肉組織および血液からはフェノール／プロ

ティナーゼK/SDS法によりDNA抽出を行った｡体

毛については、キレックス100(Bio･Rad)を用いて、

DNA抽出液を得た。
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④遺伝子増幅法（PCR法）により、高多型的遺伝

子であるマイクロサテライトDNAについて対立遺

伝子を検出した。PCRプライマーには、イエネコ

から分離されたマイクロサテライトのプライマー

を用いた。

⑤対立遣伝子の遺伝子頓度を算出することにより

遺伝子多様度（ヘテロ接合度）を計算した｡

⑥イリオモテヤマネコ集団、ツシマヤマネコ集団

および他のネコ科集団の間で遺伝子多様度を比較

検討した。

⑦MHC ClassH DRB については、その遺伝子の一

部（ベータ１鎖）を増幅するプライマーを用いて

PCRを行った。そのPCR産物をプラスミドベク

ターによりクローニングし､塩基配列を決定して、

対立遺伝子の検出を試みた。

結果と考察

(Λ)マイクロサテライトDNA分柝:

　10遺伝子座について分析した桔果、１つの遺伝

子座における遣伝子増幅は成功しなかった、その

他の９つの遺伝子座における対立遺伝子頻度と遣

伝子多様度(h＝1－ΣP､2､P:各対立遺伝子の頻度)

を算出した。選択なしに選んだ11蜃の大陸産ベン

ガルヤマネコでは、平均ヘテロ接合度は約0.6で

あったのに対し､25頭のイリオモテヤマネコでは

多様性が全くみられなかった。さらに、５頭のツ

シマヤマネコの多様度も約0.2と低い値となった。

既報(Menotti-Raymond and O'Brien､1995)のネコ

科の平均ヘテロ接合度は0.6前後である。私たち

の桔果は、イリオモテヤマネコならびにツシマヤ

マネコ集団の遺伝的多様性が極度に低下している

ことを示唆している。現在、イリオモテヤマネコ

の個体数は100頭前後と推定されているので、今

回のデータはイリオモテヤマネコ集団の実態を十

分反映しているものと考えてよいだろう。

(B)MHC分析：

　イエネコのMHC ClassIIDRB において、少なく

とも５つの対立遺伝子グループ(Feca DRBI-5)が

知られている(Yuhki and O'Brien、1997)。イリオ

モテヤマネコ、ツシマヤマネコ、大陸産ベンガル

８

ヤマネコのDRBにおいて見いだされた対立遺伝

子は、２つのグループ(Feca DRBI、 2)に属するこ

とがわかってきた。さらに、ツシマヤマネコにお

いて、上記５つのグループには属さないと思われ

る対立遺伝了･が検出された。これらの分析は現在

継続中であるが、日本産の両ヤマネコはMHC遺

伝子についても特徴をもっていることが示唆され

た。

　以上の調査成果は、イリオモテヤマネコおよび

ツシマヤマネコが遺伝的に単一化され、かつ、顕

著な遺伝的特徴をもっていることを示している。

これら両ヤマネコの遺伝的多様性の低下は、西表

島ならびに対馬に地理的に隔離されてきた桔果、

遺伝的浮動または近交化によりもたらされたもの

と考えられる。私たちは、これまでの分子進化学

的研究に基づき、イリオモテヤマネコおよびツシ

マヤマネコは各々今からおよそ20万年前･10万年

前にアジア大陸からやってきたものと推定してい

る（Masuda ef al.､1994）。両ヤマネコ集団が西表

島や対馬の自然眼境にゆっくりと適応しながら、

不利な遺伝子を排除してきたならば、遺伝的多様

性の低下が即、絶滅に向かっていることを意昧す

るものではないだろう。　しかし、両ヤマネコ集団

において、「急激な自然環境の変化に順応する能

力」や「新しい病原体の侵人に対する抵抗力」が

低下している可能性が予測される。このような考

察に基づくと、西表島および対馬の生態系・自然

環境を十分に保全するとともに新しい病原体の侵

人を防ぐことが、両ヤマネコの保護対策には極め

て重要であると考えられる。

　特に、吋馬は西表島に比べると面積は広いもの

の、昔からヒトが居住しているため、生息域の破

壊や交通事故などによりツシマヤマネコの個体数

は急激に滅少していると考えられる。さらに、最

近１例ではあるが、ネコ免疫不仝ウイルス（FIV）

およびネコ伝染性腹膜炎ウイルス（FIPV）をもっ

ている個体が確認された。そのFIVがイエネコ型

に近いことがわかり、このウイルスがイエネコ集

団からツシマヤマネコ集団に伝播しつつある可能



性が高い。今後は、ウイルスに対するヤマネコの

感受性ならびに個休への影Ｗにも注ｎＬながら遺

伝的調査を進める必要がある。さらに、感染を防

ぐために、野生化したイエネニjがヤマネコの生息

地へ進入しないような対策を早急に立てるべきで

ある。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　The obμtive of this study is to clarifygenetic diversity on lriomote (jts and liushima

cats for their conservation. Using POlymerase(hain reaction (I｀CR)and nudeotidesgucn(ing

te(hniques･ we analyzed PolymorPhic status of nlicrosatellitesand major histocomPatibility

(oPmlex(MHC)山ss H genes on the two POPulations.Λsaresult.weobservcd low genetic

variation on these POPulations･ while lhe continental POPulation of the leoPard cat showed

a hetcrozygosity similar to those Previously rePorlcd in non'isolatcd POPulations of other

wildcat sPccies. 111e low genelic variation observed in lriomote cats and Ｒushima cats could

have brought through gcnetic drift and/or inbreeding during gcograPhically isolated agc.

Since such loss of genetic varialion might have led to a low nexibility to environmentalchange

and a low immunological ability against newly invaded Pathogcns induding virusesjt is

very needed to(onservethePresentenvironmentandecosystemintheislandsandtoPn2vent

introdudion of new Pathogcns into their habitats. A(tually, some ｀'iruscsPossibly coming

from domestic cats have been rePorted in the liushima cahmtH now･
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第８期プロ・ナトゥーラ・ファンド勣成成果報告書（1999）

金華山島のシカの大量死後の頭数と

　　出生率の回復過程

　　　　　金華山島シカ研究グループ

高槻成紀lh南正人2)・大西信正2に伊藤健彦3)

Recovery of Number and Natahty of the Sika Deer POPulation

　　　　　　afterthe Mass“mortalityon Kinkazan lsland

　　　　　　　　　Kinkazan Sika Deer Research GrouP

Seikilakatsuki い，MasatoM弛amμ≒Nobumasa Onishi 2）and hkehiko lto 3）

　宮城県金華山島には約500頭のシカが生息していたが、1997年に約半数が死亡した。こ

の経緯を記録することは重要であり、死亡の実態を調べるとともに、その回復過程を明ら

かにした。1998年3月の頭数調査によると、376頭が生息すると推定きれた。出生率は1997

年には10％台であったが、1998年には密度低下にともなう食料事情の好転により、60％台

に上昇した。しかし1998年生まれの子ジカの体重はそれ以前のものと違いがなかった。こ

れらの背景と金華山島の生態系保全について言及した。

　宮城県の金華山島は面積10km2ほどの小さな島

で多数のシカが生息している。島には捕食者がお

らず、狩猟も行われていないため、シカの頭数は

島の権物が養いうる最大値に達している。このた

め、生物と環境の問題を考える上で有利な条件を

備えている。また、望ましいシカの頭数はどの程

度であるかという保全生物学にとって重要な課題

を考える上でも適しているといえる。

　金華山島のシカ頭数は1966年以来30年もの長

い間継続して調べられており、わが国はもちろん、

海外の研究を含めても貴重な研究事例と･なってい

る。1984年の記録的厳冬の年、約300頭ものシカ

が大量死した（Takatsuki ea7.、1991、1994）。そ

の後頭数は回復し、おおむね安定していたが、

1997年に再び大量死が起きた。このときはとくに

寒い冬ではなく、また死亡個体群の構成も1984年

のときと違って子ジカと高齢個体に偏っていると

いう点で大量死の性格が異なっていた。金華山島

シカ研究グループでは、この貴重なできごとをで

きるだけ正確に記録することが重要であると考え

た。幸いＰＮファンドの助成を受けることができ

たので、集中的な調査を行い、多数の死亡個体の

頭骨を回収することができた。その実態について

はすでに報告したが(高槻ら、印刷中)。今回は大

量死後の回復の状態を記録することを目的として

調査を行った。そのために頭数調査を行うととも

に、メスの出生率と子ジカの体重淵定を行った。

　支援いただいた日本白然保護協会と、困難な調

ｌ'束京大学総合研究諒物館(The universityMuseum,The universityofTokyo)
2'ピッキオ/星野ワイルドライフリサーチセンター(Picdo/Ho函nQWildl而Research Center)

゛束北大学大学院・理学研究科(Depatment of Bi�ogy,Facultyof Science,Tohoku university)
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査に協力いただいた束京大学、東北大学、石巻専

修大学、マッキー学園、束洋工業専門学院などの

学生諸君に感謝します。

調査地と方法

　金華山島の概況については昨年度の報告書に記

したので省略する。シカの頭数は区圓法を用い、

島を20の区画に分け､27人の調査貝によって調査

した。頭数調査は1997年11月と1998年３月に実

施した。

　出生率と体重測定をしたのは、島の西部にある

黄全山神社周辺に生息するシカで、これまで10年

間継続して調査している。これらのシカはすべて

個体識別されている。出生率は1998年の６月から

７月にかけて、３歳以上のメスについて調べた。

　子ジカの体重は生け捕りをして測定した。生け

捕りは神社が行う「角切り行事」のために作られ

たパドックにシカを入れ、数頭を追い出してネッ

トにからませて捕獲した。捕槻したシカは目隠し

をしたあと、ゴムチューブで四肢をしばって保定

した。このシカを家畜用体重測定機に載せ、体重

を0.1kgの精度で測定した。一部の個体は人に馴

れているため、餌でおびき寄せて測定機に乗させ

て測定した。体重測定は1998年11月に行った。

％

０
　
０

７
　
６

出
生
率

５０

４０

３０

２０

０
　
０

１

結果

１．頭数

　1998年３月の頭数調査の結果を表１に示す。実

際に発見された頭数は245頭であった。これを調

査した面積と島全体の面積から按分して全体頭数

を推定した。この際、島の西部の神社周辺はシカ

密度が高いことがわかっているので、その周辺の

範囲（15～20区画）とそれ以外（1～14区画）を

別々に計誰した。その結果、西側で226.5頭、束

側で149.6頭、全体で376.1頭と推定された。こ

れは1997年ｎ月の336.3頭より40頭多かったごこ

の期間に出生はないから、増加することはありえ

ず、この違いは調査誤差によるものである。性別

にみると、オスが130.8頭、メスが198.6頭でオ

スのほうが死亡率が高いことを示していた。

２．出生率

　図１には神杜ジカの３歳以上のメスの出生率を

示した。1990年以降出生率は徐々に低下していた

が､1997年はとくに低くなった。これは1996年の

秋に交尾したメスが少なかったためである。1996

年の出生率は比軟的高かったが、1997年３月の子

ジカノメス率（メス100頭に対する子ジカの数）は

大帽に低下した。このことは1996/97年の冬から

春にかけて大量死が起きたことを反映している。

1997年は出生率が低かったため、1998年3月の子

１９９０　１９９１　１９９２　１９９３　１９９４　１９９５　１９９６　１９９７　１９９８

図１．神社ジカの出生率（●）と３月の子ジカ／メス率（○）．矢印は大量死．
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98年３月13日の金華山島C･

区画

7
‐
　
6
j
　
e
p
t
　
l
f
H
C
）
ァ
ヤ
？
こ
ご
目
１
２
１
３

１４

１５ａ

１５ｂ

１６

　　17a

　　17C

18＋17b

　　19

　　20

合計

1･14椎定

15-20推定

　全体

　面積

ha

１

43,3

37.5

50.8

43,3

15.7

66.6

49.9

４０,２

２８,９

４８．３

２９．８

46.8

37.5

39.1

51.6

16.5

32.6

33.3

37.9

15.1

37.7

37.5

19.1

９０２．４

７．３

２．３

９．６

こおけるシカ頭数鋼査結果．
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ジカノメス率も低かった。1998年には出生率が急

激に良くなった。そして夏の子ジカ／メス率も高

かった。

３，子ジカの体重

　1998年には多くの子ジカが生まれた。こ れは
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　33.0
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　16.0

261.1

20.5
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39.2

1997年に大量死が起きてシカ密度が低下し､栄養

状態が良くなってその秋に多くのメスが発情した

ことによる。1998年生まれの子ジカは栄養状熊の

良いメスから生まれ、ミルクの出も良く、植物供

給量も良いはずだから、披らの秋の体重はそれ以

前の年の子ジカよりも重いと予想された。しかし
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結果は予想に反して、それ以前と違いがなかった

(図2)。

　　　　　　k9
３０

５
　
　
　
０

２
　
　
　
２

　
体
重

１５

１０

1994-97 １９９８

図2.1991-97年と1998年の子ジカの11月の体重．

　　　縦軸は標準個差．

考察

　今回の調査でメスの出生率が著しく向上したこ

とが確認された。これは基本的に大量死後に食科

事情が好転したことによるものである。一般には

ニホンジカは槃殖力が高く、１歳ですでに妊娠可

能である（KoizumjJ992:高槻、1992）。しかし

１歳のメスは体重が30～40kgと幅があり、2、3歳

以上になって45kgほどになって安定する。この体

重になるとほとんどの個体が妊娠するが、１歳の

場合､35kg前後を境にそれ未満では妊娠率が低く、

それ以上で高くなる。ところが金華山島の場合、

慢性的栄養不良のため成長が遅く、初産年齢も遅

れる。通常は５歳が初産で、その後の妊娠率はほ

ぽ50％である。個体ごとに追跡すると、出産した

年は発情せず、子を持たなかった年の秋に発情す

ることが多い。つまり･、隔年出産であり、これが

平均化されて平均出生率が50％前後となっている。

ところが1997年のような大量死の年があると、多

ぐの個体に死亡圧がかかり｡生き残ったメスも生

死の境界にあるから、発情できる栄養状態にはな

いよそして大量死の結果、シカの密度が低下して

食指事情が良くなると、その反動として多くのメ

スが発情するということが起きる可能性が大きい。

1998年の「ベビーブーム」はこのような現象とみ

られる。この意昧で1999年の出生率が注目され

る。もしこれまでのように栄養状態が悪いままで

あれば、1998年の出産・育児が負祖になって出生

率は低下するはずである。その結果、出生の同調

化が起きるはずである。一方、大量死の結果、こ

れまでとは違って十分に食科事情が良くなってい

るのであれば、1998年の出産・育児の負担にもか

かわらず、その秋も発情する個体が多くなり、翌

年も出生率が下がらないはずである。

　なお子ジカの体重は予想に反して増加しなかっ

た。このことの理由は不明であるが、次のような

可能性が考えられる。対象としている神杜ジカは

金華山島の中では栄養状態がよく、大量死のとき

にも死亡率は低かった。その意味では高密度では

あるがほかの場所のシカほど臨界的な栄養状態で

生活していたわけではなく、そのことが大量死の

あとでも子供の体重には反映されなかったのかも

しれない。このことを示すには野生状態のシカを

捕獲して比較しなければならないが、野生ジカで

は子ジカを生け槌りにして体重変化を追跡すると

いう詳細な調査は不可能であり、材料の制約とい

う点でやむをえない。

　これまでの金華山鳥のシカ頭数の変選を図３に

示した。図には550頭で破線を引いた。これがこ

の島の環境収容力であると考えられていた。最近

では500頭前後を推移して、1997年の春に大量死

が起き、現在380頭前後が生息していると･推定さ

れた｡I死亡頭数から推定すると1996年以前の500

頭前後という推定値はやや過少と考えられるが、

この種の調査ではこの程度の誤差は避けがたい。

重要なのは同様な方法で長期的な調査を繕続させ

ることである。

　今回目的とした頭数の回復過程は、このシカ個

体群の増加率を知る上できわめて重要なので今後

とも精度をさらに向上させながら推移を見守って

行きたい｡ことに繁殖力と死亡内容か重要なので、

メスの出生率と死体の回収とその年齢査定を行う

必要がある。
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図３．金華山島におけるシカ頭数の変化．０は推定値、Ｋは環境収容力、
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第８期プロ・ナトゥーラ・プづ･ンド助成成果報告寄（lg99）

糞中ホルモン、酵素およびＤＮＡを用いた

　　　エゾヒグマの個体識別の試み

　　　エソヒグマ研究グループ

高橋芳幸l'・片桐成二lh石川明子1)

　　　佐藤喜和2)・松橋珠子3)

ldentmcation oHndividuals with fecalsteroids,enzymes and DNA

　　　　inthe Hokkaido brown bears(肺･sMsa�治Fs∂四治)

　　　　　　Hokkaido bro｀″nbear resear（2hgro11P

Yoshiyuki Takahashi l≒Seりi Kataがrい），Akiko lshikawa 1）

　　　　　Yoshikazu Sato 2≒Tamako Matsuhashi 3）

　エゾヒグマの糞に含まれるホルモン､酵素およびDNAを用いて個体識別法を確立するた
め、飼育個体の糞を用いて基礎的研究を行った。まず、糞中ステロイドホルモン抽出条件

の検討を含め酵素免疫測定法によるプロジェステロンおよびテストステロンの測定系を確

立し､糞中濃度を渕定した｡その結果､2つのホルモンの測定値を組み合わせることにより、

性別や年齢を判別できる可能性が示された。また糞からヒグマの個体識別に有効なマイク

ロサテライトDNA6座位を検出することができた。さらに、ヒグマの糞から細菌を分離･同

定し、ヒグマの一般的な腸内細菌叢を明らかにできた。また、テレメトリー追跡個体から

糞を採取するためヒグマの捕獲を試みた。本個体識別法の有効性を確認するためには、今

後も引き続き調査地において捕獲を試み、野外の基礎データを採取するとともに、飼育個

体の糞を用いてさらに基礎研究を継続ナる必要がある。

　ニゾヒグマ（じrsas arclos ye幻朗治）は、ヒグ

マの地理的亜種であり、北海道にのみ生息する貴

重な野生動物であるが、一部地域では分布域の纏

小と孤立化が進んでおり、具体的な保匯管理の方

策が求められている。本種の保護管理には各地城

における個体群動向の推測が必要であり、地域個

体群内の繁殖能力のある個体や今後繁殯可能な未

成熟個体の生息数および分布状況を把握すること

が重要である。ヒグマの個体群動向や分布状況を

把握するために、これまで捕獲一再捕獲法や間き

取り調査および痕跡謂査による試みが行われてき

た。しかし、これらの方法では個体に関する情報

が乏しいため、地域個体群を構成する個体につい

て性別や性成熟を推定することのできる新たな方

法の開発が必要である。そこで我々は、野外で採

取可能な糞に着目し、糞に含まれるホルモン、酵

素およびDNAを用いた個体識別法を確立するた

め、のぽりべつクマ牧場にて飼育されているヒグ

ｏ北海迫大学大学院獣医学研究科（GraduteSchoolofvelerinaryMedieine､Hok�do univmity）

け晨勁靉侃靉昌款誤ご詣ｺﾞｺﾞｺﾞご諮ごご言詣]。尚）
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マの糞を用いて基礎的研究を行った。

糞中ステロイドホルモンの測定

　糞中ステロイドホルモン測定法を野生エゾヒグ

マの雄・雌および成獣・幼獣の推定に応用するた

め、まず２抗体法酵素免疫測定法によるプロジェ

ステロンおよびテストステロン濃度渕定系の確立

を試みた。次に、飼育下エソヒグマを用い、糞中

プロジェステロンおよびテストステロン濃度測定

において必要となる抽出条件を明らかにした。ま

た、成獣雄、成獣雌および幼獣の糞中プロジェス

テロンおよびテストステロン濃度の月別変動を調

べ、雄・雌および成獣・幼獣の推定の可能性を検

討した。

（|）２抗体法酵素免疫測定法によるプロジェステ

ロンお;よびテストステロン濃度測定系の確立

　まず､｡プロジェステロンー3-（O-カルボキシメ

チル）オキシムまたはテストステロンベト（o-カ

ルボキシメチル）オキシムにホースラディッシュ

ペルオキシダーゼくHRP）を結合させ、標識プロ

ジェステロンおよびテストステロン溶液を調整し

た。次に、第２抗体（ヤギ抗ウサギlgG）にて96

ウェルアッセイプレートをコーティングし、測定

に用いるまで4℃にて保存した。また、測定可能

範囲が広く感度の高い測定系となるようHRP標識

ホルモン溶液希釈率および抗プロジェステロン抗

体溶液または抗テストステロン抗体溶液の希釈率

を検討七、ＨＲＰ標諏プロジェステロン溶液を

40､000倍､抗プロジェステロン抗体溶液を15､000

倍、また、HRP標識テストステロン溶液は40､000

倍､抗テストステロン抗体溶液は48､000倍に希釈

して用いた。標準曲線は、緩衝液で２倍階段希釈

して謂整し、5ﾊﾟ）o～2.44×10-3 ng/mlの12種類の

濃度の標準プロジェステロン溶液および標準テスト

ステロン溶液を用いて作成した。本測定系はHRP

とN､N､N-テトラメチルペンジジンとの酵素反応に

より生成物が発色することを利用したもので、反

応溶液の吸光度を450nmで測定してホルモン濃度

を算出した。標準曲綜はコンピューターソフト

ウェアプログラムRcader DriverおよびMicroplat。
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Managerを用いて作成した。本渕定系に用いた抗

プロジェステロン抗体は、プレグネノロン、11-

α－ヒドロキシプロジェステロン、ｎ-４－ジヒドロ

プレステロン、17- a －ジヒドロキシプロジェステ

ロン､17- a －ヒドロキシプロジェステロン､6-α－

メチルー17-α－ヒドロキシプロジェステロン、プレ

ドニゾロン、アンドロステン3j7ジオン、ジヒド

ロテストステロン、β－ヒドロキシー△4-プレグネ

ン､３オンに対し、それぞれ20、2、2、1.8、L5、

1､5、1、0よ0､3およぴ0.25％の交差反応が報告さ

れている。また、抗テストステロン抗体は、ジヒ

ドロテストステロンおよびエピテストステロンに

ついて100および2.1％の交差反応が報告されてい

る。プロジェステロン標準曲線における測定可能

範囲は、1､95xlOづ～L 25 ng/ml であった。ま

た本測定系の測定内変動係数および測定間変動係

数は、10､9（n=6）および16､4％（n=7）であった。

テストステロン標準曲線の測定可能範囲は、4.88

×10-3～1､56×1（ドl ng/ml であり、本測定系の

測定内変動係数および測定間変動係数は、それぞ

れ8､1（n=6）およぴ11､6％（n=7）であった。

（2）エソヒグマの糞中ステロイドホルモン抽出

条件の検討

　のぽりべつクマ牧場（登別市、北海道）におい

て飼育されている成獣雄、成獣雌および3歳以下

の雌雄（幼獣）の糞を試験に供した。排便後直ち

に糞を採取して混和し、ドライアイス上にのせて

凍結した。凍結した糞はステロイドホルモン抽出

まで-40℃で保存した。糞の乾燥時間を決定する

ため、任意に選択した６頭の糞をオーブンにより

100℃で加熱しながら重蛍を経時的に測定し､完全

に乾燥する時間を調べた。その結果、100℃で180

分間加熱することにより糞を完全に乾燥できるこ

とが分かった。乾燥後、粉砕した糞0､25gを遠心

管に取り、蒸留水を加えて振畿した後ジエチル

エーテルを加えてさらに振逡した。次に-80℃で

水眉を凍結させ、エーテル層のみを分取し､-42℃

の悟温水槽にてエーテルを蒸発乾固した｡､乾固後

の遠沈管にエタノールを加えた溶液を糞中ステロ

イドホルモン測定用試料とした。測定用試料は、



ステロイドホルモン濃度測定まで-40℃で保存し

た。プロジェステロン濃度測定においては、渕定

用試料は緩衝液にて適当に希釈し測宛に用いた。

測定用試料のプロジェステロンおよびテストステ

ロン濃度は、作成した標準曲線から算出した。本

抽出条件および測定条件での糞中プロジェステロ

ンおよびテストステロンの回収率を明らかにする

ため、プロジェステロンおよびテストステロンを

既知量添加した糞についてホルモン濃度を測定し

たところ、平均囲収率は、それぞれ29.8土9.3お

よび58.8士13.9％であった。

　野生エゾヒグマに応用する際には、排泄から採

糞までの時間が不明なことが予想されることから、

水分の蒸発を考慮する必要のない乾燥重量あたり

でステロイドホルモンの濃度を評価する方法は有

効であると考えられた。また、プロジェステロン

およびテストステロンの回収率は他の哺乳類で報

告されている回収率に比べて低かったが、糞中に

添加した量に拘わらず、回収率はほぼ一定であっ

たため、本拍出方法はエゾヒグマの糞中プロジェ

ステロンおよびテストステロン濃度の測定に応用

可能であると考えられた。

（3）糞中プロジェステロンおよびテストステロ

ン濃度測定による性別および性成熟の推定

　糞中ステロイドホルモン濃度の測定を雄・雌お

よび成獣･幼獣の判別に応用するためには､雄･雌

および成獣･･幼獣それぞれにおけるステロイドホ

ルモンの季節変動を知る必要がある。そこで、成

獣雄、成獣難および幼獣の糞中プロジェステロン

およびテストステロン濃度を測定し、月別変動を

調べるとともに、雄・雌および成獣・幼獣の推定

への応用を検討した。1997年12月～1998年７月

までの期間、成獣雄35頭（7～25歳）、成獣雌17

頭（4～28歳）、幼獣雄7頭（2～3畿）および幼獣

雌７頭（2～3歳）から、採取した糞を試験に供し

た。糞の採取は、成獣雄、成獣雌、幼獣について、

原則として１ヵ月に１回の割合で行った。成獣維、

成獣雌および幼獣における糞中プロジェステロン

濃度の月別変動は、図１に示した。成獣雌では12

月に最も高値を示したが、１月以降は低下し続け、

ｑ
り

ｌ

２月以降の澄度に有意な差は認められなかった。

成獣雄では繁殖期にやや上昇する傾向がみられた

が､７月には再び低下した。幼獣では３月から上昇

しはじめ、４ヽ一５月に成獣雌雄より高値を示した

が、その後低下した。また、成獣雄および幼獣の

プロジェステロン濃度は、それぞれ12～3月およ

び12～2月の間、成獣雌と比軟して有意に低い値

を示した。成獣雄、成獣雌および幼獣における糞

中テストステロン濃度の月別変動は、図２に示し

た。成獣雄では3月から上昇し始め、５月に最も高

値を示したが､６月に急激に低下した｡成獣雌では

12月に低く、2月から上昇し始めて4月に高値を示

したが､５月に低下した。幼獣では、２月から上昇

し始め、３月および5月に高値を示し、その後低下

した。また、成獣雌および幼獣のテストステロン

濃度は､それぞれに4月を除く全ての月および3月

を除く全ての月で、成獣雄と比軟して有意に低い

値を示した。この結果から、12月に採取した糞の

プロジェステロン濃反が高値であれば、成獣雌と

推定される。また、12月に抹取した糞のプロジェ

ステロン濃度が低値の場合、テストステロン濃度

が高値であれば成獣維、テストステロン濃度が低

値であれば幼獣と推定される。一方､5月に採取し

た糞のテストステロン濃度が高値であれば、成獣

雄と推定される。以上のことから、時期を限定す

ることにより、糞中プロジェステロンおよびテス

トステロン濃度測定法は、雄・離および成獣・幼

獣を推定する手段になると考えられた。今後、現

在検討中であるエストラジオールの渕定系を確立

して組み合わせれば、さらに信額性の高い推定手

段となると考えられる。また、糞中ステロイドホ

ルモン濃度の変化に影響する食物の影響について

も検討する必要がある。

糞中ＤＮＡを用いた個体識別法

　まず、糞中DNAの抽出に適した糞の保存方法

を検討した。のぽりべつクマ牧場にて飼育されて

いるヒグマ７頭から採取した糞を薬匙にて少量採

取レ100％エタノール中にて4℃あるいはドライ

アイスを用いて-80℃にて保存した。100％エタ
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ノール中にて保存した糞については、エタノール

溶液の上層および下層100μ1を材料とし、プロテ

ナーゼＫ、フェノールおよびクロロフォルムを含

む溶液を用いて常法によりＤＮＡを抽出した。-80

でにて保存した糞については約５×５×５ｍｍの糞

塊を材料とし、同様にDNAを抽出した。それぞれ

の拍出産物についてヒグマのＤＮＡに特異的な領

域を検出できるプライマー（GIAf-G1Ar）を用い

て､PCR法にてヒグマDNAが回収出来ていること

を確認した。その結果、100％エタノール中で保

存した糞7検体中4検体でヒグマDNAのバンドが

確認され、エタノール溶液の上層を用いた場合と

下層を用いた場合とでは、ＤＮＡバンドの強さに

明確な差はみられなかった。一方、-80℃で保存

した糞についてはPCR反応の阻害がみられ､DNA

バンドが確認されなかった。そこで１回目のPCR

反応後、テンプレートの添加量を変えて再度PCR

を行ったところ、反応の阻害はみられなくなりヒ

グマDNAのバンドが確認された。次に、PCR法に

用いる適切なテンプレートDNA量の検討を行っ

た｡エタノール中で保存した糞のDNA抽出液を用

いヽテンプレートDNA量1、5、10および20μ1

に、20μlのPCR反応液（テンプレートを除く）

を加えてPCR反応を行ったところ、テンプレート

ＤＮＡ鍛を増やすほどDNAバンドが安定して検出

された。しかし、テンプレートDNA量が20μ1に

達すると、反応液に対するテンプレートDNA量

の比率が不適となり、DNAバンドが得られなかっ

た。最後に、白血球を用いた遺伝子学的研究にお

いてヒグマで多様性のあることが確認され、個体

識別に有効であるとされているマイクロサテライ

ト８領域の検出を試みた。マイクロサテライト８

傾域の検出には、GIAf､GIAr、GIDr-GIDr、

G10Bf､G10Br、G10Cf-G10Cr、G10Lf-［］HOLr、

G10Mf-G10Mr､G10Pf-G10Pr､G10xf-G10xrの8種

類のプライマーを用いた。現在までのところ、１

検体において６領域での増幅が確認され、糞中

DNAを用いた場合でもマイクロサテライトDNA

分析が十分可能であることが示されている。今後

は、マイクロサテライト領域を確実に増幅できる
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反応条件を検討するとともにMHC遣伝子座位の

高多型マーカーについての検索も行い、より検出

力の高い個体識別法を検討する予定である。

ヒグマの腸内細菌叢の検索

　個体識別の指標となるような腸内細菌の酵素を

決定する目的で、ヒグマの腸内細菌叢の検索を

行った。のぼりぺつクマ牧場の成獣維のべ17個体、

成獣雌のべ20個体、３歳以下の幼獣のべ17個体か

ら採取した新鮮な糞を材料とした。糞を嫌気性希

釈液にて10倍段階希釈し、希釈浪を好気性菌の非

選択培地である血浪寒天培地および嫌気性菌の非

選択培地であるEG寒天培地あるいはBL寒天培敗

に塗布し、37℃下でそれぞれ48時間の好気培養、

72時間の嫌気培羨を行った。培養後、各培地上の

集落を形状、色および大きさなどの特徹により詳

分けした。それぞれの集落を単離し、好気性選択

培地であるＤＨＬ寒天培地、ＴＡＴＡＣ寒天培地、

PEES寒天培地あるいはＰ寒天培地、および嫌気性

選択培地であるES寒天培地、BS寒天培地、FS寒

天培地、変法LBS寒天培地、変法VS寒天培地、

NBGT寒天培地、CW寒天培地、PO寒天培地ある

いはPS寒天培地を用い、さらに培養した。好気

性発育の有無、選択培地での発育パターン、集落

の形状や色およびグラム染色により菌群を同定し

た。ヒグマの糞からはEnte�)act�a､Enterococcus、

Streptococcus、Staphylococcus、Corynebacterium、

Lactobacillus、Bifidobacterium√Eubacterium、

veiHoneHa、Bacteroidaceae、Clostridium、

Fusobacterium、PePtococcusおよび酵母、Sarcina

が検出された(表1)。Enterobacteria､Entemcoccus、

StrePtococc匹StaphylococcusヽCorynebacteriumお

よびLactobacillusは、成獣雄、成獣雌および幼獣

のいずれからも高率に検出された。―方、

Bac犯面daceaeおよびBifidobacteriumは成獣雄およ

び成獣雌に比べ、幼獣での検出率が低い傾向がみ

られた。また、糸状菌は成獣雌で検出率が低かっ

た。本研究では、同じ飼養条件下のヒグマから糞

を採取したため、個体による腸内細菌叢の明らか

な違いは認められず、個体識別に有効な細菌由来



表1.ヒグマから検出された腸内菌叢

Table l, The mjcroflorasoflhe bear.

細菌

　　　Enlerobacterla

　　　　EntgrococaJs

　　　SlfeplocaaaUs

‥..狗aphyl9邨9卯白.‥

　　COrynebacterlum

　　　l.actobacillus

　　　Bifldoia�sritJm

　　　　Eubaclarium

　　　　Valllon自自ja

　　　Baalsfaidac●ae

Closlfjdium perfringerls

　　　Fusobacllriurl

　　　　P白ptocgccus

　　　　　　酵母

　　　　　Ｓａｒｃｌｎａ

　　　　　　絹菌陽性個体の割合（％）

成獣雄（n=17）成獣雌（n=20）　幼獣（n=17）

17/171100｝　20/201100）・17/1ア（100）

16/17194.1)

17/1?1100}

ls/.1718!l.2}

s/i7(17.e)

le/i7994.1】

4μ了(2S.5)

4/17(2a.51

　　N.D，

i5ﾉ1718.2)

7/17141,23

4/1712a.5)

　　N,D.

!S/17μ自,4)

9/17152.93

の酵套を決定することはできなかった。しかし。

ヒグマの一般的な腸内箱菌叢を明らかにすること

がで凱年齢によって構成細菌が異なる傾向が見

られた。今後、食性や生息環境の異なる野生個体

の糞について細菌の同定を行い、個体識別に利用

できる､細菌由来酵素の組み合わせを検索する予定

である｡。

野生標識個体への応用の検討

　これまでに飼育個体の糞を用いて検討した糞中

ステロイドホルモン測定法、マイクロサテライト

DNA検出法および腸内細菌検索法が野外で採取し

た糞についても応用可能であるかどうかを確隠す

るため、電波発信機を装着したテレメトリー追跡

個体から糞を採取する目的でヒグマの捕獲を計團

した。計圓当初は東京大学農学部附属北海道演習

林内で捕獲を行う予定であったが、1997年に環境

庁からの捕獲許可が得られたにも関わらず演習林

の協力が得られなかったため、やむなく調査地を

浦幌地区道有林に変更した。1998年７月から同林

内にヒグマ捕獲用檻を10基設置し、連日見回りを

19/20(95.0)

20/2則100)

1.7/20(85,0)

　1/20{5.0}

20/2刺句o}

6/20(30.0)

4/20(20,0)

　1/20(5,Q)

18/20190.0)

6/20(30.0)

5/20(25.0)

　1/20(S,0)

5/20(25.0)

2/2()(10.0)

13/17176刺

17/17(100)
１
■
四

りi7(a4,7)

　　N.D.

□/17110句

　1/17(5.9)

3/17り7,6)

　　N,D，

9/17(52冽

　1/1715冽

5/17129.4)

　　N.D.

3/17(1ア刮

5/17{29.4}

N.D.=Not determined.

行っているが捕獲には至っていない。しかし、10

基中６基の檻周囲にはヒグマの足跡などの痕跡が

確認されており、また同林内でヒグマ糞を採取で

きたことから、本調査地において研究の遂行が可

能であると考えている。来年度も捕獲用檻の監視

を継続し、ヒグマが捕獲された場合には電波発信

機を装着して放獣し、糞を採取する予定である。

まとめ

　糞中ステロイドホルモン、DNAおよび細菌由来

酵素を用いたエソヒグマの個体識別法は、野生ヒ

グマの生息数や繁殖可能個体の割合などを推定す

る新たな方法であり、豊富な材料から信頼性の高

い推定を行うことができる。本法を従来の痕跡調

査や聞き取り調査および補獲一再捕獲法と組み合

わせることにより、地域個体群毎の生息実態を正

確に把握し、個体群動態を予測する有効な手法と

なる。

　本研究では、飼育個体の糞を用いて糞中ホルモ

ンの抽出および測定条件を決定することがで凱

糞採取時期を限定すれば雌雄および成獣あるいは
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幼獣を推定できることが示された。また、個体識

別に有効であるマイクロサテライト８座位を糞か

らも検出することができた。さらに、糞からの細

菌の分離および同定を行うことによりヒグマの一

殼的な腸内細菌叢を明らかにすることができた。

しかしながら、それぞれの手法の検討に用いた糞

の数や採取個体が異なり、またそれぞれの手法自

体の検討課題も残っているため、これらの結果を

組み合わせて飼育個体の個体識別を行うには至ら

なかった。今後は、さらに飼育個体の糞を用いて

それぞれの手法について課題を検討するとともに、

野外調査地のテレメトリー追跡個体から糞を採取

し、採取した糞に本法が応用可能であるかどうか

を確隠する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　The Hokkaido brown bear is uniquely found in Hokkaido lsland and the habitats of

this animal is being restricted and fr賜mented･ An accurate estimation of the POPulation size

and constitution of ㎞dividuals with different sexes and sexual matur卯is essential to devel叩

an effectivemanagement Program. ln thjslegardμhe Present study was Planed to establish an

indivjduj identifkatk)nmethodwithfecesinHokkaidobrowrlbea巧by using DNA fingerP幽lt血1＆

fecal steroid hornloneassays and detection of charaderistic bacterial enzymes. ln DNA

fingerPrinting, DNA extraction Procedure and DNA regions and Primer combinations for

PCR for individual identification have been established by usin8 feces of caPtive animals.

FecaI Progesterone andte5tosteroneおsays by EIA have been develoPed and fecal estradiol

assay is being develoPed. ltis likely that determination of feca1 Progesterone and testosterone

concentrations in May or December may enable to defferendate sexes and sexual maturity of

individuals forがven feces. W4きhave also succeeded to demonstrate normal florain Hokkaido

brgwn bears and found a few differences in the Pattem of normaHloras bysex anda肪･At

Presenty details of each method regarding a field aPPlication arebeing determined･
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沖縄ヤンバル亜熱帯林における林木種と種子・植食性動物の

　　　　　　　　相互作用に関する研究

久保田康裕1）

ヤンバル亜熱帯林研究グループ

新里孝和2' ・菊沢喜ﾉ知|即

　中静透3)・伊藤嘉昭4)

伊藤汪利子3）

　Effeds of herbivory on the regeneration and sPedes diversity of

tree sPedes in a subtroPical forest in Yhnbaru district･Ryukyu lsland

　　　　　　　　　　YanbaruSubtroPicaI Forest ReseaKh GrouP

猫suhiro Kubota l≒Takakazu Shinzato 2≒Kihachiro Kikuzawa 3≒Eriko lto:D

　　　　　　　　　　　li)hruNakashizuka 3≒Yoshiaki lto帽

　この研究ではヤンバル亜熱帯林において二次林から極相林まで様々な林齢の林分に永久

方形区を設置し､それらを時系列化することによってその再生過程を解析した。ヤンバル亜

熱帯林を構成する林木種は90種にものぼり、熱帯林に匹敵する種の豊かさを示した。各種

個体群の情造を分析した結果､亜熱帯林の構造を規定すると思われる種群が検出された｡イ

タジイ・イジュ・フカノキ・コバンモチ・クチナシ・トキワガキ・アデク・ナンバンアワ

ブキ・シシアクチ・ツゲモチ・タブノキ・シロダモの12種は個体群構造が林分発達や選移

過程に関係なく安定しており、これらの種群が林冠構造の骨格をなしていることが明らか

となった。これらの挙動はヤンバル亜熱帯林の安定性に大きな影響を与えるキーストーン

的な種群と予想された。またこれらの種群の多くは有用樹種として利用されている樹種で

もあり、伐採が詳集全体の安定性に与える影響を考える上でも重要と思われた。

本研究の位置づけ

　森林における生物多様性を保全するためには、

森林群集の種多様性がどのように却持されている

のか、そのダイナミズムを解明する研究が不可欠

である。沖縄のヤンバル地方には目本では数少な

い亜熱帯林が分布している。しかしヤンバル亜熱

帯林では過去森林伐採が行われてきたにも関わら

ぃ鹿児島大学教育学部、鹿児島市郡元
2’琉球大学農学郎与･那演習林、国頭村字与那

3）京都大学生態学研究センター､京都市左京区
ぃ沖縄大学、那覇市こくば

ず、どのように森林が再生しているか、あまりよ

く解っていない。また伐採等の人為影響が森林性

動物に与える影響についてもほとんど知見がない。

本研究では、亜熱帯林の更新動態とそれに対する

種子・桔食性動物（ネズミ類の種子捕食や昆虫の

葉食様式）の影響を訓査する。林木種と動物の相

互関係は森林群集の維持磯構に重要な役割を担っ



ていることが予想される。また森林伐採のような

人為撹乱が亜熱帯林の維持機構に対する影響を評

価するには、林木種と勤物の相互関係を明らかに

する必要がある。本研究は将来におけるヤンバル

亜熱帯林の保全やその持続的利用を考える上で極

めて重要と思われる。

　この研究では、森林の勣態に殼も影響を与える

ことが予想される種子・葉食勣物と林木種群集の

相互関係を明らかにし、亜熱帯林の種多様性維持

機構の解明を目的としている。研究視点は［森林

性動物の種子・葉食害が森林の更新動態にどの程

度影響を及ぼすのか？］、「森林性勣物の採餌様式

は林木種多様性と関連があるのか？」等である。

具体的には、種多様性や発達段階の異なる極相林

と伐採後二次林の林床にシードトラップを設置し

て構成樹種の種子散布の時期や散布の空間分布を

明らかにする。またシードトラップで回収された

植食性昆虫の糞量から昆虫の個体数密度や樹木の

菓の食害率を推定する。シードトラップで得られ

た種子をじかまき実験し種子抽食率を推定する。

同時に実生･椎樹個体のシュートの披食を調べて、

勣物の採餌様式が林木の成長や死亡に与える影響

を明らかにする。これらの結果から種多様性や発

達段階の異なる林分間で、種子捕食や葉の食害が

樹木の更新や成長動態に及ぽす彭響度を比較する。

極相林の維持機構や二次林の再生過程に動物の採

餌様式が果たす役割を検討する。森林群集の更新

動態と種子・葉食動物の実態に基づいて、森林伐

採のような人為撹乱が林木種と勤物の相互関係を

通じて、森林群集の維持機構にどのようにフイー

ドバックされるのかを検討する。

調査地と結果

　ヤンバルの与那覇岳・与耶・高江地域(標高300

－400m)を研究対象辿として、30×30mの調査プ

ロットを設定した。プロットの内部は２×２ｍのグ

リッドセルに分割し、各グリッド単位で毎木訓査

を行った｡毎木調査は樹高2m以上の生きている個

体について標識し、樹種を記録してスチールメ

ジャーによって胸高周囲長を、ノギスによって胸
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高直径(2方向)を計測した。なお樹種の学名は

初島・天野(1994)の｢琉球植物目録｣に依った。

また他の照葉樹林との違いを検討するために、過

去のヤンバルでの研究データや屋久島の研究例

(大沢ほか、1994;相場はか、1994)と比較した。

　樹高2m以上の個体に関する林分の個体数密度

は8311-9024 /ha､胸高断面積は28.1-75.6m2/haで

あった。各プロットの出現種は48-51種だった(表－

1)。なお総出現種は76種で３つのプロット共通種

は28種である。林分の種多様度指数は2.76-3.35と

なった。林冠上層を構成するイスノキ(Distylium

nlcefl7osljzllS.＆Z.)とイタジイは、個体数および胸

高断面積において優占していた。林分下層にはヒ

メサザンカ(Camcllia lutchucnsisT.lto)、ボチョウ

ジ(Psycholria rubra(Loul･｡)Poir.)、シシアクチ

(Ardlsla quln(luegona B1 ｡)、シマミサオノキ

(Randia canthioidesChamp､ ex Benth)、ナンバンア

ワブキ(Meliosma lcpidota Bl ssl).saumulala

(Hance)Beus.)が多く分布していた、林冠の高さ

は15-20mで、林木の樹高分布は逆丿字型分布を示

した。林分を高さ階層に区分して上層から出現種

を積算していくと、林分下層に多くの種が分布し

ていた。またその多くはアカネ科樹木だった。

シャノン･ウイナー関数による種多様度をみると、

与耶覇・与那プロットでは林分階層と負の相関が

あり下層ほど種多様度が高かった(図一1、

P<0.05)。

考察

　ヤンバル亜熱帯林と目本西南部の照葉樹林の顕

著な違いは、下層における林木種の多様性である

(図一2)。この要因として、日本西南部における

暖温帯林との温度・水分条件の違いや、それに

対応した林分の更新動態の違いが考えられる。

更新の空間的あるいは時問的変動性は林分の環境

条件に影響され、森林群集の多様性維持に大きな

役割を果たしている。例えばヤンバル亜熱帯林で

は林分下層ほど種多様度指数が高かった。これ

は下層ほど種間の優占関係があいまいで、各種の

待機個体群が均等に分布していることを意昧する。



表－１坤縄ヤンバル亜熱帯林における各調査区の林木種組成
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図一１　各階層における林木種の多様度指数

成熟個体によって光環境が川限された状況におい

て、どのくらいの高さであるいはどのような形態

で待機するかは、将来のギャップ形成に対する更

新と密接に関係していると思われる。

亜熱帯気候下における樹木の葉のフェノロジー

について

　気候下における落葉性の研究はじめに木本植物

には常縁性落葉性（常落性）という分類基準が存

在する。常緑性とは年間を通じて常に葉を保持す

る性質であり、落葉性とは年間のうち葉を保持し

ない期間を持つ性質である。常落性の存在比率に

は明確な緯度変化が見られる。熱帯では乾季によ

る落葉性が見られるものの、常縁性が大多数を占

める。温帯では落葉樹と常緑樹が共存し緯度が上

がるにつれ落葉性の比率が増加する。さらに緯度

が上がると再び常縁性が増加し亜寒帯以北では常

縁性が圧倒的に多くなる。これらの緯度変化は個

葉の寿命の殼適化という観点から説明できる。落

葉性のメリットは１年のうちで横物の生長に不適

な期間、すなわち多くの場合では温度が削限とな

る［冬］にかかる葉の維持コストを節約できると

ころにある。よって一般に熱帯では年間を通じて

温度削眼がなく落葉性の有利さは薄れる。また亜

寒帯では植物の生長に適切な期間「夏」が短く、

28
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　屋久島照葉樹林とヤンバル亜熱帯林の種

，出現数の積算値（上層から積算）

一夏では葉の初期コストが回収できない。よって

次の夏も葉を使いつづける常緑性が有利となる。

常落性の緯度変化は南北に長い日本でも顕著に見

ることが出来る。沖縄、奄美諸島の亜熱帯林では

常緑性が優占し、九州等の暖温帯林､中間温帯林、

本州内陸部等の冷温帯林と次第に落葉性が増加し、

北海道等の亜寒帯林では常縁性が再び増加してい

る。冷温帯林や亜寒帯林では常緑樹と落葉樹では

葉の厚みなどが明らかに異なり両者は筒単に判別

できる。これは常落性が共存する剔川内で冬によ

る削限が比較的強い所では植物は常縁性か落葉性

か両極的な選択をせまられるためと言える。常緑

性ならば厳しい冬に耐えうる葉が、落葉性ならば

短い光介成期間で回収可能な低コストの葉が適応

的だからである。では逆に「冬」による削限が弱

い亜熱帯林では葉の形質における常緑樹と落葉樹

の間の相違は縮小するのだろうか。またそれ以外

の性質において何らかの相違が見られるだろうか。

本報告では亜熱帯林における常落性の比較調査の

結果を報告する。

落葉樹と常縁樹の比較

　プロット内外で確認した木本自生種は187種、

そのうち常縁樹は163種で常縁樹率は87.2%で

あった。常縁樹が圧倒的に多く平均して94.5%に



達した。常緑樹率が減少したのはプロット外、特

に林道沿いの明るいところで落葉樹が多種出現し

たためである。

　葉の寿命葉の寿命は観察木の個葉にカラーマ

ギャップの空間確保をしているのではないだろう

か。今後は重点的に葉の寿命を調べこの仮説を検

証したい。

ジックでマーキングし調査した｡観察を始めて1年　　表－３同科内での単位葉面積重の比較

が経過したところであり、データは寿命1年未満、

１年以上としか表せない。　しかしここでは葉の状

態や展葉形式から葉の寿命を推測した。寿命は１

年未満、２年未満、２年以上の３つに分け、それぞ

れの観察種数を表２に示す。通説で落葉樹とされ

るものの中に１年以上の寿命を持つ葉は見られな

かった。また熱帯で見られるような１年未満の寿

命の葉を持つ常縁樹は見られなかった。現在、観

察木を増やして継続中であり、特定種（オオバギ、

クサギ）では葉の性質も含め重点的に観察してい

る。葉の寿命が1年以上2年未満の種はアデク、ト

キワガキ、ナンバンアワブキ、ハクサンボクの４

種と少なかった。これらの４種に系統的関係は見

られない。今後は個体数を増やし種内での可塑性

を調査する予定である。

表－２葉の推定寿命

寿命(年数)

--－-－--
１
２
く
一
計

く
く
２
一
合

種数

－－
　７

　４

２５

------
３６

　科名

-－-

クマツヅラ

クワ

種

　　　　　　　単位董面積重

名　　　　　（g/�）

　　･･=･＝=㎜==㎜㎜-■㎜=･■㎜㎜･-■

オオムラサキシキブ

クサギ

ホソバイヌビワ

ヤマグワ

イヌビワ

ホソバムクイヌビワ

アカメイヌビワ

ハマイヌビワ

トウダイグサウラジロカンコノキ

　　　　　　　オオバギ

　　　　　　　ヤマヒハツ

　　　　　　　アカメガシワ

バラ オオバライチゴ

リュウキュウイチゴ

ホウロクイチゴ

ホソバシャリンバイ

オキナワシャリンバイ

41,48

58,29

31.68

34.09

43.02

50.30

87.0S

143.26

49

51

77.

86，

54
92

68
65

35.86

47.54

101.93

131.68

157.32

　常落性

--－

落葉

常緑

落葉

常緑

落葉

常緑

常緑

常緑

常緑

常緑

常緑

落葉

落葉

落葉

常緑

常緑

常緑

　葉の成熟速度齢毎の単位葉面積重の変化は葉の

成熟度を表すと考えられる。落葉樹（ハンノキ、

エゴノキ）は展葉後まもなく一定の単位葉面積重

に達した。これは展葉直後でも十分な光合成能力

を保持していることを示している。一方常緑樹で

は成熟パターンに二型が見られた。齢毎に段階的

に成熟するものと、展葉後１年以内に成熟し落葉

まで変化しないものがあった。前者に該当する３

年目の葉の単位葉面積重が2年目の葉の10％以上

増加するものは20種中アカメガシワ、オオシイバ

モチ、クサギ、サクラツツジ、シシアクチ、タブ

ノキ、ツゲモチの７種であった。

　展葉フェノロジー木本植物153種（うち落葉樹

23種）に関して展葉時期を調査した。各時期の展

葉種数を表4に示す｡展葉期間の可塑性は種によっ

て異なるが、成木１個体でも展葉が確隠されたも

のは展葉種数に数えた。常落性を問わず展葉の

ピークは３月初句に見られ、優占種であるイタジ

イを含めほとんどの種が展葉していた。常緑樹の

中には展葉が長期に渡って起こるものがあった。
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　単位葉面積重単位葉面積重は葉の厚みや質を反

映し、丈夫さの指標となる。落葉樹は常緑樹より

も小さい単位葉面積重を示す傾向が見られた。お

およそ50-100g/m2が常落性の分岐点のようであ

る。しかし単位葉面積重の大小は必ずしも常落性

と一致するわけではなかった。表３では常落性が

共存する４科（クマツヅラ科、クワ科、トウダイ

グサ科、バラ科）における各種の単位葉面積重を

示す。クサギ、ヤマグワ、オオバギなどギャップ

に出現する種は小さい単位葉面積重を示した。こ

れらの種は薄くて（小さい単位葉面積重）寿命の

短い葉を着けて葉の回転速度を高め、素早く



12月から２月にかけて展葉していた種は皆そのタ

イプで、３月にも展葉していた。落葉樹は展葉率

だけで判断すると、本州とは全く逆に常縁樹より

も展葉が遅い傾向が見られた。また順次展葉様式

をとるものが多く、３月以降も展葉し続けると思

われた。

表一1展葉時期

展葉桶数

㎜■㎜㎜　■■I･㎜㎜=　　常緑樹

　　落紫樹

‥　－-
　　　合l十

展葉串(％)

・　一--

常緑樹

落葉樹
　　　----　全体

12月初旬

2
7
３
．
3
0

23.1

13.0

-一一---
19.6

K･緑樹130種、落葉樹23種を観察

調査時闘

１月下句

Ｓ８

７

-Ｇ５

50，

30，

一

42，

０

４

Ｓ

２月初句

　G2

　7

　G9

S3.1

30.4

45.1

3月初旬

64

16

80

61.5

69.6

52.3

　落葉フェノロジー12月初句から３月初句までの

４回の調査で完全に落葉した個体を確認した種数

を表5に示すい月下句の調査結果は観察種が他と

異なるものが含まれるために単純な比較は出来な

い。しかし12月初句および2 Jj初句に共通して落

葉した種はセンダン１種であり、落菜時期や展葉

開始時期が種によって異なることが分かった。多

くの落葉樹の落葉は３月初句までに起こるがかな

りずれた時期に落菜するものもあった。例えばデ

イゴの落葉は３月初句から始まっており展葉は４

月中句に起こるという。落葉樹のうちアカメガシ

ワ、イイギリ、イヌビワ、オオムラサキシキブ､ヤ

ンバルアワブキ、クサギの６種において一部の葉

を着けたまま新菜を展開する不完全落葉性の個体

を確認した。観察ではそれらの個体はサイズが小

さくまた林床の光条件の悪いところに出現した。

なおこれらの６種は本来明所を好み、成木の多く

表－５落葉時期

落菰確腿種数

観察瞳数
　-･-----㎜-

落葉串(％)

-

12月初旬
　　５

　　１３

38.5

調査時期

｜月下句

　２

　１１

18.2

２月初匈

　　4

　12

　33.3

3fl初旬
１
８

　
　
１

5.6
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はギャップや林道沿いに出現した。

植食性勣物の食害パターンと葉のフェノロジー

はじめに

　生物群集の多様性の生態学的意義については、

いまだ|列らかでない点が多い。　しかし、古典的に

は群集の多楡|生と安定性が機能的に対吐潤係にあ

ることが示唆されてきた。例えば単一種からなる

詳集よりも、多種からなる群集のほうが動態の変

勣性が比較的小さいことなどがその証拠とされた

り
横食性の昆虫は種多様性が高いほど大発生し

ないことなどから、種多様性の低さは群集動態の

変勣性に重大な影響を与えることが示唆されてき

た。

　種多様性と群集動態の安定性には何らかの哉能

的な関隔があるのだろうか？　これはヤンバル亜

然帯林における研究テーマの一つである。ヤンバ

ルには100種近い林木種からなる種多様性の高い

亜熱帯林が分布している。種多様性の比較的低い

冷温帯を中心とする森林詳集の研究からは、横食

性勣物の食害パターンが林木種の更新動態に大き

な影響を与えていることが指摘されてきた。しか

しヤンバルの森では冷温帯でみられるはど、横食

性動物の食害は観察されずその影響は極めて小さ

いようにみえる。亜熱帯林の勣態に対して横食性

勣物はどの程度影響を与えているのか？、また

援食性動物の発生パターンには冷温帯林と異なっ

ているのか？、さらには林木種多様性と植食性勣

物の発生パターンには機能的な関係性があるのだ

ろうか？、などの幾つかの疑問が生じる。

　本研究では林本種の葉のフェノロジーと植食性

動物の食害パターンの関係を予帽訓査した。殼終

的には、林分の種多楡|生選移に対する、植食性勣

物の食害パターンの対応関係を検討する予定であ

る。林本種の種多様性の界なる林分で、植食性動

物の食害度を比較することによって、横食性動物

の発生パターンを検討する｡それをベースとして、

林木群集の種多様性が横食性動物の発生パターン

に与える影響を考察する。



調査地と方法

　琉球大学与那地方演習林の水久方形区（30×

30m）にリタートラップを設置し、林分のリター

フォールの季節変動、植食性動物の発生の季節変

動（虫糞・落枝による推定）を調査した。　トラッ

プの内容物はほぽ2－3週間スパンで回収し、葉、

技、繁殖器宮、虫糞などに分別した。

結果

　リター量は3月から5月にかけて多くみられ､優

占種であるイタジイとイジュはこの時期に落葉が

集中していた。また花などの繁殖器官の落下量も

４月から5月に集中していた。この時期は優占種で

あるイジュが一斉開花しているのが観察された。

虫糞量は4月から徐々に増加し、7-8月にピークに

達した（図一3）。

　今回の調査では単一の林分におけるリター

フオール量調ﾃだにとどまった。　しかし、内容物の

分別方法など基本的な知見を集積することができ

た。来春からは選移段階の異なる複数の林分でこ

のようなリタヽ一調査を行う予定である。その結果

から林分の種多楡|生と横食性動物の発生パターン

を解析したいと考えている。また今回の調査では

天然記念物に指定されており絶滅が危惧されてい

るケナガネズミの食痕およびその遺体を回収でき

た。ケナガネズミと思われる食痕のついたシュー

分布の有無も確認していきたい。
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トを分析し、今後は各林分における樹上性動物の　　図一３　リター・虫糞･繁殖器官落下量の季節変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

The Present study investigated stand develoPmenl and successional trend of sPedes diversity

basedoncolnParing Plots of(1iffellntstand ages in a subtroPical fon?st,0kjnawa lsland, southem

JaPan. The sPedes divesity and sPecies richness varied with the trajedoly of stand develoPment.

The dominant twdve sPecies occulTing in a11Plots al℃hilectedthe canoPy structtuでofthe subtroPical

forest,and also contributed to the stability of stand structure. Furthermoreμhe dominance of

the twelve dominant sPedes accounted for the reduced diversity of other sPecies, suggests that

dominanceorthinningmechanismsofthesesPedesthl'oughstanddeveloPmentaffedco゛oc(1uTjng

Pattem of subordinate fugitive sPedes in the subtroPical forest.ln condusion, a major finding

of the Present study is that struca1ral attributes and sPedes diversity of the subtroPical forestin

Okinawa lsland, southem JaPan, are governed by assembly Pattem of the twelve dominant

　　　●sPecles.
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第８期プロ・ナト･ッーヲ・ファンド助成成果報告沓（1999）

　環境影響評価における遺伝的構造分析の試み

愛知県瀬戸市海上地区のシデコブシを材料として

　　　　　　　　東海里山研究会

渡辺幹男l）・芹沢俊介に榊原洋子1に櫛田敏宏2）

An attemPt of genetic structure analysis for environmental assessment

　　　　　　　　　　Tokai Satoyama research assodation

Mikio Wata2nabe lトShunsuke Serizawa l≒M）ko Sakakibara 1），ToshihiroKushida 2）

　現在、さまざまな開発行為に対しで、環境影響評価が義務づけられている。しかし、白

然環境に関する調査は、時間的な制約もあって、定性的、あるいは個体数を数えるという

程度のものになることが多く、それが開発サイドの恣意的な影響評価を許す原因の一つに

なっている。本研究は、近年の著しい分子生物学的な手法を用いて、自然環境に対する影

響の定量的評価を比較的短時間で行う方法を開発しようとするものである。そこで愛知県

瀬戸市海上地区の寺山川、屋戸川、篠田川上流、上の山町に生育しているシデコブシ集団

の遺伝的構造を、アクリルアミド電気泳動法を用いて、アロザイム多型分析した。

　その結果、比軟的大きな群落を形成し分布域の接近している寺山川、屋戸川集団と上の

山町、さらに篠田川上崖の各集団は遺伝的に異なっていることがわかった。

　現在、さまざまな開発行為に対して、環境彭響　　れを防止するため、定量的な調査・影響評価の手

評価が義務づけられている。しかし、自然環境に　　法を開発することが重要である。

関する調査は、時間的な制約もあって、定性的、　　またこの計画は、近年の乱開発と恣意的な環境

あるいは個体数を数えるという程度のものになる　　評価に歯止めをかけるために、定量的な調査・影

ことが多く、それが開発サイドの恣意的な影響評　　響評価の手法を開発することは緊急を要する課題

価を許す原因の一つになっている。本研究は、近　　である。

年の著しい分子生物学的な手法を用いて、白然環　　　そしてこの結果から、遺伝子レペルの情報のよ

境に対する影響の定量的評価を比較的短時間で行　　うな統計的な処堤ができる調査が可能になれば、

う方法を開発しようとするものである。　　　　　　誰でも適正な環境彭響評価を行わざるを得なくな

　従来の定性的な白然環境調査では、海上地区に　　るだけでなく、効果的な保護策の策定にも役立つ

おける国際博覧会構想のように、保護側と開発サ　　ものと思われる。

イドの影響評価が異なった場合、「見解の相違」　　特に、遺伝子レペルの情報は保全生物学の上で

として片付けられがちである。このような言い逃　　は非常に有効なものであるが、環境影響評価とし

4謔数霖謳院2瓢μご瓢な恋hi
Kyoikuuniversity）

　　　　　　　　　　　－33－



てはまだほとんど利用されていない。シデコプシ

は東海地方の湿地に固有の植物で、分布域も生育

地点も限られており、実例研究のための植物とし

ては非常に好適である。

材料と方法

　シデコブシＭ司萍消心omej以）sj Thunb は、伊勢

湾周辺の丘陵迪に固有のモクレン朴の小高木で、

春早く淡紅色または白色のよく目立つ花をつける。

　今回調査を行った愛知県瀬戸市海上地区は、

2005年の国際博覧会予定地である。調査方法は、

海上迪区の寺山川、屋戸川、篠田川上流、上の山

町で、シデコブシ各30個体選び、分析用の葉を採

取した。また、寺山川、屋戸川は、中心となる比

較的大きな集団、篠田川上流、上の山町は周辺部

にある小集団である。寺山罰では、群落の中心部

でさらに20個体を追加した。

　持ち帰ったサンプルについて、アクリルアミド

電気泳動法を用いて､アロザイム多型を分析した。

　分析は以下の手順で行った。生葉約200mgを乳

鉢に取り、ダウエックス（イオン交換樹脂）をミ

クロスバーテルで一杯人れ、さらに1m1の抽出

bufferを加え、乳棒で表面を削り取るようにして

抽出しだ。それをl.5m1のマイクロチューブに移

し、O℃、12000rpmで15分間遠心をかけ、上澄み

を泳動用試料として用いた。抽出bufferは0.1mM

Tris-HC.1pH7.5、2mM EDTA（4Na）、20mM KCI、

20mMIMgCI2を撹神し、使用直前に5％PVP

（P�yvinyl-Pyrrolidone八〇｡5％2-メルカプトエタ

ノールを加えた。

　電気泳動は、ポリアクリルアミド垂直電気泳動

法を用いた。ゲル概１枚あたり約22mA（12枚で

260mA）の電流で、約２時間泳動した。得られ

(IDH)、グルタミン酸脱水素酵素(GDH)、アル

コール脱水素酵素(ＡＤＨ)、リンゴ酸説水素酵素

(MDH)、ディアホラー･ゼ(DIA)、テトラソリウ

ム酸化還元酵素(TZO)、(ACP)、(TPI)、(SOD)

の17種類の酵素活性染色法により染色した。そ

して染色後、染色液を洗い落として、50％アル

コールで固定し、セロファンではさみ、乾燥させ

た。

　乾燥させたゲル板よりｉ最小遺伝子座数

(Weeden、N､R and Wendel、J.F.、1989)をもとに、

遺伝子座を決定した。染色されたバンドを読み、

２倍体として各個体の遺伝子型を決定した。

結果

1.集団の遺伝子型構成

　今回分析した17酵素種のうち、SKD、G6PD、

IDH、GDH、ME、SODからは１遺伝子座、LAP、

6PG、PGI、PGM、MDH、ACP、TP【、DIA、TZO

からは２遺伝子座、GOT、ADHからは３遺伝子座

が得られた｡得られた遺伝子座の総数は､31であっ

た。これらの遺伝子座についてそれぞれ遺伝子型

を決定して求めた各個体の遣伝子型を決定した。

　そして、各集団の遺伝子組成をもとにNei

(1972)にしたがって遺伝的距離を計算いそれ

からUPGMA法によってデンドログラムを作成し

た。その結果、比軟的大きな詳落を形成し分布域

の接近している寺山川、屋戸川集団と上の山町、

さらに篠田川上流の各集団は遺伝的に異なってい

ることがわかった。また、シデコブシは他の植物

に比べて遺伝的多様性が高いことと、個体群の維

待は他殖による有性的な繁殖が主体であることが

わかった。

たゲルを、アスパラギン酸アミノ転移醇素　2.シデコプシの繁殖特性

(GOT)、ロイシンアミノペプチターゼ(LAP)、

6－ホスホグルコン酸脱水素酵素(6PG)、シキ

ミ酸脱水素醇素(SKD)、ホスホグルコースイソ

メラーゼ(PGI八ホスホグルコムターゼ(PGM八

リンゴ酸酵素(MB)、グルコースー６リン酸脱水

素酵素(Ｇ６ＰＤ)、イソクエン酸脱水素酵素
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　シデコブシは萌芽力の強い樹木で、伐採されて

もすぐに新しい苗条を出す。野外でも、かなりの

個体が蛙表から数本の幹を出す、いわゆる株立ち

状態で生育している。また、倒れた幹が接地して

そこから発根している状態もしばしぱ観察される。

そのため、地元の植物研究者の中には、栄養繁殖



が集団の維持にそれなりの役割を果たしているの

ではないかと疑っている人も多い（中西、1997な

ど）。しかし、アロザイム酵素多型とRAPDによっ

てシデコブシ集団の遺伝的構造を調査した河原・

吉丸（1994）は、集団のクローン性は低いと報告

している。今回の結果も、この報告を裏づけるも

のであった。

　「種の保全は白然集団の保全でなければならな

い」ということは、生物多様性保全にかかわる各

種の報告害が一致して強調している（我が国にお

ける保護上重要な植物種および植物群落の研究委

員会植物種分科会、1989:愛知県植物誌調査会、

1996など）。それにもかかわらず､移植が保全策と

して挙げられる例は後を絶たない。シデコプシの

場合、他殖による有性的な繁殖が主体という特性

から判断すれば、生態系、群集という観点を抜き

にしてシデコブシだけの保全を考えるとしても、

なるべく多くの個体を自然状態で残す必要がある

ことは明らかである。移植や栽培による少数個体

の確保は種の保全にはつながらない行為である。

　以上の結果から、個体数の少ない篠田川上流、

上の山町の集団の重要性が示唆された。さらに、

なるべく多くの個体を白然状態で残す必要があり、

移桂や栽培による少数個体の確保は種の保全には

つながらない行為であることも明らかになった。

また、シデコブシは他の植物に比べても遺伝的多

様性が高く、このような調査を行う場合は、集団

サンプリングではなく、全数サンプリングを行う

必要があると思われる。

　今回試みたような、遺伝的構造に基づく指標を

用いた各集団の重要度の評価とそれに基づく利用

計園の策定は、今後シデコブシに限らずさまざま

な要保護種の保全を検討する上で、有効な手段に

なり得るものと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　　Environmentinnuenceis evaluated･ andjor develoPment actjt isimPosed duty of on

currlanUyBut,investigatjonaboutnaturalenvironment,itisitinoneofcausethatanindividual

number iscountedz and mostjt allow to arbitraryinnuence evaluation of develoPment side･

This study is8oin尽to develoP a method to do quantitativeevaluation of innuence硲r natural

environment using a method of molecular biology.We investigated hereditary structure of

Magnolia tomentosa grouP grown in krayama riverof Seto゛'shiﾊﾞyatoriveらShinoda riverand

Kaminoyama town･ As a resultHormed big glouP comParatively and each 6rouP of Sinoda

river wa5 more hereditary and understood thatl was differentllrayama riverwhich came

dose of distributionareaﾊﾞぬltoriverand Kaminoyama town･
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　ひるがの湿原は本州敢南の高層湿原として知られ、甫北の湿原横物の入り混じる約2km

四方の湿原地帯であった。今では手付かずの湿原はほとんど失われたが、人為的影響を受

けた半自然拉生も含め多様な環境が成立し、そこに依存して生息している動物も多い。通

称山ギフと呼ばれるもともと湿原依存型のギフチョウ、オオジシギの岐阜県下唯一の繁殖

地、ホオアカの一大繁殖地としてしられていた。しかし、近年農地から観光施設や別荘地

へと土池利用が変叱し、これらの動物達の生息地・個体数ともに急速に減少している。

　ひるがの湿原の保護は人間生活の場と隣接して残されたわずかな湿原を如何に維持し､乾
燥化や水質悪化や雑草の侵人した湿原を復元していくことが主な課題である。一方、ひる

がの湿原の種の多様性を守るためには､目立つ花や状態の良い湿原だけを残すのではなく、

池や流水路など多様な環境を含むように考慮する必要がある。また、乾燥化の進んだ状態

の悪い湿原や周辺の渥木林などの半自然禎生から牧草地まで保汲を拡大し、動物を含めた

生態系を守ることが必要である。

１．気象と高層湿原の現状

1）気温

　ひるがの湿原は岐阜県北西部高鷲付の北部に位

置し、本州南限の高層湿原やミズバショウ、ワタ

スゲなどの南限として知られている。標高は約

880nlであるが、付の中心地大鷲地区（暉高約550

m）と比較して平均気温は約4.3℃低い（表１）。

これは一般的な逓減率（-0.65℃/100m）で計算す

る気温差（-2.1℃）よりも大きい。ひるがの高原

の気温が低いのは標高が高いだけではなく、風や

湿度や土地被覆状態などの違いが影響していると

思われる。特に夏の気温差が大きく、ひるがの高

原に湿度の高い湿原や湿性草地が多いことが関係

していると思われる。

　ひるがの陵物園の芝生の中央にある束屋で測定

している気温は、忖役場がひるがの高原内の森林

に囲まれた地点で測定している位よりも3℃近く

高い。特に夏の気温が高く、寒暖の差が大きく

なっていることもわかる。乾燥して植生の少ない

表１．植物園、ひるがの、大鷲の月平均気温の比較

Tablc l.The nlonth mean tempcraturc in Hirugano

　　　　　BolanicalGarden､ Hirugano and Ohwashi

植物園 ひるがの 大梵

1998年5月 ぼ3（+L5） 118（+00） 168（+50）

1998年9月 19.7（+42） 15.5（f00） 20J（･52）

1998年12月 □（+2j） -10（+00） 36（+4,6）
括弧内はひるがのとの気温の差を示す
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芝生では熱容量が小さくなるのが原因と思われる。

発達した森林や水分の多い湿原は、最も涼しい気

温をもたらす土地被覆形態であり、ひるがの高原

では、湿原の乾燥、裸地化、宅地化、道路や駐車

場などの舗装が進んでおり、局所的にも全般的に

も気温が上昇していることが予想される。
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2）降水と債雪

　ひるがのの降水量は特に夏期多く（図１）、初

夏には霧が発生する日も多い。このことも湿原の

発達した姿因の一つと考えられる。しかし、降水

量は年変動が大きく排水や埋め立てによって湿原

の土壌の保水力が失われたため、降水量の少な

かった1996年には極端に湿原が乾燥しているのが

観察された。
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図１．ひるがのの陣水量と債雪量の年変化

Fig.L The year change of precipitalionand snowrall in Hirugano
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　横物園内で観測した積雪量によると敢も多い時

で2･近い積雪が見られることもあるが､債雪期間

は４ヶ月に満たず早い年では３月の中旬に消雪し

た。これは、他の高層湿原に比べて早い。近年は

債雪量も減少し消害期も早まり、ミズバショウの

開花も一、二週間早まったと言われている。その

ため、ミズバショウの花の霜害が毎年のように起

こっている。

3）泥炭生成の条件の悪化

　第二次此界大戦までは、現在ひるがの高原と呼

ばれている平坦地のほとんど（約2km四方）が湿

原であった｡昭和43年までにその8割方が失われ、

現在残されている湿原は５％程度と予測される。

特に、水分の多い低層湿原よりも比較的乾燥して

いる高層湿原の方が開拓に適していたため、残っ

ている湿原はミズバショウ・カキツバタを中心と

した低層湿原、ヌマガヤ・ワタスゲを中心とした

中間湿原が多い（西tD菊地、1998）。

　高層湿原は泥炭が厚く積もっているミズゴケ湿

原を指すが、泥炭が厚く債もっているところでも

乾燥による衣層のミズゴケの欠如などが見られ、

現在でははとんど泥炭の生成が行われていない所

が多い。泥炭の生成には低い温度、嫌気的で十分

な水、貧栄養の条件が必要である。特に、本州で

甫限の高層湿原であるひるがの湿原は、気候面で

はぎりぎりの条件であると思われる。それを抽う

のは、冷たくて塩類の少ない地下水、酸素の惧給

の少ない緩やかな水の動き、栄養分の供拾が少な

いことであったと思われる。これらの条件がそ

ろっていた開拓前の状況では、泥炭層の堆積が進

んでいたと思われる。

　しかし、もともと気候的にぎりぎりの条件であ

るがゆえに、高原全体に掘られた大小の排水路、

生活排水や農業排水の流人による富栄養化、それ

に前述のひるがの高原の氾暖化や小雪傾向によっ

て泥炭生成の条件が筒単に失われ、高層湿原が衰

退していることが予測される。

　湿原内の水路はいくつかの要因によって、湿原

槙生を変質させている。深い水路は湿原全体を排
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水し地下水位を低下させ乾燥化をもたらす。人工

水路による地下水の排水は、日光戦場ケ原湿原に

おいては水路から15m前後の幅と推定されている

(福嶋、1988)。玉原湿原では、3～6nl程度と推定

され、水路の下流側の方が広く影響を受けると推

定されている(栢嶋・高瀬・ハ住、1991)。人工的

な水路の影響は天然の流路と全く異なり、排水力

が強いようだ(椙嶋・高瀬・ハ住、1991)。

　浅くても水位の変動の激しい水路では、時に氾

濫して禎生や土壌を洗い流したり、土砂を流人・

堆債させている。砂の流人が起こるところでは、

別名ミズゴケ湿原といわれる高層湿原の優占種で

あるミズゴケが生育しないため(福嶋他、1991)、

高層湿原をはじめとするミズゴケ泥炭湿原の植生

には大きな彭響を与えている。

２．湿原の水位と植生の関係

1)水位と植生

　1996年秋の水位と堕生を対応させて見ると(表

２)、冠水するところにはカキツバタがあり、水

位が低くなるとイボミズゴケを中心とするミズゴ

ケ湿原に移行していることがわかる。水位が－

10cm前後の中間湿原的要素の強い天然記念物指定

地Ｂが最も種数が多く、続いて冠水することの多

い低層沼原の天然記念物指定地Ａ、中間～高層湿

原的な村指定保護地の一部が続き、植物園は極端

に種数の少なくイヌツゲとヌマガヤの単純群落に

近い。

　槙物園と村指定保護地の水位を8/18以降で比較

するとこれほどの績生の違いが現れるほど違いが

見られないが、8/5の槙物園の水位は極端に低い。

実は、8/10日前後に禎物園内の排水路を浅くし、

湿原と接している二つの池の水位を20～30cmほ

ど上げる作業をしたことが原因である。種数の減

少は直接的な乾燥の影響もあると思われるが、水

路や池が作られた10年前からこのときまで水位の

低い状態が続いたためイヌツゲやヌマガヤの背丈

が大きくなり、明るい光条件を好む他の湿原植物

が技陰されて生きていけなくなったとも推測され

る(小賀坂・福嶋、1992)。



表２．ひるがの湿原の柚生と水位

Table 2. The vegelation and walcr lcvcl in several bogs

植物ー ポケットパーク 天然記
意物8
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2）水位変動と腿生

　水路によって排水されヌマガヤやハイイヌツゲ

が優占するようになったところでは、全体に地下
水が低いだけでなく、
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わかっている(福嶋他、1991)。ひるがの植物園

と付指定保護地を比較すると、平均水位はあまり

変わらないが水位変動幅は禎物【刳の方が大きく

なっている(図２)。植生で見るとやはり槙物園は
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ヌマガヤ・ハイイヌツゲの単純群落で、保護地は

イワショウブ・ワタスゲなどを伴うミズゴケ湿原

が維持され、イヌツゲやヌマガヤは丈が高くなっ

ていない。これほ、一時的でも水位が低下すると

土壌中に酸素が供給されるのではないかと考えら

れる。中間～高層のミズゴケ湿原を椎持するため

には、水位の高さだけでなく水位の変動幅も小さ

くする必姿がある。

　ミズバショウやサリギキョウの優先する低層湿

原である天然記念物指定地Ａは、吠の乾燥期を除

いて水位変動の少ない高い水位を示した。1999年

春に湿原上流郎工事の影Ｗで水位が異常低下した

とき、ミズバショウ等の春の芽生えが明らかに小

さいことが観察された。この湿原のような禎生タ

イプを状態良く維持するには常に安定した高い水

位が望ましいと思われる。

３．湿原回復の試み

l）禎物園内地下水位上昇の試み

　前述のように、1996年8 1jに禎物園内の水路を

浅くし池の水位を上げることによって、湿原の紬

下水位を20～､10cm上昇させることに成功した。そ

の後、キン:jウカやウメバチソウやイワショウプ

の開花数が増えたように見られ、数年振りにトキ

ソウが聞花するなど多少改iylしていると思われる

が、一度背丈の大きくなったイヌツゲやミヤマウ

メモドキなどの木木やヌマガヤの株が衰退すると

は思われない。地下水位が高くなっても肢陰に

よってiU原禎物の成11が抑即」されているのであれ

ば、木本やヌマガヤを刈ることもff効であるかも

しれない。

2）ガマの刈り収り実験について

　ひるがの湿原は以前、仝くガマが見られなかっ

たといわれているが、現在ではミズバショウやカ

キッバタ、ザゼンソウなどの群落にかなりの割合

でガマが侵人している。ガマの侵人していないミ

ズバショウ群落はザリギキijウ､ホソバミズゴケ、

ヌマガヤ、ナガボノアカyノレモコウ、カキツバタ

などを伴い、その他出現する種数も多い。それに
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対してガマが侵人してきたミズバショウ群落やガ

マ群落では、ミソソバやツルヨシ、アキノウナギ

ツカミなど低湿地の種が高い頻度で出現し、その

他の出現腫は木本を含んで挿数も少なくなってい

る。この比較から、ガマが侵人するような環境で

はミズバシEjウよりも他の小型の湿原績物のほう

が影ｗを受けて群落が単純化することが予測され

る。これは背の高いガマによって技陰されること

も関係しているかもしれない。

　今まで、天然記念物指定地でガマの抑胡を目的

に晩吠に刈り取りが行われていたが、その効果は

はっきりわかっていない。伸奈川県拍倶町の仙石

原湿原でヨシの拡大を抑胡するために刈り取り実

験を行っているが(富野･遠山、1992)、7月～９月

に刈り取った場介には翌年のョシの成艮を抑える

ことができたが、６月や10 Jj以降に刈り取った場

合には効果がないか逆に成艮を促進させた。禎物

の成艮に必要な物貿が地下部に貯えられている春

先や伏では地上部を刈り取ることは成艮抑胡に幼

果はなく、逆に枯死した悍を取り除くことによっ

て光条件が好転し成艮が促進されるようだ。仙石

原での桔梁から、ガマの刈り取りにおいても時朗

や方法を碩重に行わなければ逆効果になることが

予想される。1998年11月にガマの刈り取り試験を

行ったので､次年度の夏にも刈り取り試験を行い、

その桔果を待つ必姿がある。また、刈り取り時の

踏みつけ等が及ぼす湿原への悪影Ｗも無現するこ

とはできない。

　ガマやミソソバが侵人している湿原では、水の

哨酸態窒素濃度が若干増加している(丙tl ・菊池｡

1998)。その原因は生活廃水や農業廃水の流人の

ほかに、､司辺工事や除雪時に混人する土砂などが

考えられ、ガマを駆除するには刈り取りよりも完

にその根本原囚を解決しなければならないと考え

られる。尾瀬の下田代沿原では、富栄貧排水の流

人地でヌマガヤ、:Jバギボウシ、ミズギク、ワレ

モコウ、ニッコウキスゲなどの中間湿原隋成種が

次第に減少し、これらに代わってエソシロネ、ミ

ソソバ、ツボスミレが増加している(橘・他、

1974)。ひるがの湿原でも、Ｍ瀬と同様の現象が



見られる。

４．湿原とギフチョウ

1)ひるがの高原のギソチョウの特徴

　岐阜県飛騨地方を中心に富山県境や奥美濃地方

の山間地や高山には、湿原やその周辺に生えるヒ

メカンアオイを食するギソチｊウが局地分布して

いる(｢ギフチ｣ウ｣、1996)。ひるがの高原は通祢

"山ギソ¨と呼ばれるこのタイプのギフチョウの大

きな生息地であったと思われる。ひるがの高原で

成虫の発生する時期は年によるばらつきはあるも

のの、5 Jjの連休明けから６月末くらいまでであ

る。これは全国的に見て岐も遅く、他の地方のギ

フチョウと同様の条件で飼育しても羽化が二週間

程度は遅くなり、遺伝的に固定された性質と考え

られる。

　近年仝国から採集に来る人が増えて注目を集め

はじめたが、逆にギフチEjウの個体数は減少して

いると言われる。高鷲忖では採集禁止などのほ護

措置を検討しているが、個体故の減少は採集圧よ

りも生息地である湿原の減少であるとの見方もあ

り、調査を進めた。

2)ギフチョウ産卵地調査

　実際に産卵を確認したり食痕から推定したギフ

チョウの繁哺地はいずれも湿原周辺であった(図

３)。繁蜻地の隋生(衣３)は、湿地からススキ草地

やコナラ休まで多様であったが、同じような限生

であっても沿蛙から遠い所ではヒメカンアオイも

少なく、産卵もほとんど見られなかった。

　開拓以前のひるがのには高木はほとんどなかっ

たといわれているため、もともとギフチョウが林

で繁蜻していたとは考えにくい。ススキ草地も周

辺林もコナラ休も以前は湿原だったところである。

ススキ草地で産卵しているところは萱場として利

用され晦年吠に刈り出されているため、春の光条

件は良好である。ひるがの高原は欧界遺産に登録

きれた白川郷に近く、合掌造りの萱葺き屋根をふ

くために萱が売買されているためである。

　湿原の保護地を除いたいずれの繁殖地も民有地
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であり、ここ数年盛んになってきた別荘地建設の

対象地となっている。このまま故殴すれば、ギフ

チョウの繁殖地はほぼ壊滅する可能性が高い。

５．湿原の鳥

1)ひるがの沿原に生息する鳥類について

　ひるがの高原は大部分が開発されてしまってい

るが多様な環境が存在していることから、鳥類の

腫煩、個体数は多い。現在ひるがの高原一帯にお

いて大Ｈ向11麓を含めると確認されている鳥類は

約120種である｡20年前にはこれらの胞にウズラ、

ヒクイナが湿原に生息していたが(｢奥美濃路の自

然｣、1981)それ以降確認された根告はなく絶滅し

たと思われる。岐阜県ではここでしか繁蜻レぐい

ないオオジシギや生息が非常に少ないホオアカ、

ノジコ、コムクドリが繁蜻していることからひる

がの高原は貴重な存在と言える。

　今回は、ひるがの湿原を代表するオオジシギと

ホオアカの繁殖期における個体数調査を行った。

2）オオジシギについて

　オオジシギは夏鳥として渡来し、本州中部の高

原、束北から北海道の草原で繁哨する。特に北海

道に多く生息する。湿地などでミミズなどを食し

ており、他に昆虫煩や暁物貿ではイネ科の腫子な

ども食す。草原や混木の散在する草原が繁殖地で

草や混木の棋元にL1状の巣を作る。

　岐阜県においては飛騨地方の牧草地で観察され

ることがあるが一過性のものであり、喫数の生息

や繁殖が確認されているのはひるがの高原だけで

ある。1978年の環境庁の全国の鳥類繁蛸地調査に

よると北海道には生息が多いが池県ほ非常に少な

いo

　今回行った調査は、早朝から調査Ｕが汚地に散

らばって定点、あるいは移動しながらオオジシギ

のディスプレイフライトや電柱などにパーチして

いるのを観察し､地図に記人する方法を実陪した。

　調査の桔果、図４のとおり８ヵ所のなわぱりが

あることが推定できた｡個休数は8×2＝16個体と

NQ1のあぶれの雄1羽､そしてNo3の北へ飛行した



表３．ギフチョウ繁殖地の植生

Table 3.The vegelalion of Luehdorfia japonica breeding area

ス
ス

キ
草
地

コ

ナ
ーフ
林

縁

ス

ギ

コ
ナ
ー
フ
林

７

力
マ

ツ

コ

ナ
ー
フ
林

濯
地
周
辺
林

湿
地

濯
原

ギフチΞiウ食冪 ヒメカンアオイ 10 40 10 20 20 １ ２ ５ 10 ５ 10 ５ ５ ５ ４ ５ 50 ５ ３ ５ ７ ４ １

高
木層

カフマツ 100 100

コナラ 100
S5 ¶00 1(X) 加 30 恥 70 70

スギ 70 SO 60 30 30

アカマツ 60 40

低
木
層

草
本層

イヌツゲ ¶ 50 20 10 3() 30 20 50 ５ ５ 10 60 ２ 80

ススキ 30 ３ ２ 50 30 ３ １ 100

ｲﾀﾄﾞﾘ ２ ２ ２

サルマメ ２ ２ ２ １
シュロソウ ２ ２ ３ ３
タニウツギ 10 Ｓ

アキノキリンソウ １ ２

ツポスミレ ５

ニガナ ３
ハクサンタイゲキ ３ ２ １

ミツバツチグリ １ ２

ズミ ２ １ 10 ５ ２ ５
レンゲツツジ ２ １ １ １ 44）

ノリウツギ 30 ３ ５ ２ 25 ２ ２ 20 １

フジ ５ 20 ３ １
コナラ １ ３ ８ １ ２ ２
コシフブラ

｜ ４ ２ ３
スギ ¶
ゼンマイ Ｓ ５ １
ウスノキ ４ １

エゴノキ ２
チゴユリ ２ ２ ２
チヂミザサ ２ １
ヤワうシダ ２ 2C １５ ６

ミネカエフ ２

ヤマウルシ １ １ ４
ナガポノアカワレモコウ １ 10 １５ ５ 25
ヒメンダ ５ Ｓ ５ ｜ ４ Ｓ ２
ザゼンソウ 20

サワフタギ １ ３ 10

ヒカゲノカズラ 加
アギスミレ ５
アブうガヤ 2く）

25
エソシロネ ５ 25 １
オオミズゴケ 70

シモツケソウ Ｓ ３ 50

ヒダキセルアザミ ２
ミソソバ ７ 70 １

サワオトギリ

コバギポウシ ３
ノカンソウ ２ ５
ショウジョウバカマ １

ホウチャクソウ

イポミズゴケ 50

ヌマガヤ １

ノハナショウプ １
出現疆数･ １６ 16 １２ ７ １４ １５ １０ １１ ９ 10 １３ １６ １２ １１ １６ １７ ９ ● １３ １１ １０ ７ １３

･低木層･草本,畷は一部雀略した腫があるので出現種数を記した，

６羽のうち戻らなかった4羽を加えると合計21羽の

オオジシギの生息を今回の調査によって推定出来

た。それぞれの生息環境は湿原（No 3， No4，No5，

NQ6），牧草地（No 2， No 7， No8），田と草地（NO

I）である。N,1の近くには湿原があり，Nolは田
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を湿原と見なしているようでありこのオオジシギ

にとっては湿原が重要な生息環境になっている。

　約20年前のひるがの調査では5番10羽が確認さ

れていたが(｢奥美濃路の自然｣、1981)、現在も個

体数は維持されているようだ。



ざ7flり湿地

sﾐ⑩多卵が確認された填所

図３．湿原とギフチョウ繁殖地の分布

Fig.3.Thc dislributionor nlooiana Luhedorna japonicabReding area

3）ホオアカについて

　ホオアカの繁殖には広い草地が必要で特に喧騒

を嫌う。北海道には多いが、他の地域では局地的

である。ひるがのにおいては、かつては湿原のみ

に生息レ（いたが、湿原が減少していく過程でホ

オアカの湿原での生息も減り、1988年を殼後に湿

原でのなわばりは消滅している。牧草地の造成に

より生息地の中心を牧草地に移していたが、最近

では牧草地での生息も滅少しつつある。

　今回の調査結果では、図４のとおりＡとＢの2カ

所のなわばりがあり、2番×２＝４個体が生息して

15

いると推定された｡約20年前の調査では26番のな

わばりがあると推定されている（「奥笑濃路の自

然」、1981）のに比べると、激滅している。この理

由は①湿原面積の滅少、②牧草地の減少、③観光

客等の増加などが考えられる。実際、禎物園内の

なわばりは木道ができてから見られなくなったし、

２番のホオアカのなわばりがあった牧草地は故近

漬されて観光施設が造成された。仮橋、上野蛙区

では現在高速道路建設中なので、その影響も出て

いると考えられる。



○
○

ホオア力

オオジシギ

図孔　オオジシギとホオアカのなわばりの分布
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６．ひるがの湿原と生態系保護のために

　本川殼南の高層湿原は、乾燥化、気温の上昇、

水質の変化によってその泥炭生成が妨げられ分解

が促進されていて、危賤的状況である。夏も涼し

,16

い高原の気候は、周りを囲む森林や水分豊かな湿

原の賜物であったといえる。それらを増やし、で

きるだけ裸地化や舗装をせずに湿原や林を残すこ

とが高層湿原の保護のためにも必姿である。



　高層湿原の乾燥化が激しかったひるがの槙物園　　　悼槙物生態論集，1-19

においてわずかな努力で地下水位が上昇した。地　小賀坂純子・福嶋司（1992）群馬県，玉原湿原に

下部に不透水層を保持する湿原では，工夫次第で　　　おける湿原植物の生育と水分環境｡,森林文化研

乾燥化を食い止めることも可能であると思われた。　　　究，13,53-64

しかし，すでに大型化したイヌツゲやヌマガヤヘ　　竹中則夫･矢部悟道（1979）兵庫県における湿原槙

の対策をこうじなければ本来の槙生の回復は難し

い。その他、水質の変化や土砂の流人によって従

来なかった拉物が侵入していることについては、

抜本的な対策が必要だと思われる。

　ギフチョウの繁殖地は、湿原、潅木林、ススキ

草地、コナラ林などであるが、必ず沿原と隣接し

ている必姿がある。湿原の隣接蛙まで保護を広げ

ることがギフチョウの保護に不可欠であり、湿原

の緩衝地帯としても有効に働くと思われる。

　鳥煩においては、オオジシギは個体数を維持し

ているもののホオアカは20年前と比較して激減し

ており、その対策は緊急を要している。二種とも

に広い草地を必要とし、湿原周辺の潅木林を営巣

地としている。湿原の維持・拡大と牧草地の保全

管理、潅木林の保護が必姿である。ホオアカにつ

いては喧騒を嫌うため、場所によっては観光客の

立ち入りを制限する対策も必要である。

７．謝辞

　この報告言には、高鷲村役場より依頼きれて

行った高鷲付の自然動禎物調査(未発表)の桔果の

一部を使わせていただきました｡鳥類については、

日本野鳥の会岐阜県支部の村井敏郎様にご助言い

ただきました。ギフチョウについては、榎信好様

にご助言をいただきました。その他、調査にあ

たっては多数の方にお手伝い頂きました。皆様に

厚く御枕申し上げます。

８．参考文献

伊藤孝司・橘ヒサ子・中山修一（1978）柏原東湿

　原の槌物生態学的研究（１）吉岡邦二博士追

　生の研究.1.仁川湿原，呻戸女学院大学論集，

　2.2,151-175

橘ヒサ子・樋□利夫・樫村利通・吉岡邦二(1974)

　湿原に及ぼす富養廃水の影響について.,福島の

　保護と復元V，1-II.福島県

富野美子・遠山三揖夫(1992)仙石原高原の柚生

　とその動態－ヨシ群落とススキ群落の刈り取り

　実験を中心としてー，平成２・３年度　仙石原

　湿原禎生復元事業実験調査報告(第３報)．，箱

　根町，1-66

西村由紀・菊地多賀夫(1998)ひるがの湿原保護

　のための基礎研究.，プロ・ナトゥーラ・ファン

　ド第７期助成成果報告書.(財)白然保護助成基

　金･(財)自然保護協会，31-37

福嶋司(1988)[]光国立公園，日光戦場ケ原の乾

　燥化に関する生態学的研究n.湿原亡いに派生

　した流路が堕生分布に及ぼす影響..植物地理・

　分類研究，36.2.101-112

福嶋司・高瀬香代・ハ住美紀子(1991)玉原湿原

　の槙生分右に及ぼす排水路の影ｗ.,森林文化研

　究.12,87-107

福嶋司・井上加欧子・鈴木伸一・常富豊・高瀬香

　代・ハ住美紀子・小賀坂純子(1991)玉原湿原

　の桔生に関する生態学的研究..森林文化研究，

　12,64-85

｢奥笑濃路の白然｣(1981)日本野鳥の会岐阜県支

　部奥美濃ブロック　奥美濃路の自然調査団扁，

　奥美濃飛越観光連盟・白山国立公園岐阜県協会

｢ギフチョウ｣(1996)渡辺康之桐著，北海道大学

　図沓刊行会

47



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　　The Hinlgano Wetlands at Tllkasu viUage in JaPan, whichisoneof the mosl southem

high moorjs estimated thal the wet landareasPread over lsq･km. with nlany north' and

south'wetland Plants before World War II･Λ1most all the naturj environments･ having no

hunlan inlPact･ have disaPPeared･ but diverse environnlents･ which illclude the vagetalions

hunlan(｢ealed in Hirugano, have increased｡

　　　　Many animals dePend on these environments. Some examPles indude bush lands･

meadows,miscanthus glasslands, and groves of Quercus serrata. Luedorfia jaPonica lhat

emerges lates目nJaPanlivesaroundthebogs.Gallinagohardwickiidon'tbreedinanyother

Placc than Hinlgano in (;ifu Pref. Many Emberiza fucata.whose breeding habital is limited，

had been observed until several years ago. Re(ently agricultural and w･lsted land changed

into residenlij land, and these animals are de(reasing raPi(Uy｡

　　　　KeePingthewetlandandthewetlandPlantsleftneartohunlanhabilMioninHinlgano

is veryiml)o山nt. EXPanding the Pn?servation area for including variable vegetations, (sPe(iany

border zones around the bogjs nlore inlPortant for conservation of the ecosystem in the

Hirupno Wetlands.
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第８期プロ・ナトゥーラ・ファンド助成成果報告書（1999）

東中国山地におけるツキノワグマの生態調査

兵庫のけもの研究会

片山敦司

Ecological survey of JaPanese black bears (Ursus thibet皿us)

　　　　　　　inEastem Chugoku Mountain Area

Hyogo WildlifeResearch GrouP

　　　Atsushi Katayama

　東中国山地に生息するツキノワグマの行勣様式と利用環境を把握するためにラジオテレ

メトリー調査による行動追跡調査を行った｡調査の開始は1994年で1997年秋季の段階での

調査個体はオス8頭、メス7頭であった。1998年度に実施した捕獲では、オス4頭、メス2頭

について電波標識の装着・交換を行った。1994年～1998年の間に1年以上の連続追跡調査

ができた個体はオス7頭、メス5頭で、最外郭法により求められた年間行動圏の平均値はオ

スで31､5km2、メスで6､9km2であった。オスの行動圈は年次的に大きく変動するものが

あり、餌資源量の年次的な変勣により行動圏の大きさが変化しだと考えられた。オスの行

動圈の拡大は秋季に認められ、行動圏の拡大とともに低標高地への移動と一時的な定着が

認められた。

はじめに

　束中国山地（図1）のツキノワグマ個体群は､生

息頭数が100～150頭程度と推定され、地域的に

孤立していることから「保護に留意すべき地域個

体群」に指定されている（環境庁、1991）。これ

を受けて同地域を所管する兵庫県・鳥取県・岡山

県では独白の調査を実施して生息実態の把握に努

めているところであるが、地域全体の生息状況を

継続的にモニタリングする体訓はできていない。

　そこで、本会では同地域個体群のツキノワグマ

の生息実態をより正確に把握することを目的とし

て、1994年よりラジオテレメトリー法を用いた行

動追跡調査を行ってきた。本事業はこの調査の継

続調査に位置づけられ、ツキノワグマの行勣様式

と利用環境の経年的変化を明らかにすることを目

的として既に電波標識を装着した標識個体の追跡

調査と新たな個体への標識の装着を目的とした学　　図1.調査地域位置図
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術捕獲調査を実施した｡これら追跡個体の行動を分

析するにあたっては過去数年間の情報が必要である

ことからこの報告書では本事業年度のみならず

1994年～1998年のデータを合わせて分析を行った。

謂査方法

　1994年～1997年に電波標識を装着して1997年秋

季に追跡可能な状態にある13頭（オス８頭・メス

7頭）を追跡対象とし、ラジオテレメトリー法によ

り週１回の活動点の測定を目的に調査を行った。

また、学術拙獲許可による捕獲檻の設置を行い、

捕獲個体への電波標識の装着（再捕獲個体につい

ては標識の交換）を行った。捕獲された個体につ

いては外部計測と生体検査材料の収集を行い、個

体情報の集積に努めた。

調査結果および考察

（1）捕獲および調査状況

　1994年６月から1998年９月までに捕獲された延

べ54頭のツキノワグマのうち合計24頭に電波標識

を装着した。このうち､本事業期問に捕獲された個

体はオス9頭、メス2頭であり、そのうちオス1頭、

メス１頭は再捕獲個体であった。また、昨年度の

捕獲個体のうちオス１頭と本年度の抽獲個体のオ

表1.テレメトリー調査の対象個体と調査期間

通称 性別　　1994年度 1995年炭

ス２頭は果樹園の食害の加害個体で被害防除のた

めの移動放獣を目的として捕獲され、捕獲地から

数キロメートル離れた地点で放獣された。

　電波標識を装着した個体の追跡期間を表１に示

した｡本事業期問中に電波標識の装着･交換を行っ

た個体はオス４頭･メス2頭であったが､追跡調査

期間中に電波標識の脱落・発信電波の停止などが

あり、事業期間中に通年の追跡調査が可能であっ

た個体はオス7頭・メス5頭であった。また、通年

の追跡が可能であった個体の中にも調査期間中に

個体の移動により追跡不能となる期間があった。

（2）行動圏の大きさと年次的変化

　1994年以来、通年の追跡調査が可能であった個

体について各年度の活動点の外縁を結び、殼外郭

法による行動圈の大きさを算出した。年間の行動

圈の大きさの平均値はオスで31､5km2（N＝18）、

メスで6.9km2（N＝15）であった。これらの値は

他の地域の訓査結果（自然環境研究センター、

1995）と比較して低い値であるが、その理山とし

て氷ノ山を中心とする山塊がクマの生息地として

適しており行動圏が比較的狭い面積で完結しうる

ことが考えられた。また、一部のオスでは行勣圈

の拡大に伴い址形的に追跡が困難となり、面積が

1996年度

---
1997年度 1998年度個体番号

-
兵庫SI

兵庫53

兵海57

兵庫58

兵庫63

兵庫6S

兵庫69

兵庫72

兵庫73

兵庫79

兵庫80

兵庫82

兵庫86

兵庫90

兵庫91

兵庫94

兵庫95

兵庫0008

兵庫88

兵庫0011

兵庫OO17

兵庫96

無番

兵庫0018

ネム

オタキ

マサ

カオリ

アイ

ギン

マツ

テン

ヤス

ササ

カスミ

ムク

ナオミ

オス1994.07.14

メス1994､07.26

オス1994.08jl
メス1994.08.11=199S.08.21

1996,07.ZI発信ll回収

1996.08.29

メス1994.08.20=1995.09.05ﾐ1996,08.05

オス1994,08.2G

オス

オス

オス

メス

メス

メス

メス
ナォキオス

キンサンメス

マルコメス

マサズミオス

ミホ　メス

シルバ　メス

カッシ　オス

キリ　メス

３タロウオス

ケンイチオス

マフク　オλ|

199S.05.26

1995､06.10

199S.06.23

199S.08.26

1995.08.26

199S.09.15

(移助放獣個体)

(移勤放・儡体)

(移勤放獣個休)

※日付は1●l（再捕ｌ）の日を示す

停波

7.0a

停波

1997.08.25

1996.{}7.21＝1996.0B.26・死亡

1996.08.23
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1998.08.27

停波

1998､06.09

停波

1997.06.20=停波

1997.07.23

1997.07.23=脱落

1997.08.02=脱落
1997.08.23

1998.0S.26

1998.07.24

1997.7.28=脱落

　　　　　　　　　1998.07.21

　　　　　　　　　1998.08.25

退跡中

追跡中

迫跡中

追跡中

迫跡中

迫跡中

追跡中

追跡中

追跡中

追跡中

遠跡中

追跡中

追跡中

停波



過小評価されていることも考慮する必要がある。

しかし、メスではほとんどの場合に追跡が可能で

あり、上記の数値は当地域での行動圈の大きさを

正しく反映していると考えられる。

　メスの行動圈の多くは捕獲地である氷ノ山東側

斜面で完結し、行動圏の多くはその一部分が隣接

する他個体の行動圈と重複していた。一方、オス

の行動圈にも他個体との重複が見られ、その大き

さには個体差や年次的な変動が顕著に見られた

(図2)。

　　　　　　　　ｵｽ成獣の行動圏面積
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図2,最外郭法による行動圏面積

　一部のオスの行動には秋季に行動圈の拡大と低

標高地への移動を伴うものがあり、同じような季

節的移動を数年続けて反復する個体も認められた。

　オスの行動圏の大きさは、1995年の平均値が

45.0km2（N＝3）、1996年で44.0km2（N＝6）、

1997年で13.5km2（N＝5）、1998年（11月まで）

が25.2km2（N＝4）であった。 1997年は東中国山

地ではミズナラなどの堅果類の結実状況が良好で、

追跡個体の行動圏は秋季に拡大することなく氷ノ

山の山麓部で完結した。一方、1998年は堅果類の
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結実状況が不良で里山へのクマの出没事例の報告

数が例年の数倍に達したが、追跡個体の行動圈の

面積には著しい拡大は認められなかった。行動圈

の面積は餌資源の量と密接な関係があることが予

想されるが、本事業では資源量の評価をするまで

には至らなかった。行動圈の年次変動の要因を明

らかにするためには食物資源量の数的評価基準が

必要であり、それは今後の課題である。

　（3）生息環境の利用形態

　　テレメトリー追跡調査個体の利用環境は以下の

　ように要約される。

　・ほとんどの個体は冬季に氷ノ山を中心とする高

標高地に移動し、標高1000m前後またはそれ以上

の積雪量の多い地域で越冬した。越冬環境は十分

に把握されていないが、ミズナラなど落葉広葉樹

の樹洞､根元にできた土穴などの利用が認められ、

越冬地周辺の環境は落葉広葉樹と針葉樹（植林）

の混在している傾斜地が多かった。これらの地域

の多くは多雪と険しい地形のため人問による侵人

（檀乱）がなく、比較的安定した撮境にあること

からツキノワグマに選択的に利用されていると考

えられる。

･4月初旬～5月初旬に冬眠が終丁すると推定され、

越冬終了後から夏期にかけては比軟的標高の高い

地域で行勣するものが多かった。この時期に利用

される環境も落葉広葉樹と針葉樹（横林）の混在

する地域である。繁殖期と考えられる７月前後に

はオスとメスの行動圈は明らかに重複し、不特定

ヽの個体で活動点が接近する例が他の時期と比較し

　て多く認められた。

　・秋季（8月下句～12月初旬）には雌雄ともに低

標高に移勣し、人家近くの果樹を利用する個体が

認められた。低標高辿への移動はオスに顕著に見

られ、氷ノ山山塊より数キロメートルから十数キ

ロメートルの移動と移動先での一時的な定住が複

数の個体で認められた。また、先に述べたように

行動圏の拡大には餌資源の量との関連が予想され、

低標高地への移動の距離と期間には年度によるば

らつきが認められた。これら秋季における低標高



地への移動は農業被害、人家近くへの出没などの

被害問題と関巡することから行動様式とその要因

をより具体的に把握する必要がある。

（4）移勣放獣および効果測定

　本事業の直接の調査目的にはないが、行政から

の要望と当地域におけるツキノワグマの披害対策

の必姿性から、本事業の期間中に３頭のツキノワ

グマの移動放獣を行った。ここで言う移動放獣と

は、養蜂・果樹などの農業披害の対策として披害

地においてツキノワグマを捕獲し、披害地から離

れたところで放獣することによって披害の発生を

防ぐ作業のことを言う。単なる移動故獣だけでは

再被害の発生の可能性があり、放獣時に負の条件

付けとして忌避スプレーの噴霧などツキノワグマ

に不快な体験をさせて人間への警成心を高め、農

作物に対する嗜好性を減退させることも試みてい

る。

・事例１：　養蜂披害地において若い成獣（推定4

歳）を捕獲し、直線距離にして約9kmを移動して

放獣したもの。放獣地より捕獲地点方向への移動

（回帰）が見られたが再披害は無かった。

・事例２：　果樹（ナシ）園の披害地において成

獣（推定10歳前後）を捕獲し、直線距離にして約

29kmを移動して放獣したもの｡披害地への回帰と

再披害が認められ、移動放獣としては失敗に終

わった。披害地に電気構を設置することで披害は

終息した。

・事例３：　果樹（リンゴ）園の披害地において

亜成獣（推定３歳）を捕獲し、直線距離にして約

9kmを移動して放獣｡披害地方向への回帰はなく、

再披害は認められなかった。

　以上の移動放獣事例からは、ツキノワグマの餌

への執着性が強い場合は、容易に餌をとりうる環

境がある限り再披害がおこる可能性が高いことが

示された。また、効果測定から若い個体ほど学習

効果が高いことが予想され、年齢に応じた対策方

法の検討が必姿であると考えられた。
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今後の課題

　本事業は東中国山地におけるツキノワグマの行

動様式・利用環境を把握することを目的として行

われた。その結果、行勣圏の大きさと年次的な変

動、各季節ごとに利用される代表的な環境を把握

することができた。しかし、これらの情報は調査

顧度の限界、ラジオテレメトリー法という調査技

術のもつ精度の限界から必ずしもツキノワグマの

生態を十分に明らかにしたものとは言えない。

　東中国山地など孤立したツキノワグマの地域個

体群の保全のためにはより具体的かつ効果的な保

全策が求められている。特に披害問題の行政的対

応として移動放獣が積極的に導人される傾向にあ

るが、この手法はあらゆるケースに効果的である

とは言えず、披害状況・生息地の現状・加害個体

の特性などを考慮した上で実施の可否が検討され

るべきである。

　その意昧で地域におけるツキノワグマの生息状

況と生息環境をある程度の水準で常に監視してい

くことが必要である。本事業は生息状況の基本的

な部分を概観したものであるが、このような基礎

調査がある程度の時間的間隔をもって体系的に反

復される必要がある。

おわりに

　東中国山地では市民による保護活動が数年前か

活発となりツキノワグマと人との共存に関する問

題意識が高まっている。しかし、生息環境の整

備・非致死的披害防除法の普及などの共存策の導

人は試行錯誤の段階にあり、これらの方策を有効

なものとして定着させるには責任ある実施母体の

存在が不可欠である。

　本事業はツキノワグマの生態を明らかにするこ

とで地域個体群の保全に貢献することを目的とし

ているが、調査結果が生かされるか否かは蛙域の

同意のもとに共存策が具体化されるかどうかにか

かっている。その意昧で活動の実施母体となるベ

き行政・研究機関・NGOの協力体制を強化する

必要性が強く感じられる。
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the reason is Presumed to be the change of thealnount of foods in habitat.Some male bears

move to the lower area in autumn and stay there untilsnowyseason，

53



ｊ杯

第8ljプｕ・ナトゥーラ・フフンド助成成果恒;‘li11【】999)

目本産ジュゴンの現状と保護

　　　　　　　ジュゴン研究会

l谷俊雄l)・白木原美紀・吉田英可・小河久朗・

　　　横辿洋之・内田詮三・白木原国雄

JaPanese dugongsjheir currentstatusandconservation measures required

　　　　　　　　　　　　Du8ollg study grouP

loshio Kasuya l言Miki shirakihara･Hideyoshi Yoshida･IlisaoOgawa/

　　　　　Hiroyuki Yokochi, Senzo uchida･ Kunio Shirakihara

　琉球諸島には古求ジュゴンが生息し現在は国の天然記念物に指定されているが､定置絹、

剌し網等による希な死亡例以外は個体群の状態は不明であった。本研究は肢ら個体群の現

状を把握し、保護のあり方を見出すことを目的とし、餌場の潜水調査と航空咳による分布

調査を行った。沖縄本島北郎の東海岸にはジュゴンの小個体群が周年生息し、サンゴ礁内

に生える７腫の海草を採食している。これらの餌料植物の分布は局地的である。彼らは日中

は餌場に隣接する礁外の深所に避難し、夜間に1-4mの浅所で摂餌すると推定される。その

保護には避難場と餌場の保全に加えて、両所を桔ぶ回廊の確保が肝要である。定置糾や刺

し網の操業は有害である。他の漁具の設置や上木工事等もこれらの観点から舒価すべきで

ある。今後の課ほには、保護に関する啓蒙、先島諸島・屋我蛙島周辺等での分布調査、個

体ほ別などによる行動圏の調査、偶発的死亡個体の研究への活川辱がある。

１．序論

　ジュゴンは体艮3min後の草食性海産哺乳類であ

る。その寿命は70年に近いが､成熟に10年を要し、

出産間隔も３－７年と艮いため､個休数の増加串は

年5Sを越えないとされている。その分布は東アフ

リカ沿岸から、インド・オーストラリア北部・メ

ラネシア･フィリッピンを経て琉球諸島にいたり、

日本はその北眼にあたる。ジュゴンは時には数百

klのIS動もするが、浅海性であるため、遠隔の個

体群間の交流は少ないものと考えられている

(Nishiwaki and Mafsh、 1985)。

　沖縄では石器時代からジュゴンが漁獲され、旧

藩時代には貢納品となっていた。大戦後の混乱期

{代釦三重大学生物資源学郎

－ - - -

にダイナマイトで相当数が捕獲されたあと、1972

年から国の大然記念物として意図的な捕護は禁11こ

されている（内田、1994）。我が国では、1960年

の奄美大島での記録を除くと、本睡の記録は沖縄

本島を北限としている。台湾での記録は1930年を

最後として途絶えている。

　内田（1994）は琉球諸島における過去のジュゴ

ンの記録を収集し、琉球諸島のジュゴンの現状を

桔論するには更なる調査が必姿と認めつつも、人

問活動の活発な同海域に少数のジュゴンが生息し

ていることは奇跡に近いとし、フィリッビン方面

からの来遊があると考えた。沖縄県においては、

ジュゴンのl=□見、漂着、漁具による混獲などが、
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ときおり記録されているが、それらが沖縄近海に

常住する個休群に由来するのか、それとも遠方海

域からの迷人個体が到着間もなく混獲されてしま

うのかは未解明であった。

　この疑間を解決することは、我が国のジュゴン

保護吋策の緊急性を評価する上で重姿である。そ

こで、本研究は沖縄近海に常住するジュゴン個体

群の有無と、個休数･生息環境等を明らかにし､保

護のための対策を検討することを目的とした。聞

き取りと航空機による分布調査と、藻場調査によ

る生息環境調売の桔果を恒;1?する。

N
　
N

方法

１．調査海域の選定

　単年度で琉球列島仝域の航空賎調査を行うこと

は、人的にも予t):的にも不可能である。そこで､過

去にジュゴンの出現記録が多く、人間活動も活発

で緊急性が高い沖裸本島周辺を本年度の調査対象

とした。本島沿岸の重点海域設定のためには、沖

縄在住の会Ｈの協力で収集された1985年－1998

年３月の漂丿呑・混獲例と、1996年－1998年3月の

生体目脱例の多い海絨を調査海域とした。

２－２．航空機調査

　生息密度調売のための飛行レグは地形を勘案し

て東西ないしは南北方向に設置した。その間隔は

0.5海里（約976m）とし、半ピッチずっずらして２

セットを川意し、飛行前にランダムに１セットを

選択した。これは反復調査の際にデータに不測の

バイアスが生ずるのを避けるためである。

　観察にはセスナ型高翼隨を使用し、左右の後部

座席に観察係ざｌお（白木原美杞、吉田）、前方左

側に楳縦士（荒川）、同右側に記録係（拍谷）が座

り、対空速度90kt､高度500ftで飛行した｡飛行コー

スのノ1ﾐｲi･150m以内を観察したが､直下が観察不能

のため、観察は左右50－450mの範囲となる。

　拍谷は観察同始・終了、ジュゴン発見の時刻を

記録した。IQ察係はジュゴン位置までの笛角を窓

に固定したプラスチックシートに記録した、双行

咳の位置はGPSにより自勣的にコンビューターに
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記録した。海面の状況を観察席の後方の左右舷に

設置したビデオカメラで記録し、のちに定置網の

位置とリーフの外縁の確認に使川した。凪力階級

３以上では調査を中lhした。

２－３．藻場調査

　航空咳調査で現認されたジュゴンは、恐らくそ

の付近の藻場で夜間に採食するものと推定し、付

近の藻場を重点的に調査した。その選定は現地研

究協力者からの情Ⅲと吸境庁（1996）の海草群落

分布図を参考にし、おおよそ16群落を選定して、

1998年７－９月に調沓した。

　海草の群落における食み時の探索は次の二つの

方法を適宜使川した。第１の方法は、船外隨付き

ゴムボートのノlﾐ右舷にシュノーケルをつけた観察

係（横地､絹川）をlylづつ配置し､速力1.5－2kt、

10 － 20m 間隔で海底を走ｻたする。測扨の始点と終

点のGPS位置、藻場の開始と柊了の時刻、食み跡

発見の時刻を記録する。l t､の観察者の脱界は水

深、透明度、速度等に左右されるが、おおむね幅

2m程度の狭い範囲である。第２の方法は随時定点

を定め、２－４ﾔ､（横地、細川、森、明田）の観察

係を降ろし、周囲50－100mの範囲の食み防を探

索するものである。第１の方法はやや定;l;J的では

あるが、本調査においては食み跡の定量化を目的

とせず、その有無のみを解析することとした。

　各定点においては、水深、海草の種煩組成、優

先腫、械度、底貿を記録した。ジュゴンの政み跡

と思われるものを発見した場合には、地下茎の採

食を確認してジュゴンの食み跡とtl」定した。食み

跡の撮影に続いて、ジュゴンの嗜好性判定と海草

の現存量推定のために食み跡周辺での坪刈りと底

貿採取、栄養価測定のための海草採取などをおこ

なった｡小河は調査企圃、拍谷は記録を担当した。

(
￥
M
y
)

結

１

果

　過去の出現記録と調査海域選定

　対象期間内におけるジュゴンの捕獲等は９例の

記録があった。内訳は定置網混獲5例､利網混獲１

例、死体漂着2例、詳細不明l例（古宇利）である。



このうち３例は金武町の定置絹に羅網しており、

ジュゴンの混獲と定置絹の特徴を理解する上で興

昧を持たれる。

　生きているジュゴンが、海上において目現され

た例は、1996年から1998年３月までに1･1例あっ

た。それらは2頭連れらしい1例を除けば､蝕は単

独個体であった。安田灯台近くで３日間連続して

観察された例は１例として数えた。その他の例は

すべて１回だけの観察であるが、同一個体を反復

観察した可能性はが定できない。生体観察例は

1996年７月以来増加した。その背景には第１に近

年の海洋スポーツの隆盛があり、第２に米ボヘリ

ポート建設計圃に伴い、1997年以陣ジュゴンヘの

地元の関心が高まったことがある。発見時の観察

者は漁業の操業中、ヘリごJプターで探索中、カ

ヤック航行中、サーソィン中などであった。

　これらのジュゴン記録23例の坦理的分布は、沖

縄本島束岸の勝連半島北岸から天仁屋岬までの問

に15例、バン岬から安旧岬の間に４例、古宇利島

の往復時に観察することとした。後者は古い記録

であり調査を断念した。

３・２．航空機調査の結果

３－２－１．ジュゴンの出現位置

　海域Ａとllてsは２回ずつ調査し、Ｃ海域でほ１回

の調査に終わった。調査レグ飛行時に観察員に

よりてなされた発見を１次発見とし、それ以外の

発見を２次発見とすると、１次発見･HO]、2次発見

6【i】の記μが得られた(表2)。ジュゴンの発見は

Ａ海域で９回(図1、2)、B海域でＨ4】(図3)、C

海域では･lりJであった。しかし､Ｃ海域の調査ほ降

雨の翌々田こ行われ、赤土の流出により透明度が

低かったので再調査が望まれる。

　これらの発見はいずれも沖縄申・北部束岸にあ

り、安田、嘉陽一辺野古岬、金武湾の３海域にか

ぎられていた。発見されたジュゴンはすべて単独

個休であヽた。

と与那に各１例である。この他に名護市の喜痴中　　３・２・２．ジュゴン出現とサンゴ礁

で1998年１月に生休目視が1例、南郎束岸の佐敷

町に1987年□jに死体漂着１例があった。

　以上の情報をもとに、航空機調査の対象を次の

３海域とした（･表1）。

（Λ）天仁屋より金武湾に至る海域（束岸）

（B）安波より伊部に至る安田海域（屯岸）

（C）辺野喜より吊我地に至る海域（西岸）

存瀬の生体記録と佐敷の死体記録の２例に代表さ

れる海域は調査海域外にあるが、前者はＣ海域ヘ

―友

－ － － －

海域

Ａ

八

ll

11

　ビデオレコードからサンゴ礁の外縁を飛行磯が

通過した時刻を読み取り、その位置をGPS記録か

ら求めてプロットした（図1－3）。金武湾以外で

は､航空隨調査で5例5頭のジュゴンが観察されて

おり、それらは全てサンゴ礁の外縁の外側にあっ

た（発見番号2、5、7、8、9）。金武湾の内部で

も5例5頭の発見があったが､ここではサンゴ礁の

位置が不明瞭なため、ジュ:rンと升ンゴ礁の位置

閔係は明らかでない（発見香号1、3、4、6、10）。

航空賎によるジュゴン調査海域と努ノバt(1998年４削

一 － 一 一 － 一 一 － － 一 一 一 － － 一 一 － － － 一 一 一 － － － 一 一 一 一 一 － 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 － － －

Ｍ査日
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表2.航空機調査によるジュゴン発見の記録(1998年4月)

発見

番り

１

日　海域レグ　航空隨の位置

１１　Ａ-２１

２　１１　Ａ-６１

３　１１　Ａ

４

５

１１　Ａ

１５　Ｂ-８

　６　１６　Ａ-１５

　７　１７　Ａ-３３／３５

　８　１７　Ａ-４９／５１

　９　１７　Ａ

１０　１７　Ａ

　２６°２２．５７″Ｎ

１２７°５３．９８″Ｅ

　２６°３２．４７″Ｎ

１２８°０１．２１″Ｅ

２６°２２．６７″Ｎ

１２７°５４．３０″Ｅ

２６°２０．ａ３″Ｎ

１２７°･５４．３４″Ｅ

高度

(ft)

500

700

500

500

　２６°４３．７８゛Ｎ　５００

１２８°１９．５１″Ｅ

　２６°２１．００″Ｎ

１２７°５５．１７″Ｅ

　２６°２５．４２″Ｎ

１２７°５９．４１″Ｅ

　２６°３０．０９’Ｎ

１２９°Ｃｊ５．１８゛Ｅ

２６°２９．９１″ＩＪ

１２８°ＣＩ５．８０″Ｅ

500

500

500

500

２６°２５．１５ｊＮ　　５００

１２７°５６．０白″Ｅ

－ －

１２８゛

発見窓　横距離　水深

Ｌ
　
Ｌ

Ｌ

Ｐ

Ｌ

Ｒ

Ｌ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

(ｍ)

173

174

－

131

176

一

－

(ｎ)

１５

４

備 考

１次

１次

15　2次

５

１０

６

２次

１次

１次

62　2次

85　2次

85　2次

15　2次

一 一 － －－ 一 －

１ ２８゛ １ ５ 'Ｅ

図Ｌ飛行コースとジュゴン発見位置：天仁屋一金武海域。

　　　束西方向の線は調査殷行コース、海岸に沿った点線はサンゴ礁の外縁。

　　　黒丸は１次発見、三角は２次発見。それぞれ１回の出現を示す。
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図２．飛行コースとジュゴン発見位置：天仁屋一金武海域。記号は図１に回じ。

Ada Area

〔firstsurvey:

　15 Apr.1998〕

●Primary sightin9

　　1 28' 1 5'　　　　　　　　　1 28 2゙4 'E

図３．飛行コースとジュゴン発見位置：安田海域

　　南北方向の線は調査飛行コース｡その他記号は

　　図１に同じ。

３－２－３．ジュゴン出現と水深

　ジュゴン出現位置の水深は表2に示した。7例が

水深4-15mで発見され（内5例が金武湾内側）、残

る3例は金武湾外側で水深62-85mにあった。海図

から読み取った金武湾内部におけるジュゴン発見

位置の水深は5 － 15m の範囲にあった。金武湾内

には深い所が少ないことを考えれば、金武湾に出

現するジュゴンは他の個体に比べて、特に浅所を

好むと判断することはできない。

　本調査では、当初汀線より水深40mまでを観察

範囲として、調査レグを設定した。しかし、４月

17日のＡ海域調査の末期に、水深60m以深の位置

でのジュゴンの発見が３例出現した。いずれも調

査レグから次のレグに移る間の旋回中の発見であっ

た。このため、その後に行われたＢ海域の第２回

調査では、測線を水深90mまで廷長したが、ジュ
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ゴンの発見はなかった.Marsh and Shealfeld

(1989)ではジュゴンは37m以浅に出現したので、

我々ほ調査範1川を水深40m以浅としたが、沖縄近

海の個体は日中にはサンゴ礁外の深所にいると思

われる｡将来の訓査計画において飴骸べきである。

lホ1.海な群落、食み跡、ジュゴンのＨ中分布の閔係

　　　点椋はサンゴ眺外縁のおおよその位置、不規則な黒点は海草群落(環境庁、1996:サンゴ礁分布図に

　　　よる)。､'､1､1三1･jはジュゴンの食み跡が認められた群落、白Eμjは食み跡のなかった群落、Ξμj形のマー

　　　クのない群落1よ未調査｡黒丸ほ当調査団によるジュゴン観り位置(表２)。白丸はラソ･ジュゴンネッ

　　　トリークにより収集されたジュゴン出現位置(1998年□j－7 Jj、ネットリークの好愈により転截)。
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藻場調査

１．食み跡の地理的分布

　調査桔果の概要を図４に示す。調査海域は、北

は伊部からi打は勝連半島の海中道路の東釦にｊる

沿岸部で、その範囲内にある海草の藻場はほとん

ど仝て調査した（図４の3μj形で示した藻場）。

　本調査によってジュゴンの食み跡が認められた

藻場の所在は、北から順に金武湾南部の海中道路

西劉（与那城の東方）、桧田咀岸、久志、辺野古漁

港一辺野古岬、嘉陽海岸の南半分、伊郎のお･地で

ある（図４の黒三角）。

　また、調査したが食み跡が発見されなかった藻

場は、北から順に勝連半島先の海中道路束釦、薮

地島一浜比応島同、平安座島束、金武湾南郎の照

間西方、金武漁港・漢影・高松・辺野古漁港・安

部の各豹浜、嘉陽の前浜の北半分である（図４の

白Ξμj）。これらの藻場でも。更に桔査すれば食

み跡発見の可能性は否定できない。

３ ３ ２．藻場と食み跡の水深

　観察された海草場の水深は0.･1-6.4mの範囲にあ

り、最頬依ほ1.5-1.9mにあった（n=36:潮汐を無

視）。これほ随時測定によるもので、系統的な資料

ではない。沖縄近海では海草の分布は水深30mに

およぷとされるが、大部分ほ上の観察範囲に生育

するものと考えられる。ジュゴンの食み跡が認め

られた藻場の水深6例lj l.5-3.･hにあり、海草の

生育水深範囲と有愈に異なるという損拠は得られ

なかった。

３、３－３．海草の種組成と被食種

　調査域の海草群落は何れりM数の種で隋戌され、

合計７種の海草が確認された。阿れの種もジュゴ

ンによって採食されている脱様である。どの海草

が好まれるかは明らかでない。事故死個体のいj内

容物の解折が待たれる。

　海草の20×20cm当たりの平均現存殼は、リュウ

キュウスガモが最大で75g､ボウバアマモ50g前後、

リュウキュウアマモとウミジグサが10g前後、マ

ツバウミジグサとベニアマモが数g以下まであり、
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種煩による変異が大きかった。

　食み跡一個所あたりの推定摂餌量は、地上部と

地下部の合計で2COg前後にモードがあった。平均

潜水間隔を73秒(Nishiwaki ajldMafsh､ 1985)、摂餌

談を鳥羽水族館の例から30kμ日とすると、１日に

３時間程度で必要な栄養を摂取できることになる

が、摂餌中の食べこぼしがあるので、実際にはこ

れよりも艮くなる筈である。

３・３・４．海草の分布と底質との関係

　海草は、砂あるいは砂と哺の混合する底貿地に

生えていた。金武湾内の海草場では、COD、硫叱

物が多く底貿の悪化が認められた。この海域は隠

やかな内湾であり、かつては良好なジュゴンの生

息蛙であったと思われるが、近年は隣接市街地や

農地からの有賎物の流人の増加と海中道路建設に

よって海水交換が滅少したために底貿が悪化した

ものと思われる。今後、さらに底貿の悪化が続け

ば海弧の群落が消滅し、ジュゴンのこの良好な棲

息場が壊滅する恐れがある。

４
　
４

論議

１．沖縄産ジュゴンの生態

　Marsh and Sin山i「（1994）はジュゴンの生息頭数

推定においては調査ｎの見活しと、海底に沈下し

て見えない個体を仙ilﾐする必要があるとし、実験

により前者を1.01-l.20、後肴を1.06-3.08と推定し

た。後抒は水深や濁りに左右される慎である。沖

縄近海は透明度が低く、生息水深は故倍の深さが

あるので、その抽正係故はより大きくなろう。当

研究斑は航空隨調売により、金武湾以北の沖縄本

島束岸で廷べ10頭のジュゴンを記録した（図4）。

発見日時と距離を勘案すれば当該海域に賤数の個

体が生息すると推定できるが、ﾃ’－タが少ないた

め見落し率の推定も不可能であり、潜水個体の抽

fE串にも問題があるため、生息頭数の推定はでき

なかった。

　当研究斑とは別に、沖縄のラブ・ジュゴンネッ

トリークは独白の観察記録と報道関係の観察記録

を集めている（図4）。その努力量は過去に発見



があった海域に偏る傾向があるので、分布に関す

る独立の情報とは見なしがたいが、出現の季節に

関しては興味ある知見を与える。それによれば、

沖縄北部の東海岸には1998年1月以来11月まで毎

月ジュゴンが出現している。最近の例では、本年

10月23日に嘉陽の沖で琉球新報杜は３頭連れの

ジュゴンを撮影している。何れも沖縄近海には

ジュゴンの小個体群が周年生息することを示すも

のである。

　オーストラリアでは、大部分の個体は水深Ｏ-

１６ｍで観察され、殼大でも３７ｍとされている

(Marsh and Sealfeld、1989)。ところが、沖縄近海

では本種の日中生息水深は5-90m(平均30m)に

あり、報道関係の観察例もこれを裏付けている

(図4)。恐らく彼らは日中は人間活動を避けて深

所に潜み、夜間に浅い所の餌場にきて索餌するも

のであろう。坤縄産ジュゴンのこのような行動パ

ターンは、人間活動の多い海域で危険を避けて生

活するための学習によると思われる。

　本研究はフィリッピン等からジュゴンが希に来

遊する可能性を否定するものではない。もしも、

そのような事例があるならば、それは沖縄のジュ

ゴン個体群の絶滅の危険性を低減する効果がある

ものと考える。

４－２．沖繩産ジュゴンの保護のために

　涛縄本島周辺の海草の分布は極めて貧弱である。

海草群落を有する海岸は仝海岸線の10X程度にす

ぎない（環境庁、1996）。主要群落は金武湾南部、

金武漁港から辺野古岬、安部一嘉陽、伊部、屋我

地島周辺の５個所である。沖縄のジュゴンは、こ

の乏しい海草群落と沖合いの避難場所との間を日

周移勤して生活している。

　このような状況にあるジュゴンを保護するには、

浅所にある海草場と深所の日中避甦場を保存し、

そこでのジュゴンの安全を保障するだけでなく、

両者を桔ぶ回廊部の保全と通過時の安全の確保が

重要である。今回の航空賤調査中に金武湾では定

置網が4個所確認された。既に沖縄では定置網や

刺し網による混獲の事例も発生しているし（前
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述)、漂着死体は漁業による混獲に起因している

可能性がある。沖繩のジュゴンのような小個体群

の場合には、これまで記録された2年に1頭程度の

事故死でも重大な影響を及ぽす可能性がある。

ジュゴンの生活圏においては剌し網や定置網の設

置を避けることが望まれる。

　モズク養殖のネソトによるジュゴンの混獲は記

録がないが、４月時点では沿岸のいたるところで

養殖が行われ、８月の藻場の調査時には既にネッ

トは撤去されていたが、海草群落の中にもその痕

跡が認められた。ジュゴンの羅網の可能性と海草

群落自体への悪影響が懸念される。

　海草群落の保存上の脅威には、水産養蛸施設そ

の他の水中構築物による直接の破壊のほかに、富

栄養化による底質の劣化や赤土の流出による藻場

の消滅が考えられる。その防止が望まれる。

４、３、残された研究

　（1）西表島、石垣島、宮古島には比較的大きな

海草群落が残されている。その周辺におけるジュ

ゴンの確認が望まれる。我地島周辺の再調査も必

要である。

　（2）ジュゴンの行勤圏の確認、隣接生息海域間

の移動の有無等の調査が望まれる。個体誠別によ

る研究に可能性がある。研究のための捕獲は、死

亡の危険が伴うので慎重を期すべきである。

　（3）フィリッピン等の遠隔海域の個体との交流

の有無を遺伝的に解明し、また実際に摂餌してい

る海草種を確認するため、漁業による混獲死亡個

体を研究に活川すること。
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　本研究においては、研究協力者細川太郎氏のは

か、海想の森洋治氏、沖縄水族館の小野氏、三重

大学の明田氏の協力を頂いた。また、エアー・ド

ルフインの荒川善也氏には航空機の運行で無理な

お願いをした。これら諸氏に感謝する。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　　Dugongs have been hunted in the Ryukyus･ southwestem JaPanjronl Prehisloric

Period and are(urrently Prolcdcd as a natural monunlenいvhich Prohibils hunting but does

not include any other Positive Protection measures. Their status is unknown excePt for

strandings and morta削y in fishing gears that are rePorted once every Ho 3 years｡

　　　　Λiming at understanding of(urrent status and ne(essary conservation measures, we

made acrial sighling surveys of the sPe(ies and llnderwaterobservations of sea grass beds

andfeedingtrenchesonthecoastoftheOkinawalslandinAPril'SePtember1998｡

　　　　A small dugong lx)Pulation of unkJlolvnsizeinhabits year mund the(oa5t of northeastem

Okinawa･TheystayduringdaytimeindeePwateroutsidethecoralreef,butseemtofeedin

night on seven sPe(ies of sea grasses at dePth of l゛4m inside the recr where fecding trcnches

are observed｡

　　　　For thc survival of this dugong POPulation itis urgent to inlPlenlent every nlcasures

of Potentij usefulness･ which includes elinlination of hamlful fishing gears such as gilhlets

and traP nets in the habitat･ and conservation of already fragmented sea grass beds, daytime

rcsting area of dugongs, and route conneding the two. Possible effccls of sea algae (ulture

should be invcstigatcd.
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第８朗プロ・ナ1りーラ・フフンド肋成成果報告裔（1999）

森林保全への市民参加と合意形成マニュアルの作成

　　　　　　環境保全への市民参加パートナーシップ

　　　　　　　木平勇吉１）・柿沢宏昭２ｈ土屋俊幸3）

A handbook of Pubk involvement and consensus bdding lor forestcanservaUon

PartnershiP of Publicinvolvement for environnlent conservation

Yukichi Konohira ロ，Kakizawa Hiroaki 2≒Toshiyuki Tuchiya 3）

目的

　森林管理の計画を立てるときに、地域社会の

人々が合意を形成していくために必要な手続きに

ついてのマニュアルを作似提案することが、こ

の活動の目的である。国有林などの公共の森林の

計圓立案の場合を想定しているので、森林行政官

および地域振興や環境保全に関心のある住民、ボ

ランティア、森林問題を学ぶ学生を読者対象とし

ている。

方法

　マニュアルを作成するために次の活動を行った。

（１）関達する出版物や研究報告書の収集と分析、

（２）市民参加と合意形成をテーマにしたシンポ

ジウムを開催、（３）現在の森林計画の立案方法に

関する現地調査の実施バ４）意見と資料の整理と

討論によるマニュアル文案の作成

　その結果、報告書「森林管理についての地域住

民との合意形成　一森林行政官と林業技術者への

提言－」を作成した。

成果

　マニュアルの構成は次のとおりである。

Ｉ　森林計圃への住民参加の必要性　一合意形成

ｏ東京農工大学農学部
2リと海道大学農学部
3’岩手大学農学部

とは何かー

住民参加はなぜ必要か／行政官と林業技術者の意

識改革／住民参加の歴史的背景／情報公開の必要

性／住民参加の形態／住民参加の現状

Ｕ　計面段階での合意形成の進め方　一住民合意

を目指す森林計面の立案手続きー

合意形成の段階／合意形成マニュアルの作成／基

本的な手続き／計圓立案以前の準備／計圓制度と

合意形成手続きの広報／森林の現状と課題の説明

／意見の収集と討論の実施／アセスメントと代替

案の作成／最終案の決定と理由の説明と記録

Ⅲ　日常での合意形成の進め方　一森林教育と

パートナーシップの実践－

森林の体験と理解のための解説活動／案内施設や

標識の整備／森林教育と地域協力／地域とのコ

ミュニケーション／教材と人材／パートナーシッ

プの形成

今後の期待：１９９８年１０月に森林法が改正さ

れた。主な改正点は計圓立案段階に「住民参加と

合意形成」の手続きを導入したことである。この

マニュアルには新しい法律の施行に役立つ方法、

情報、理念が多く含まれている。森林保全への市

民参加が促進させることが期待される。
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第８期プロ・ナトゥーラ・プ７ンド肋成成果報告書（1999）

四国山地ツキノワグマ保全プログラム

　　　　　　　徳島クマ研究会

　　谷口右也・米田一彦・西岡英樹・森一生

Bear Conservation Program for Shikoku Mountains

　　　　　　　　BearResearch GrouP in lokushima

Sukeya Taniguchi,Kazuhiko Maita, Hideki Nishioka, Kazuo Mori

　四国山地のツキノワグマは、現在、10数頭から

数10頭生息すると推定されるまで個体数が減少･し、

四国という地域個体群として、その絶滅が危惧さ

れている。これまでに、徳島県では行政が、また

高知県ではNGOが主として生息調査を実施して

きたが、まだまだ科学的な知見に基づくツキノワ

グマの保護には、踏み出せないでいるのが現状で

ある。今回、研究者のボランティアにより、NGO

と行政のパートナーシップを基調とした「保全プ

ログラム」を策定し、その過程で、既存資料の収

集とそれを今後の保護や研究活動に広く活用して

もらうため、データペース化を図った。

　まず、既存誉料の収集では、四国のツキノワグ

マに開するデータを、「行政や民間活勁団体

（人）」、「捕獲や標本」、「文献」、「その他」に分

類して、徳島、高知両県を中心（一部愛媛県を含

む）に資料を収集し、データベース化を図るとと

もに､インターネットでの情報発信を計画してい

る。また、資料収集の過程で、３県の民問レベル

のネットワークも構築でき、今後、行政との往逓

体制づくりを進める基礎ができた。次に、保全プ

ログラムに関しては、（財）自然環境研究セン

ターの米田氏を座長に、本県のツキノワグマに開

心の深い方6名にメンバーになっていただき、７月

と９月に２回開催レその成果を基に、研究会の方

で保全プログラムとして取りまとめた。保全プロ
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グラムでは、現在の危機に至った歴史から、「四

国における大型哺乳動物の専門家やオピニオン

リーダーの不在という事実」と「野生鳥獣の保護

を生息地ではなく、槌獲圧のコントロールで図ろ

うとしたことの失敗」に学び、「なぜ保護が必要

か」ということや「何がわかり、何がわかってい

ないか」ということを整理し、今後の保全の目標

を「ツキノワグマの生息可能な、ツキノワグマを

含む生態系の復元」においた。

　そして、その具体的な事業内容を、短期（概ね

２ケ年程度）、中期（概ね５ケ年程度）、長期（概

ね10ヶ年程度）とレ体制作りや生息鋼査、普及

啓発活動の実施、各種の政策提案等を行った。

　今後、この保全プログラムを、環焼庁及び関係

する県へ提起し、具体的な事業に着手していきた

い、と考えている。



第１回検肘会風景

高知県生態系保護協会での３県NGOの打合わせ風景
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「わんぱ一くこうち」での簡易調査法の試行風景

クマハギ現場での調査の風景



第Ｓ削プｕ・ナトゥー-ラ・ファンド動戌1友!鴉瞳 ;’昌゛｝（1999）

Bird Migration Links Between Kamchatka and JaPan

－EssentiaI Data for Conservation

Yuri Gcrasimov

Summary

　　　T11e investiがlionofbirdsofCentrjKamchatkaindude(h｀'intering birds coulお,brecding biology

studies and b･lnding work. The density of wintering birds wcrc 6timatcd in 8 tyPe of forcsls of Ccntrj

Kamchatka. lt was ↓1･3°280･8 individuals Per s(luare km｡

　　　【】uring breeding biology sludicsg'erl?(onduded in Cenlr･11 K･lmchalka and near l)etroPぷ'lovsk.lnk)t･11

134)nests of 22 small P･lsserine sPc(ies werefoundduringJune-July 1998.Λ|lnests were describcd, stand3rd

mcasunごmcnts and Photos of thcm wen? made when iい,･a5 Possible. lnv6tigation about brtxヽding ecolol;y (sings

songs adivity, making nest， laying e郎s，incubating Perio(|，hatching time and so on)and bchavior wcre

colltitlcted. /X1)t111(1･111(e()f1'irtls(ltlri'lgllehttp://www.ere.illx'eslig.ltccl.ill.tlletlifferellt.t〉'Pcs()fft)1でs6 ill Ccnlr,11

Kam(hatka｡

　　　Durinμ)andingwork(May-S叩tembcr)intotal2,083bir(ls welt ringed,indud賜□β69birdsd面ng

Russian －JaPanesc cxPedition in SePtelnber. During 1998 in toい1 15 rc(ovcrics of 7 Passcrine ？ccics wcle

re(eivedjnchlding H domcsticrccoveries,2recoveriesofbjrdswhichwerd)anded abrい･ld(DPan),･nd2

b･lnded on Kamchatka birds wcre nj(overed fronl JaPan.

Destination of the projects

　　　　Deslination of lhe l'rojeds is gelling essenlial biological illformalion including b.lnd

conser｀･･11ionelfoltslor llirds of K･lmcllatka whi(hmigr･11eloorlhrough J･IPan.

ゆ
Ｉ

ng d･lta for

Siteof the project

　　CentraI Kamch,ltkUrom middle Part of円otnikova River to Sheveluch Vulc,ln（150-600 km

PctroPavlovsk’Kamch･ltsky K･lmchatka･Russia）wasm,linsildor thePrejed.

lntroduction

　　　Avilaun･lof K･lmch･池a h･ls2MsF(ies of birdsinduding 82 sPe(ies of P･lsse面e.M油リwtofbir函

･wmiμ･ltin1; slx｀cicswhich twice Pcrye･1rn嘱rjtc to or thro叩hJ,やｍＪｕ日he esscntijil面rm,uion油out

richjvifauna of K･lmchalkd (esPeci･111yabout Passerine birds)hJs e,･erbeen Poorly oblained.

　　　D･自ゐolltdistrib"lion･md e(ologyofbirdscanbcveryimPortant forcolsel‾valioncffoltsand though

thc山t･lfmm biRnMndinlい｢dxヽlieved tothe most effedivejnd v油Mbleinfom咄ion fortheimPlement,ltionof

bird Prote(tion･sPcciallyforlniμatory sPecies.

Kamch31ka lnslituleo日なol叩y ljf･hsl BMnch Russi3 Academy of Scicnccs.
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JaPan.

T11eProPosed Proje(twasfo(uscdonmainlyPasserinebirds･whichPossiblymigratctoorthrough

Materials and methods

　　　　Themjn area of studies was Central KamchMka vallcy from Plotnikova Rivcr(150 km from

PclroPavlovsk)toShevclu(hvulcan(abou1 650 km from Petr叩jvlovsk).ln tota110 fieldtriPswere (ondu(ted

to Central Kamchalka during October1997 °SePtember 1998 (hblel).

Table.1.Time， ａｒｅａＳ and main purposes of fieldtripsto Central Kamchatka.

Date

1. 8-15 0ctobef 1997

2. 4-25Novembcr l997

3. 7-9 June 1998

4. H-13 June 1998

5. 24-26June 1998

6. 3o June ・7 July 1998

7. 17 July
’
28 July 1998

8. 　14,16 August l998

￥ﾐ゜｀ミ　　＝－｀゜ゝ....
2-3 SePtembcr9.

10. 5,16September

一 － -

㎜ ■ ㎜ j . ' .

Nialn polnts

----　　　　--－----‥PavayaK息mchitka Rivef，

B《)15hayaKimitina Rjvef，

Tayozhniy Reserve, Kamchalka

Rivcf

　　　　■　　　　　　　　㎜㎜=bJ---=－Aiia south fiom Sheveluch vlllcan

Plotnikova River

Plotnikova Rivel
- - -

Plotnikova River
－ -

ａ ． ． ・ Ｓ ＝ ＝ Ｉ

- 一 一

Plavaya Klmchatka Rivef，

Tayozhniy Reserve，Kalnchatka

River

Pravaya Kamchatka Rjver，Esso
V111， e ale. Anava River

B5traya Rivel

B15trayaRiver

－ －

Bktrlya Rivef

Ｐｕｒｌ}ｏｓｅ

Late migration obseivatjons，

wlnteiing bifds counts and seaxx:h

ofplaces fblsummel･autumn

bandingwo!匯籾d otllerstudies

Winteri bilds coullts

Bree&gbl坐gy咆嘸t_
j胞嶮腿包鮑!ystudjes
Brl biol， studies

Breedin8 biology stu･dies

一 －- －

－ － － －

－ － － － －

一 －

　　　Ouromilhological works h･ld lhree main diredions:

1. Wintering birds sludies (o(tober －November1997).

2. studies of breeding biology of P･lsserine birds(June －july 1998).

3.Birds migralion shldies.

－ - -

Breeding biol･gystudjes

- － - - －

Obselvationof面8ration咄d

恚翌哨ほ5)!!S

ObsefvatiOn ofmiglatjon an，

re tion ofbandin8 ej

　　　　－--

Obs4rvationof爾卯tion
aban， wolk

ｄ

- |

tlon

　　　The main melh(ヽd of wintering birds studies wa5 line traIMヽ(t(ounts.lntolaHenがh of count was 153.5

km.Transcds 50、1()Oand 2oOnl xvere゛lsed for differcnt sPecies. The main nlethods of 1)reeding biology

investigatiolls were:

a)studies of breeding abundance of breeding Passerine birds in the different tyPes of forests in Cenlral

　Kam(hatka;　　　・

♭)sealxこhingof n(ヽstsof Passぞrinebirds;an nests､､･er､!d(s:ibed､sunゐ�measun7ments and PI¥)t(sof them wen2

　made when it was Possible;

c)studies of timing of breeding of Passerinebirds(sings songs activity making nestjaying eggsjncubating

　Period、 hatching time and so on);
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d)studies of behaviorofbirds durin1; breeding Period.

　　　The main mclhod for birds migration studies was:

a)Passerine ban(lin1いlse mislnels;

b)searching suitable bandillg Poilus in Central and Eastem Kamchatka

c)colledil､g information about recovcries of ring from birds hnded abroad (mjnly gathcring informalion

　frol゛ h"luers ゛d huIUing officers 油oul rings from ducks kヽnded in jaP･ln).

　　　P‘lsserine banding work wcrc c･1rriedollt mainly in two Points of Kdlnchatka mainly:

司Ava(hj River near 111izo､･olowl､(Fおtem Kam(hatka －about 30 km from PclroPavlovsk-Kamchatsky);

b)UPPcr Part of Bistr､､y､､Ri､･er(Central Kamchatka －about 180 km from PelroPavlovsk-Kamchatsky).

　　　hnding workonAvacha River was condu(ted in M卯'SePtembcr 1998 by Nick (;erasimov

((ollabordtors oHhis Proicct)wilh assistants othcr PeoPles. Banding work on Bistr､､ya Riverwas(ondu(tcd

14‘16August by 8 P(x)Ples(in(ludi叩3JaPan(se onlithologists)and 6･16 SePtcmbcrduring cxPedilion with total

numbcr of Parti(iPants uP to 20 PeoPlcs (including 7 JaPancse omitholo8ists)･

ResUlts

l.Wintering birds studies:

　　　　Wintering birds sludies wel'e conducted in the 6 Points (8tyPeofforcsls)from Pravay,IKam(halka

RivertoShe｀'elu(h vulon. hUotal l･697 birds of 25 sPecies werc coulltedjllle dcnsity of wintcring birds wjs

frx'm 443 to 280.8 individu･ltsPer squ･m4m in dirfcrnt tyP(sofk)Rst.The highest dell5ily of birds were found

in forests fromP砂‘ｈφ川印sfsjJ″ハ陥'�sd副硲landβd'ゐ知"恚油‘雨r‘i ncarBolshaya Kimitina River, the

lowcst ‘ in the forcst from lj凶画c哨1‘nlj near Pr･waya Kamchatka River. The most common sPecies ilre

Willow'lit， Hawfindhmd Common RedPo11 (aPPendix, table l).

2.Breeding biolo9y studies

　　　During brecdinμ)iologyrese･1rchesweinvestigaledbirdswhichinhゐited Centrj Kamchjtka valley.

Main studied arcas wcre:

1.Plotnikova River(Nlainly near moulh of Sukhaya River -tribulary slream)Wc shldied this areaﾌｰ26June

1998. 0ther materi･!lsfrom some Previous years(1993-1995)werc uscd. ln 1998, relative abundance of birds

wea｀studied(aPPcndix,t,lble2),35alivcl心ts(利6sl)(XJicsxvere lneasured and des(｢ibed.Λddilionally some

old(lasり゛ca6)lystwcr1｀d6cribed.25Jul鴇rらeanJh of verti(ald6tribution of ncstil,gP&5,serillebirds w4s made

jlong Sukhay･I Rivcr(tribuいry stream of Plotnikova River)from 180mto660mofaltitude油o,･esealevcl

(aPPcndixjable 3).Usingrcceived 1992-1995 and 1998 dMa dr油ohrlide＜く|知aゐoutbrcalil,g ecology of

Passerine birds of Plolnikova River>＞arc PrcPared.

2.Pravaya Kamchatka River This Placc is interested for us bccause high flood-land forest ,,relocated

hcre for 50o･550 m 油itude above se･1levcl. we studied this arca 30 June- I July 17- 18 July 26 July During

investigation rclative abun(lance of birds wert? studied (aPPendix･いble4)，15 alive and some old nests of 9

sPe(ies wcrc measurcd ･md des(ribed. We Plan continue investigation of this P)ace on thc next year with

PreParing of articlesabout breeding biology of birds of that aR?a.

3.Tayezhniy Reserve.い1studiedthisareal-3July.R｢-trce forest and high combined forcsts of this area

was interested for us. During investigation relative abundance of birds were studied (aPPen(lix, table 5)，
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some nests were measured and described.

4.Kamchatka Rivervalley(near mouth ofSh(haPina River)Wean2interestingdifferenttyPesofcombined

forestsin lhat area.XWsludied thisarea3'5 July.During investigation relativeabundance of birds were

stud�611)Fndix,table6),26anveandsonleold n(stsof12sPeぐieswen2111easulでdanddes(ribed.Continuation

of releasersin thisareais very interested for us｡

　　　Ad(Utionany we investigated foreslsaround Esso village 10゛21，25 July and area of upperbasin of

Moroshe(hn･lya River(AluvaRiverandsometributarystrams)21-25 July Relativeabundanぐeo削�sinmain

habitatsof Anava Riverarea is showed in aPPendixjable 7ヽAlldays in June･July between triPsto Cenlrj

Kamchatka we studied brでedingbiology of birdsinarx?a nearPclroPavlovsk^Kam(hatskyandΛvacha River｡

　　　ln totalmore than 130 nests of 22 sman Passerine sPedes were found during June-July 1998.

Table 2.Number or banded birds on Kamchatka in 1 998.

NO Species Number ofbanded birdsin 1998

BistrayaRlver

6-16Stplember
Other Tolal

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

M

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

Gray Wagld

Whjte Wa8tail

lndia TreePipit

PechoraPipit

Water Pipit

SiberianRubythf･at

Swinhoe' Red,Tded Robin

Sib�an Bluechat

Bluethloat

Gfay･headed'nlmsh

Middendorfrs GrasshopPerWaft)ler

LanceolatcdGrasshopperWalbler

AlcticWalbler

DuskyWalt)lef

Red･BreastedFlycatcher

Sooty Flycatcher

Gfay-spottedHycatcher

Ru5ticBu屈ng

YeUow･breastedBunting

Gfay Bunting

Reed Bunting

01ientjGfecnlinch

Brambling

ScalletFinch

Bullfinch

　6

21

159

　7

55

37

17

　1

56

10

2

100

　3

　7

　4

801

　2

　9

129

　2

42

　4

33

18

72

　2

　1

羽

　7

　4

20

39

217

　1

　2

33

　6

　12

　29

　12

　36

　2

39

39

231

　9

56

81

　7

21

　1

56

30

　2

139

　3

224

　1

　6

83･1

　2

　15

141

31

54

40

　2

TotalPasserlne 1475 589 2064
26

27

28

29

30

31

32

LesserSPo向dWood匹c�

GrateSportedWoodp､xker

Common Sandpiper

Gray･tailedTattler

OrientalCuckoo

B4)realOwl

Spmow Hawk

６

１

１

２

１

４

１

２

１

８

１

２

２

１

４

１

Totalnonpass�ne 16 ２ 18

Toね1 1491 59Z 20S3

76



3.Birds mi9ration studies

　　　During May ゛S叩tcmbcr 1998 in tota1 2･083 birds of 32 sPecies wc陀bandcd in Kamchath Pcninsula

induding 2,061 Passcrine birds of 25 sPecies (tぬle2).Abou11,600 birds wer banded on llistray･IRiver(this

Point was choose as m･lin b･lndinl; Place)14-16Λugust and 6,16 scPtcmber 1998. 11匹りaPancsc omitholoがst

welx｀Pa雨dPanlsin ban(Hng H'16Λugust and seven 'in banding 6°16Λugust.Molx?tlun4(X)bi�s wclr banded

on the bank of A｀゛･lch･IRiycr(we use that Point from 1993)during late May to lMe SCPlember 19り8.1n

additiolljl some birds wcrc bandcd in the nest or near the nest during June-July on Plotnikov,I River，

Pravaya Kam(hatk･I Rivcr･ Kekuk River.

　　　Weinv6tigatesomejdditiolulareawhi(h can be intenヽslinがorfuturdMnding work. Plolnikova Rive

and Muma(hRiverinCcnlr,11 Kalnchatk!(an be suitable, butnumkrofbi�s during migr,ltionn(x,Hvdwktxl.

l)cllaofAvaduRivcrinlllstcmKam(hjtkl are suitable,butnumbcrofPeoPles(mainly lishemljn)･1rttx)higk

WstnikRiverandNalichcvaRivcronllstem Kamchatka can bcsuil,lbleforbanding,bulhighlulmkヽ｢ofKヽasis

the reason that such work c,m be difficult and dangerous for PeoPles.

　　　15 recovcrics wcrc reccivcd ilKluding ll domestic【で(ovcries or 7 sPecies,2 forcign rc,･ovcriesof birds

bandcd in Kamchatk,,(Recd lhlntings)and 2 reco,･eries of birds hnded abroad (Rcc(IBul,til,1;s)㈲ble3).

Table 3. Recoveries of Passerine birdswhich were received durin9 banding work 1998

Banded Ｒｅｃｏｖｃｒｃｄ

Spe(ies RinR NO Place Dale Place |)ate

Domesticfeiヽoy�es
PhiUi5ぐoplls

borealil

Erithacus

caljiope

Phimscopus

boreahs

C司xxtlcus

り也一IUS

MotぶIlh alb､l

MotaQna

Cenela

Mota(lhalba

Embぐn/a

schoぐnklus

Embcnza

s(hoem(lus

Emknみl

rustlca

Embぐn/j

ru5tiぐa

VS･280H

XD823451

XI)823465

xl琳23467

×1)823469

×1)823･183

XD82M86

XS-32120

XS･32127

XS,34056

XS41263

Ehzx)voTois11，

Kamchatka.Rssia

日izovoTos11、

Kamehatka.Ru5sia

EhzovoTown.

Kamch3tka.Russia

EhzovoTown、

Kamdutka、Russia

Ehzovo Tow11.

K&mぐh4tka.Russi3

Fhzovo TosTI、

Kanxhλth.Russia

Ehzox乃TOMI、

Kajnehatka.Rusi3

BistrayaRiver，

KaJnchatk3Ru!sia

BistrayaRjvef，

Kamchatk3 Russむl

Bぷnya River，

K4mchatk3 Russhl

BistrayaRivef，

Klmchatkj Rus5i3

27.07.97

15.06.97

26.06.97

10.06.97

29.06.97

3.07.97

7.09.97

7.09,97

9､09.97

8.0り.97

ﾐhzovoTosu，

くamchatka.Russia

ﾐhzovoTow馬

くaldutka.Russia

･Z()VOTOMI.

くamchath.Russia

lizovo TosT1、

くlmd以h.Rtlssi3

EhzovoTbsn.

くamぐhath,Russia

ﾓkzovo TosT1、

ぐamch3th,Rus心

Ehzx)voTosTI、

ぐamchatka.Russia

3iitaya Rjvef，

ぐamぐhatka Russia

3istraya Rjver，

くamchatka Russia

listraya River，

ぐamchath Russa

3i5taya Rjver，

ぐ&ｍぐhatka Ruふsia

13.06.98

31,05.98

13.06.98

5.07､98

20.06､98

10､07.銘

21､06､98

9.Q9.98

9.09.98

8.09.98

809.98

F。reignrecoveries
Embeli7.

s4ごh､xllic

EnlbぐI仙

sぐhoぐｍぐ

UI

L1S

XDR23177

XS-32831

Ehzovo Tois71.

Kamchatk1.Rtlssia

B5tfiμRiver，

Kamchatb Russi3

18､06.97

16.08.98

4n3enlachi

lokkjdo，J&pan

;apta､N4同a石ty，

apan

19.10.9S

I.ll.98

Recoveliesofbildsbandedabload
Fmbcli7.

schoぐnic

Embごr怯

sdloenic

aS

ns

2ﾄﾞ,9140

2K-38404

UshikuJlurTla、

lbalaki,preflJapan

KabukuiiJlulna.

Miyagi,prefl Japan

28」0.97

25.10,96

Ustraya Rivel，

(amchath Russia

listfaya River，

くamchatka Russia

10.0り.9g

l･S､(y).93
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　　　During 1998 we(ontinue(olle(ted information about birds rin1;sfrom foreign countries which wcrc

いken from shot duck5. After sPring hunting season from huntels and hunling officersu゛ere(eived 16 rinl;sof

du(ks(table4)､Wewill(ontinue a､:eive面gs during late autumn －winter(rings after autumn hunting slson).

Noxv u'ehaveinfomlationaboutsomehundrx?dsringswhichwer四hchcd for ducks aりaPan and Rxovered

lrom Kamchatka. Additionany one rinμΓon、ma(k･headed guH was re(cived(t､lble 4).

Table 4. Recoveries of ducks which were banded in Japan(data collecteddurin9 1998)

Banded Ｒｅｃｏ▽ｅｒｅｄ

８ｐｅｃｌｅｓ Ｒｌｎｇ Ｎｏ． Ｐｌａｃｅ Date Ｐｌａｃｅ Date

Anas acuta

Λllasacuta

Λn3sacuta

Anas acuta

Anas acuta

Λnasacuta

Λnasacuta

Anas acuta

Anas acuta

Λnasacuta

Anas acuta

Anas acuta

Anas a(｀Nla

Λnas acuta

Anas pellelope

Λ11asl)enelope

Laluslidibundus

092-57622

10Λ08目3

10Λ-20512

10Λ-21377

10A-26802

10A-･29306

10Λ--32675

10Λ-51741

10A-52祁7

10A-･60528

10A-6卯67

10Λ-61899

10V邸SH

10Λ-65531

092-57018

09Λ-12807

08Λ-･06906

S涵ama,Koshigaya，

Saitalna PlyE

Shillhama,lcllika4Jヽ，

Clliba PI･eE

Sailama,Koshigaya，

Sailama Pref，

Shinhama,lcl,ikawa，

Chiba Prd.

Shinhama,lchika4a，

Chih Prd.

Saitama,Koshigaya，

Saitama PFeL

Saitama,Koshigaya，

S3itama Pre1

Saitama,Koshigaya，

hitaoa Prd.

Saitatla,Koshigaya，

Saitana Pref.

SaitaEla,Koshigaya，

Saitaoa PI(爪

Saitana,Koshigaya.

Saitana Pref

Okak,Fukushilna，

Fukushima PI‘tヽf.

Shinlnma,I(ヽhikayl，

Chiba PIヽef，

Shinhma,lchikawa，

Chiba Pref.

Shinhlma,lchikawa，

Chiba Pref.

Shinhama,lchikawa，

Chiba PIでf.

Tama-River，

Kawasaki，

Kanagawa PreE

04.12.86

13.H.89

27.H.91

05.02.91

19.11.92

07.02,92

18.H.92

19.12.91

17.H.95

18.12.96

13.02.97

06.02.98

？1.0.り7

16.01.98

09.H.87

15.02.91

28,12.91

|引/ovskv Dist.

Naly(ヽheva

Ri､･er,lﾓlizovskv Disl.

Avacha River

Seacosl llear

Petl｀opwlovsk-

Kamchtskv

xloulh ofΛvacha

River

l引/ovsky Dist.

Ko/h･evsk Towll，

UsL-Kamchatsky

lili/ovskv Dist.

Eli/ovsky Dist.

Ko/ire､･sk Town，

Ust-Kamchatsky

Ko/ilヽ､ヽヽ･skTown，

Ust･ K,unchatsky

Mouth ofA､･acha

River

Ko/il､ヽ､･sk Tow,l，

Ust-Ka【nchatskv

Λvaclla River

llolshaya River

lili/o､･sky Dist.

111i/ovsky Dist.

00.05.98

17.05.98

9-17.05.98

14､05.98

9.05.98

00,05.98

9-ﾄL05.98

00.05.98

00.05.98

9-1･L05.98

9-lt05.9S

914.05.98

9-】1.05.98

914.05.98

12.05.98

00,05.98

00.07.98

List of prepeared and working articlesbase of materials which were collected during carry out of

the project:

1.Materials on wintcring birds numbcrs in the Kamchatka Rivcr valley･

2.1λltaabout breeding biology of P,lsserinebirds on Plotnikova River,Kamchalka，

3. Rustic Bunting on Kamchatka.

4.Materialsaboute(ology of Swinhoe's Red'tailed Robin.
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List of banded in Kamchatka birds species (scientific names).

|.Pha】･lcracorax Pel賜icus

2･Cygnus(ygnus

3.Λnscrfabalis

4.Λlus PeneloPe

5.目istrionicus histrionicus

6. 1｡･uus schistiQgus

7.1Jus ridibundus

8. 1･･1rustri(helyla

り.Sterlu hirundo

10･ Stenu P･1｢･ldis･le･l

H.Stercorarius PjrJsiticus

12.Calidris submilulla

13.Cjlidris ruficlis

H. Cjidris ･llPina

15･ Tringa hyPoleucos

16.Tringa breviPes

17.Tringa(inereus

18. PhalaroPuslobMus

l9.Ulia lomvia

20.Lunda cirrhata

21.Falco subbutco

22.Λcthia Pygmaea

23.Cuculus saturatus

24. 1λndro(oPos major

25･|)cndro(oPos minor

26.Λlaude arvcnsis

27.Mota(illa alba

28.Motacilla flava

29.Mota(iHa cinerea
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30.Anthus hodがolli

31.Anlhus gustavi

32. Anlhus sPinolclla

33.Erithacus sibilans

34. Erithacus c･1llioPe

35.1urdusobs(unls

36.Lo(ustcho(hotcnsis

37.Lo(usteh hnceolata

38. Phyllosco円lsborealis

39.Mus(ic･IP･lsibirica

‘10.Mus(icdP･り;|･iseisticla

41. Fi(edula P･uva

42.Parus mollldnus

43･Sittac｀1｢oPae･l

44.Fmberi/a l-ustica

45.Emberi/j sdloenidus

46.Enlbcri/,1ぶ|rcolJ

47.Fmbcri/a v,lriabilis

48. Ple(troPhelいx nivalis

49. Fringilldmonlifringih

50.Carduclis sinicd

51.Λcanlhisfl,11nmea

52.【.eucosticteardoa

53.CarPoda(us erylhrinus

54. Pyrrhula Pyrthuia

55.Co(cothraustes co(cothraustes

56.Corvus corone

57.Corvus corax
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要 ﾋj
目

カムチャツカ判畠と日本の間の鳥類の渡り解明

　　　　一保護のための基礎的研究－

ユーリ・ゲラシモフ

　本研究は、日本とカムチャツカの間を行き来す

る渡り鳥に関して、野外観察や啄漬調査によって

保護に重姿な基礎的情根を得ることを目的とした。

そのため、カムチャツカにおいて、冬鳥のカウン

ト、繁殖生態およびバンディングを含む鳥煩の調

査を行った。野外における総調査日数は、予哨調

査も含めると76日間となった。

　冬鳥の生息密度は、セントラル・カムチャツカ

における８つの存林タイプについて調査した。そ

の桔果、25種1､697羽が記録され、それぞれのタ

イプ晦の生息密度は44.3－280.8個体／平方k｡で

あった。殻も密度の高かったのは、トウヒーカム

チャツカカラマツーシラカンバ林であり、駁も普

通に記録された鳥種は、:jガラ、シメ、ベニヒワ

であった。

　繁殖生態研究はセントラル・カムチャツカおよ

びペトロバブロフスク付近の主として４個所にお

いて実拾した。 1998年の6月から７月の則間に､総

計で小型スズメ目鳥類22種、130巣を発見し、そ

れらの巣全てについて記祓および所定の計測、可

能な限り写真撮影を行った。繁殖生態（叫り、造

巣、産卯、抱卵期間、孵化時朗など）と行動につ

いての柄査を実施した。また、セントラル、カム

チャツカの存林タイプと繁殖鳥類の出現傾度との
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関係についても調査した。

　1966年以来現在までにカムチャツカにおいて標

議がつけられた鳥煩は、ヒシクイ、ユリカモメな

ど非スズメ目とカシラダカやビンズイなどスズメ

目で､累計19､745羽となった｡非スズメ目のうち、

ヒシクイではl､187羽中615個体が日本において

観察され、その再確認串は79.7％に及ぶ。ユリカ

モメでは10､768羽中968個体が日本で再確認され

ている。

　本研究での標汲調査（5月－９月）では、総計

2､083羽を標議牧鳥したが、大部分がこれまで渡

り状況のよくわかっていないスズメ目で、その中

には9月に実施したロシア・日本共同調をの1､569

羽が含まれる。研究の期問中にスズメ目で合計７

腫15個体の回収例を得た｡このうちＨ例がロシア

国内の故鳥地での再抽獲（前年のものが１年後）、

２例が日本放鳥されカムチャツカで回収の個体、

他の２例はカムチャツカで故鳥され日本で回収さ

れたものであり、いずれも貴重な記録である。ま

た、非スズメ目ではカモ煩2腫と、カモメ頂1種で

合計17側の回収記録が新たに集められた。これら

はいずれも日本で放鳥されカムチャツカで回収さ

れたものである。

　　　　　　　　　　　　（推薦者：尾崎清明　沢）



Λppendix

Tnhle l. Denliilyofwinl�ng birds(individuals/sq.k111.)indifferenHypes of・rest in

Centfal Kamchatka Vallcy.

Species Type ora)rest＊

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

Falcocohlmbalius

Tctfaopalvirostlis

Lagopuslagopus

Sumiauhlla

Ae8oliusineleus

Dendl(x卯Qsmajor

Dendroぐoposminor

Picoidcstridactylus

Co【vuscorax

Corvllscorone

PicaPica

Nucihp caryocatactes

Cocぐothla1Lstcs

coccothraustes

PyTThulapyrlhu13

Bombycih gamllu5

AcaJlthisnammea

Caldudsspinus

SiUaeufopaea

Λegithaloscaudatus

Panlsater

Paru5montanus

l,5

0,4

6,1

9,1

27,2

9,2

2,5

0,8

1,7

0,8

6,7

3,3

103,3

6,6

0,8

0,4

1,2

1,7

90,0

1,0

1,0

2,0

0,5

M,7

1,5

27,5

15,7

137,3

0,4

3,2

0,4

0,8

0,8

1,8

57,3

4,0

16,1

6,5

1,6

116.1

0,4

1,3

0,4

1,3

1,3

0,2

1,3

66,0

4,7

3,4

63,4

1,7

5,1

13,6

93.2

0,1

0,8

0,6

1,7

1,1

0,1

1,1

7,5

5,6

95.6

0,5

1,0

0,2

2,9

19,7

1,4

92,3

4S.1

Tot31 44,3 129,1 99,9 201,2 233.8 280,8 114,2 166,1

Noles(･):

1.Forests fiom Belula emlani neaf Prlvaya Kamchall(a Rn･ef. 450,65《)m altjlude above sea level.

　　lzn8th ofcount 14,2 kl11.

2.1)aciduous fbfests aom P11pulu ko111afovii,A111ushirsula,Belula emlajli and netula kamtschatica

　　neal Sheveluch vulcajl. t00･150 m allitude above sea level. Lalgth ofcoullt l2,0k】11..

3.11ood･lallds fbre5ts aom Chos411ja naklj. Alnus hilsula alld S虚x sp.; Pllvaya Kanlchatka Rivel

　　･i50･550 altjtude ab《〕vesea la･d. Length ofcount l2,1k】11.

･1. Flood･11nds 11･restsaom Pupulus komar(nii,Chosania nakaj,Alnus hilsuta and Salix sp･;

　　Kallchalka Rjva lleaf Milkovo village. 100 m ajtitude above sea level. Length ofcoullt l0.2㎞1.

5.F100d･lands fb【eslstom deciduou5 and conifils trees: Ka】11chatka River&nd Bolshaya Kilitina

　　River.100-200 m ajtill】deabove sea lcvel. I.e118th ofcolln1 24,8 k111.

6.Foiests aa11 Picea ajanen5is, Lalix kamtschatjca and Betula kamtschatica neaf llolshaya Kimjtina

　　River.180,250 m altihlde above sea level. |.en81h ofcount 23,5km.

ﾌ.Fo【ests aom Picea 4janensis, 1.arixkanltschatica ajld Belllla kamtschatica near Shevalch Vulcan.

　　100･1ﾀ)m altitlldeabove sea 16･cl.I.ength ofcoullt 36,0 kl11.

8.Fo【csl aom Picea ajajle115issilh add lktula kamtschatica. Tayo711niy Resin･e.2 50 111altitude abova

　　sealevel.Length ofcouj1120,gk111.
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Table 2. Relativo abundallce of birds in Plotnikova River.

Ｎ Species Relativeabundance

Flood-hlnds

　　fore5t

Birchnlrest Alus゛

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

H

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

･U

42

43

44

Mal】ald

Gteen-wiJlgedTeal

Red･Brea5tedMerganscr

CommonTem

Wood Sajldpiper

Common Sandpipef

StcUer'sSQ4aglc

Rough-le銘�Buz/ald

Hobby

Hawk Owl

Sholt,ealed()w1

CommQn Cuck(x)

OrientalCuck(k)

I.essefSp()tledWoodpeぐker

Skyhlk

Ydow Wa8tail

(;rayWa8til

White Wa名ta11

1ndiajlTreePipit

Brown Shrike

SikiianRubylhroat

Swinhoe' R�,TailedRobin

(hy･headed'nush

Middendoln｀sGlasshoppcrWalbler

l.anceolat�Gras5hoplxrWalbler

ArcticWalbler

Red･Brea5ted日ycatcher

sooty Hycalcher

Gray-sPott�Hycatcher

WillowTit

Nuthatch

Ru5tjcBuntjng

YeUow･bre＆tedBunting

Gray Bujlting

Re�Buntijlg

OrientalGieennnch

Comnlon Redrx)ll

B【ambling

kalktFinch
nul】njlch

Nutcracker

Black-bm�Magpie

CanionCrow

Raven

廳●

　●

　癩

　璋

　癩

　●

　Ｓ

　－

　掌

　●

　●

●●●

Ｓ家糞

　畠畢

　禰●

　・●

　恵●

　皐●

皐塞塞

●●乖

軍●●

　璋●

　檻

皿息・

　皐奉

　掌

　車鷹

●歯●

●●構

●●雄

曝●癩

　柳

申●皐

章車

４皐

●●蘭

零寥

　軍

奉●

・塀

　●

　・

　・

　奉●

　●

　●

　●

●●●

暴●●

　昧●

　●

聊●●

　－

　奉串

　－

畢●皐

　●●

　●

雅●皐

　歯●

　●

　●庫

　●●

　●申

●●●

　・

　●

　●

●●

事●

●●

事●

●●

●●

　●

　・

　＝

　・

●●

　霜

　●

　皐

皐乖皐

章●鵬

　嘩

章●

●癩●

　●

寧●●

　４

　率冪

　●

　●●

　廟皐

　柳Ｓ

　ー

　車

　●雍

　●●

　●●

　瞭

●尊●

　●

　恚

ＩＩ奉

　皐●

　●

　・

　●

　－
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Table.3.V�ical distributionofnesting Pass�nc birds along Sukhaya Rivcr.

Species Λltitudeabovesealevel(m)
I.ow l.evel Upperlcvel

Gray Wa8tail

Swinhoe’Red･Tded Robm

Gray-headedlhru血

Ducky Walbler

Ru5ticBunting

Brambhjlg

ScalletFinch

560

580

堀)

500

堀)

400

54{)

Table ,S.RelatMlabundance of birdsin Pravaya Kamchalka River area; 7･26 June

1998.

Ｎ Species Abundance

Flood-lands n〕rest BIrdl R)rest
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

H

12

13

14

15

16

1ﾌ

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

Common SandpiPer

Stener'sSea･eagle

Rough,legg�Bu77ald

llobby

Common Cuckoo

01icntalCuck(x)

GreatsPorledWoodPecker

ksser SpottedWoodpecker

Gray Waglail

White Wagtd

lndianTreePiPit

Swinhoe' Red-TailedRobin

Gt3y･headedThmsh

LanceolatedGrasshoprxrWalbler

AlcticWalbler

Red,BreastedFlycatcher

Sooly Flycatchel

Gray-spottedFlycatcher

WillowTit

Nuthatch

R11sticBtmting

OiientalGreenfinch

Common RedpoU

Br卸lbling

ScalletFinch

BuUfinch

Hawnnch

Nutclacker

Cmion Crow

塞拿

　Ｘ

　車

寧牢

＊本

事廳

　恵

　奉

事事

章竿

　－

嘸癩

冪蓼

　－

車奉＊

　雍

　拿寧

　寧水

　皐冪

率事重

　碓Ｓ

寧摩家

事＊早

　寧串

　車事

　宰

　ミ

　車

　一

拿皐

蓼

・

・

癩串

聊申

享

輩

章

●●

事

＊Ｓ

皐

拿拿

嘸事

●＊

皐串

一

皐

畢

●

ミ
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Tat)le S. Rdativc abundance of birdsin Tayozlmiy Rcscrve aRa; 1-3 Julyl998

NO Species Abundance

Flr･tree

　forest

Flood-land
　　forest

　Hlgh
combine
d forest

Rarened

(ombined
　fi)｢est

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

Hobby

HawkOwl

BoiealOM

Black Cape【eaiUie

Great SpolledへVoodpecker

lndian Tree Pipit

Swijlhoe'Red-TailedRobin

SiberianBluechat

Gray,headed'nuush

Lanc4olatedGfasshopper Walbkr

ArcticWalt)ler

Red･Breast�nycat(her

Gay-spotted Flycat(her

Wlowlt

Coil石t

Nuthatch

RusticBunting

YeUow･breasted Bunting

Comnlon Redpoll

Brambhng

SぐalletFinch

Bu】lanch

Hawanch

Nutcracker

CむTionCfow

　●

　章

　寥

　－

　ミ

Ｓ車

・●

事●

　奉

寧●●

息●

寡皐

●参＊

●串皐

　●皐

●拿皐

　奉

　齢乖

　率

　皐

＊●

　＝

　－

　－

●家

　－

　載

●￥

　∽

　＝

　血

　ミ

　寧

　＊

　～

　卓

　康

　－

　寥

卓拳

　－

　－

　奉

車拳拿

寧寒

　叙

　庫

串拿隼

　～

●卓＊

　一

　奉章

●●血

　－

　申●

　●●

　嘸塞

　＝

　－

　－

　一

　●

希乖

車乖

＊●

　ミ

●拿

　－

●喚恚

　車

　－

　ミ

Table 6. Rekltiveabundance of birdsin the highcombined forestin Kamchatka Riwr

vallcy.Afca near mouth ofShchapina River;3-5 July 1998.

NO Species Ａｂｕｎｄａｎｃｅ

Grate Spotted Woodpecker

Lesser Spoued Wo(xipeckel

Siberi紬Blua;hat

Gny-head�T111u5h'

Middendorfrs Glasshoppel Walblel

ΛΓcticWalt)ler

Red･Breasted Hycatcher

Sooty Flycatcher

Giay-sPottednycatchel

W1Uowllt

Long･tailed'nt

Nuthatch

RusticBuJlting

OrientalGfeenfinch

Comlnon R�poU

Brambhng

ScaJletFinch

B�lfinch

Hawnjlch

Nutcracker

CallionClow

　　　　●奉

　　　　那皐

　　　　●●

　　　・●寒

　　　　寥

　　　　事皐

　　　康・●

　　　　掌●

　　　章尊寧

　　　　事寒

　　　　●奉

　　　嘸寒皐

　　　＊●寧

　　　　畢嘩
φ

　　　●祁●

　　　●寒奉

　　　　拿奪

　　　　寥●

　　　　●●

　　　　奉●

　　　　拿
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85

Tal)lc7.R山tivc abundancc of birds of AIlava Rivcr (tribulary of Moroshcchnaya

Rivcr)and祠acent arcas; 21-25 July 1998.

NO

Ｉ
２
３
４
５
６
７
８
９
０

H

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

３
４
５
６
７

１
・
ｉ
ｚ
Ｉ
４
Ｉ
ｒ
゛
。
£
１
ム

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

８
り
０

ｒ
ｇ
ｎ

’
７

,U

42

43

羽
″
｀
ノ
６
７

４
４
４

Ｓ Abun(lallcc

Tundraand
　lakes

Flood,lands

　　R)｢cst

Ⅲrch forcst

「

　１

郷●

ー家

嘸畢

　拿

章●

癩●

●●

唯喉

　家

●●

鳶事

　章

　●

橡奉

　●

章奉

棒●

　・

　－

車良

●

●

・

一

・

ミ

Ｓ喉

　－

　・

　●

　奮

　・

　●

濾旱

　ミ

●申

幽廟

竃噴

－

一

一

細

奉

申ま

奪申

　車

Spccics

R�､throatedLoon

Been G､x)se

MaUald

Green-4ng�Tej

Red･Brea5tedMergajlser

l､ong･talledSkua

PafasiticSkua

Slaty･b､lckedGun

Mew GuU

CommonTem

l.ong･toedStint

lλjnlin

W()Qd SandPiPer

Common S加dpiper

mack･tailedG�wit

Rough･leggedBu/yjlld

Hobby

Sho【t､aledOwl

PtArmigan

Common Cuckoo

01ientalCuck(x)

Usser Spott�Woodpecker

Skylalk

YeU､)wWagtajl

PcchoraPipit

lndilnTree PiPit

Brown Shlike

Siberi油Rubythroat

Gfay･headed'nln5h

Middendorfrs GrasshoplMrWalbkr

Lancedated GfasshoPpぞ｢Walbler

Af(ticWalbler

l)11skyWalbler

Red･Breast�Hycat(her

Sooly Flycatcher

(;ray､spott�nycatcher

WlllowTit

Nuthatch

RusticBunting

Laplλndl.ongspur

OrientajGreellnllch

Common R�p､)U

Brambhg

ScajktFinch

Bunilch

Hawlinch

Nutcracker

●●

●畠●

尊畢塞

・

－

皿

●

■

■●

Ｓ寥

●Ｓ

畢

Ｓ曝●

言歯幽
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Tahle 8. Nunlber ofbanded Passeline birds on Kamchalka in 1995-1998.

Ｎ Species Number ofbanded birds

1995 1996 1997 1998
１

２

３

４

５

６

７

８

り

10

日

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

2ﾌ

Ydow Waglail

Gray Wagtail

White Wa81il

lndianTreePipit

PechoraPiPit

Water Pipit

SibefiajlRubythr(xlt

SwiJlhoe'Red･Talkd Robin

Sibe心n Bluechat

Bluethloat

Glay-headed111msh

Middendoifrs Grasshoppcr Walbkr

LanceolatedGrasshopper Walbler

AlcticW�)ler

Dusky WaJbler

Red･Breast�Flycatcher

Sooty Flycatcher

Gray-sPolt�Flycatcher

RusticBuntin8

YeUow･breastedBunting

Gray Bunting

Re�Bunting

LittleBlmtin8

OTientalGreentinch

Brambh昭

ScalletFinch

Bunlillch

９

２２

４

１

３

９

７

　1

10

2

110

　1

　4

86

　3

20

27

90

　9

　1

60

6{)

13

232

　1

　7

102

　3

　6

　1

10

67

154

　1

236

　2

　6

453

　5

　8

45

　1

　4

　15

　23

　8

39

39

231

　9

56

81

　7

21

　1

56

20

　2

139

　2

22,1

　1

　6

834

　2

　15

141

31

54

40

　2

To� 49 446 1463 2064

Table 9.Number of banded birdsin Kamchatka, Russia(1966-1998)

1960s 1970s 1980s 1990s Total
　　　SwaJls
　　　Geese
　　　Ducks
　　　Gu胞
　　　Waders
　　　Auks
　Comlorants
Falcon5aJldHowk5

　　　0wlS
　Woodpeckers
　　　Cuckoos
　　　Pa5grine

7

106

　3

　7

　13

　73

　ミ

　ー

　ミ

l,605

　ミ

　ー

　－

　－

　l

　－

　Iﾌﾌ

　8

603

　1

8,788

　52

　1

　5

1､236

755

480

　27

　3

　4

　16

　1

5,516

　8

|､358

　8

10,979

　85

　7

　13

　4

　4

　16

　1

7,263

Tolal 209 1,793 10,694 6,802 19,745
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Table 10･ Rccords in Japan ofΛn5crfabali.sballded by standard mclaHcg r恒g and

nwk�by plasticncck ringwilh indivi(lualcodc on Kamchatka Pcninsula in 1984-

1995(data about obscrvations in Japan Presentcd by JΛWGP)

Ｙｅａｒ Markcd(bandcd) Observed illJapan Rccoveries(％)
19&1

1985

1986

1987

1988

1989

1990

1991

1992

1993

1994

1995

　　34

　　74

　　16

126(129)゛

兇(240)'

　　144

　　203

　　135

　　79

　　151

　　79

　　108

1

5

14

112

37

126

187

133

.寧寒

2.9

6,7

87,5

88,9

97,4

&7,5

92j

98,5

Tolal 118741392)゛ 615 79タ”
畠－notaU banded birds werll mafked
●●

－nodata
●幽奉

－in avelage fk)r198,1･1991

Tahle 11. Resigﾇllingrecords in Japan of Lams ridiblllldusmalked in lhe breeding

colony in tlledcltaΛvacha Riwr.Kamchatb in 1990 and 1991 (dala aboul

observationj in Japan presented by llisa3hiSugava)，

Year Banded ()bservcdin

　1990/9t

Observed ln

　1990/91

Observedln

　1990-92
1990

1991

330

15{)

21 12

S

26

5

Table 12. Rccovcrics and obscrvation in Japan of Lanls ridibundus bandcd in thc

brccding colony in thc dcltaΛvacha Rivcr, Kamchatka in 1973-1974， 1978-1984，1988

(dala about rcco,,;ricsand obscrvalions fiom Japan prcscnted by l胞ashi Sugava).

Year Banded Rccoveri(ヽs Observedwithrings
Juvenile adult

1973

1974

1978

1979

1980

1981

1982

1983

19S4

1988

63

373

1084

　0

2600

608

3000

800

500

1280

2

3

12

36

2

31

3

13　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　75

236　　　　　　　　51

25　　　　

1　　　　

120

H3　　　　　　　　177

　　　　　nodat3

　　　　　nodat4

　　　　　nod3ta

Total 10288
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第８期プロ・ナト･ッーラ ファンド助成成果報告酋（1999）

ズグロカモメの生態学的研究

邱　英烹

The EcologicaHn゛estigation of Saunder's Gu11 (L訂zlsS四�ど�)

QiuYingJie

　IUCNのレッドリストで絶滅危惧種に位置づけられているズグロカモメについて､冬季

に訪日して日本側専門家と情報交換を行い､今後の調査方法などについて協議を行うと

ともに、曽模干潟など代表的な越冬地を視察する。また、夏季に中国遼寧双台国家級自

然保護区で、日本側専門家とともに繁殖状況を調査し個体識別のための足環を装着する。

これらにより繁殖や渡りに関する生態を把握することにより、絶滅危惧種､ズグロカモメ

の保護を検討する際の基礎的な資料を得ることを目的としている。

　1997年冬挙に、曽根干潟で前年足環を装着した22羽のうち、21羽が再び曽横干潟に戻っ

て越冬した。また、徳島県吉野川及び愛媛県賀茂川の両河口でも１羽ずつではあるが前

年と同じ揚所へ戻った。また、繁殖地から越冬地への分散は、日本に限らず、中国南部

へも飛来しており、前年に日本で越冬した足環装着個体が中国南部の江蘇省で見られた。

　1998年夏争に確認された繁殖コロニーは、５地域8コロニーで、内訳は双台河□束部の１

コロニー、双台河口南部の７コロニーである。これら繁殖コロニーの成鳥総数は2､369羽

と推定され､同時期に干潟部等で確認された166羽を合わせると､同保護区における1998年

のズグロカモメの生息数は約2､500羽と推定される。さらに、このうちの95羽に標識用足

環などを装着した。また､調査時に以前に同地で標識故鳥されたズグロカモメ3羽を確認

した。

　これらのことは、ズグロカモメは成長すれば、帰還率が高いことを示し、繁殖・越冬

場所を繰り返し利用する傾向があることを示唆している。

目的

　冬季に訪日して日本錐専門家とズグロカモメ情

報の交換を行い、今後の調査方法などについて協

議を行うとともに、曽根干潟などズグロカモメの

代表的な越冬地を視察する。夏季に中国進寧双台

国家級自然保護区で、日本側専門家とともにズグ

ロカモメの繁殖状況を調査し個体識別のための足

朧を装着する。

遼寧省林業庁野生勣植物保疲処

Liaoning PrQvincial Forest Department

　これらによりズグロカモメの繁殖や渡りに関す

る生態を把握し、保護を検肘する際の基礎的な資

判･を得る。

冬季謂査

①協議概要

①日本側報告
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○第３回日中ズグロカモメ共同調査結果について

（岡部）

　自然保援区内の6地域16か所の繁殖コロニー内

で、1､卵o羽の成烏を、また、干潟及び海上で512

羽の成鳥を確認した。（計2､112羽）

標識用足環の装着数

　成鳥：赤色プラヅグ及び金属リング‥‥11羽

　幼鳥：赤色フラッグ及ぴ金属リング　116羽

　　　　金属リングのみ　　　　　　　　　６羽

　　　　　合計　　　　　　　　　　　　133羽

　自然保護区管理処では、ズグロカモメの繁殖地

保護に関しては、「永久保護区」１か所（面積

３８０ｈａ）の設定、「人｡工島」３か所（各面積は

133.3ha､6.7ha､6Jha）の造成を行っており、こ

れら4か所526､7haで土地の管理権を有していた。

　平成9（1997）年２月に完成した「第３号人工島」

（直径290m、面積6､7ha）では、ズグロカモメ

の繁殖コロニー形成に成功していた。

　平成9（1997）年6月10日の中国側の調査では､同

人工島上空に450羽の成鳥を数えた。今回調査時

（6月18日）には、同人工島上空に190羽の成鳥を

数えた。

　しかし今回、同人工島内で、哺乳類に襲われ

たと見られる22羽の成鳥の死体も発見され､今後

の早急な捕食者対策が求められている。

○足環装着ズグロカモメの飛来状況について（馬

場）

　双台河□国家級自然保護区で放鳥したズグロカ

モメは日本の各他や韓国で確認された。このこと

から、双台河口のズグロカモメは、特定の越冬地

との往来を行っているのではなく、広く越冬地を

求めていることが確認された。また、平成８年度

に曽根干潟で放鳥した22羽のうち、平成9年度に

は2］L羽が戻ってきたことが確認された。また、昨

年越冬が確認された中国放鳥のズグロカモメのう

ち、徳島県吉野川河□で確認された足環番号38お

よび愛媛県加茂川河口で確認された足環番号75は、
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平成９年度にも再び同地において確認された。こ

れらのことから、ズグロカモメは越冬地に対して

の固執性が高いことが確認された。

○ズグロカモメの日本での越冬状況について（花

輪）

　有明海およびハ代海の30ヵ所でカウントを実施

･し､可0ヵ所でズグロカモメを確認した。過去最大

の越冬迪であった諌早湾では潮受け堤防の内側の

汀線付近で130～135羽を確認した。越冬数は1/2

～1/3に減少している。その他鹿島海岸で198羽、

大授搦で約400羽、ハ代海で160羽を確認した。

1998年の日本におけるズグロカモメの越冬数は約

1､200羽と推定され、1996年以降安定している。

しかし､諌早湾で潮受け堤防が閉め切られたため、

趣冬数は諌早湾で減少､大授搦で増加と地域によっ

て変動がみられた。

○中国江蘇省塩城自然保護区における繁殖状況に

ついて（武下）

　1997年５月26、27日に塩城自然保護区を訪れ、

ズグロカモメの繁殖地の視察を行った。訪れた場

所は、塩城自然保護区の南部（北緯3ず01.57≒束

経120° 51.27’）である。営巣地の環境は、乾燥し

た泥地で塩分により表面が白くなっている。横生

は、オニシバとマツナ類がパッチ状に存在してい

る。巣は草地の中央ではなく端にみられた。未孵

化卵巣を９巣発見した。水路に阻まれて先にはい

けなかったが、水路の向こうには132羽の抱卵中

の成鳥を確認した｡江蘇省の海岸は580kmあるが、

このほかにも未発見の繁殖地がある可能性は高い。

　その他、韓国の情報として、釜山市の西90km

に位匿する順天市の順天湾において940羽のズグ

ロカモメが確認され、その中に２羽の赤色足環を

つけた個体が韓国在住のイギリス人によって確認

されたという。１月21～26日にツルの越冬謂査に

順天市を訪れた際、１日だけ順天湾でズグロカモ

メの観察を行い、181羽の越冬を確認した。



②　中国側報告

○中国南部におけるズグロカモメの越冬状況につ

いて（候）

　全国鳥類環志中心は、江蘇、上海、浙江､福建、

広束、広西、海南などの省の沿岸湿地地域で1997

年12月10日から1998年１月12日にかけて、ズグロ

カモメの越冬群の数とその分布について調査を

行った。

　調査内容は､ズグロカモメの越冬群とその数量、

越冬分布区、越冬生息地類型、越冬生息地の環境

に彭響する人間活動とその他の妨害状況の４点で

ある。

　これらの地域の海岸湿地300ヵ所を選定し調査

を行った結果、4､700羽あまりが確認された。江

蘇、浙江、福建、広東と広西はズグロカモメがみ

られたが、上海と海南省北束部では確認されな

かった。

　江蘇省の沿海干潟地域での調査では、1､270羽

あまりのズグロカモメが確認された。さらに、

1998年１月には、足に黄色の標識リングがついた

１羽がみられた。

　浙江省の調査では約3､000羽のズグロカモメが

発見された。特に、楽清湾と温州湾の湿地はズグ

ロカモメが集中しており、中国で発見された最大

の越冬群で、中国で越冬するズグロカモメの60％

以上を占めている。

　福建省では、約400羽のズグロカモメが確認さ

れた。広束省では、60羽のズグロカモメが確認さ

れた｡広西チワン族自治区では､4羽のズグロカモ

メが確隠された。

　以上の調査結果により、ズグロカモメが中国の

江蘇、浙江、福建、広東、広西などの省、自治区

の沿海の泥質干潟に分布していることが判明した。

集中的な分布域としては､江蘇省の大豊､射陽湾、

新淮河、連雲港、燕尾港および浙江省の楽清湾、

温州湾、囲頭湾と広東省の紅海湾等であった。

○中国におけるズグロカモメの今後の保護計画に

ついて（李）

　双台河□国家級白然保護区管理処で行っている
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研究の結果、ズグロカモメとユリカモメは、遺伝

学的に近い関係ではないことが明らかになった。

また、人工飼育により確認したところ、２年目の

秋には換羽して幼羽がなくなった。３年目の春に

は頭が黒くなり、成鳥となると思われる。

　双台河口国家級白然保護区では禎田などの開発

行為が続けられているが、人工島の設置など保護

対策の結果、89年に1､200羽だったズグロカモメ

は2､700羽と増加した。今後もズグロカモメの繁

殖環境に適した人工島の研究や新たな設置、保護

区西部の繁殖コロニーの保護、人工飼育法の確立

などを進めていきたい。

○中国におけるズグロカモメの生息状況について

(邱)

　ズグロカモメの繁殖地は現在のところ中国のみ

で､その総数は約6､800～7､000羽といわれている。

また、1997-1998年冬季の調査により江蘇省以南

の中国沿岸部でズグロカモメの越冬地が確認され

た。その数は4､700羽であり、日本の1､200羽、韓

国の9㈲羽、ペトナムの200羽を合計すると約

7､000となり、繁殖数とほぼ一致する。ズグロカ

モメは国家級の重点保護動物に指定され、この保

護には、生息環境を保護することが重要であり、

餌生物についても禁漁にするなどの保護を行って

いく。

　これまでは繁殖地の調査を重点的に行ってきた

が、今後は越冬地の研究が必要である。また、個

体数の年変動や天敵など不明な点も多い。今後も

ズグロカモメの共同調査は必要であり、継続され

ることが望まれる。

（5）［ﾖ本における越冬状況調査

①調査場所及び確認個体数

福岡県北九州市曽根干潟　　　　210羽

　　　　　　　　　(うち黄色足環付２羽)

佐賀県束与賀町大授搦干潟　　　340羽

　　　　　計　　　　　　　　　550羽



②　日本におけるズグロカモメ保護状況

　日本は環境保全に力を入れており、海水の汚染

が少なく、ズグロカモメの餌となる底生動物も豊

富であることから、九州に越冬地が30あまりある。

また､市民の自然保護意識も高く、趣昧で野鳥調査

を行っている人も多く、鳥類保護のために必要な

情報を提供している。現地調査を行った際には、

私たぢにズグロカモメの幣殖の伏況や保護状況に

ついて尋ねる人も多かった。このような人々の保

護活動などにより、九州がズグロカモメの越冬地

のひとつとして定着してきたものと思われる。

　ズグロカモメの越冬に関する調査は、1980年代

から行われており、採餌状況や羽の抜け替わりな

ど生態の解明が進んでいる。特に足環装着による

渡り状況調査や越冬個体数の調査は毎年行われて

訳は河口東部の1コロニー､河□西部の7コロニー

である。これらコロニーにおける成鳥総数は

2､369羽と確認され、干潟部等で同時期に確認さ

れた166羽を合わせると、同保護区における1998

年のズグロカモメの生息数は約2､500羽と推定さ

れる。

　今回は、このうちの95羽に標識用足環などを装

着し、放鳥した。また、調査時に以前に同地で標

識放鳥されたズグロカモメ３羽を確認した。それ

らの標識番号は判読できなかったものの、標識の

装着位置と成長状況から1996年放鳥の２羽、1997

年放鳥の１羽（いずれも雛で放鳥）と特定された。

　なお、北九州市曽模干潟で放鳥した個体は、こ

こでは確認されていない。

おり､数多くの論文や報告書を見ることができた。　②　1998年のズグロカモメの繁殖状況

　これらの調査結果は､生息地の保全や汚染防止、

法に基づく狩猟禁止措置などの保護に活かされて

いる。たとえば、北九州市は空港建設地を海上に

移して、ズグロカモメの生息場所を確保した。建

設コストは高くなったがズグロカモメの保膜には

とても有利になった。

　日本では、野生動物の保護についての市民の意

識が高いという印象を受けた。政府レベルでのズ

グロカモメ保護については、日中渡り鳥等保護協

定の会議でズグロカモメの保護をひとつの課題と

している。市民レペルでは、世界自然保護基金日

本委員会も毎年、個体数調査を実施しており、日

本野鳥の会北九州支部や北九州市立自然史博物館

からも標識調査に参加している。

夏季調査の概要

（1）調査場所

　これまで多数(1996年6月には1､022羽)が営巣

していた河□東部では、今回は210羽と確認数が

少なかった。これは､これまで最大の営巣地となっ

ていた貯水池造成地のヨシ原が拡大したため、

ズグロカモメの営巣適蛙となる裸地やマツナ類草

地の面積が滅ったこと、昨年190羽が確認された3

号人工島が、土堤の一部崩壊による海水の流人に

より営巣不適となったことによるものと考えられ

る。

　一方、河口西部では、南小河のヨシ原周辺や塩

性湿地で合計1､034羽の大規模なコロニーが確認

された。また、南小河の束部では干潟を土堤で

囲って今年初めに造成されたエピ養殖池で、新た

なコロニーが形成されていた。

　このように、コロニーの集中する地域が、環境

変化によって河□の東部から西部に移動した。

遼寧双台河口国家級自然保護区（中華人民共和　③　ズグロカモメヘの標識装着

国遼寧省盤錦市）

（2）調査結果

①　結果の概要

　1998年の謂査で確認されたズグロカモメの繁殖

コロニーは、表－１に示す5地域8コロニーで、内

　調査期間中に4地域6コロニーで､ズグロカモメ

の成鳥4羽と雛88羽の合計92羽に標識用足環など

を装着後､放鳥した（表－2参照）。使用した標識

は、プラスチック販赤色レグ・フラッグとアル

ミニウム製ナンバーリング（以下金属リングとよ

ぶ）の２種類で、レグ・フラッグには白抜きのア
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表－１　中国進寧省双台河口国家級自然保護区におけるズグロカモメ£mJsSau面,;sjのカウント記録（1998

　　　年６月17～25日）

　　　　１）緊殖コロニー

コロ
-

一
-

河ロ東卸

　貯水池造成地

河ロ酉部

　十里東部地域

　　　塩性湿地

　十里西部地域

　　　河川氾濫源

　南小拘南部地域

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

南小河東部地域

　新エピ養殖場

　および塩性湿地

成鳥個体数　　コロ二－位置 コロニーの植生

210

179

566

520

　39

260

215

380

合計５地城８コロニー　2,369

（２）海上干潟郎等

場所

河ロ東部

　人:Iこ島周辺干潟部

河ロ酉部

　南小鍔東部

　　エピ養殯場周團

　南小河南東神干潟細

合　針

剔（r51,がE121157.1y　裸地（マツナ鎖散在）

N40‘5t l’ E12t･ 42. 5’マツナ類散在

MO'53,7゛ EI21'39..1ダ　マツナ順散在

N40151.ey E1211 36. y

N40'51.3゛ B121'34.ぎ

N40' 50, y E121‘ 341.ぎ

N401 51. 4゛ EI2r33,1『

Ξョシ原周辺の塩生疸地

　　　’同　上

ヤツナ類塩生蛮地

マツナ類塩生湿地、干潟

N40152.yE121‘37.5’ril=､φ、マツナ類塩生疸地

成鳥個体数

･34

20

II2

166

眼察位置 備　考

N拉肘濯E1暦’卵ゴ　マツナ類繁茂

N40152.ざE12r 36､9’ョシ原周辺の裸地

N4び51JE121゛35ず　塩生植生はみられない

ルファベット1文字（Iを除Ｏと数宇0～9の組み

合わせが刻印されているものと、アルファベット

２文宇（I、O、Zを除く）の組み合わせが刻印さ

れているものを使用した。装着部位は、レグ・フ

ラッグを右足「脛（けい）」部に、金属リングを

左足「ふしょ」部に装着した。

　捕獲した成烏4羽と雛75羽にはレグ・フラッグ

と金属リングを､雛13羽に金属リングのみを装着

した｡‘また、申国側が6月13日に独白の標識調査

を実施しており、３羽の雛にレグ・フラッグを装

着している。

　したがって、1998年の同保謨区における標識数

は、レグ・フラッグと金属リングが成鳥４羽、雛

76羽、レグ・フラッグのみが雛２羽、金属リング

のみが雛13羽の合計95羽となった。
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双台河口自然保護区の1998年の植生分布の概略とズグロカモメのコロニーの位置
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表－2　1998年中国遼寧省双台河口国家級白然保護区ズグロカモメ標識記録一覧（そのl）

乃ｯｸ番号 足環香号 放焉日 放鳥楊所 性別 年齢 惘　零
N5 G08-1247 1998.6.13 十里西 不明 ひな ６月22剛こ再搦讃，ﾅか-ｦﾝﾀ装看
N6 一 1998.6.13 十里西 不明 ひな
N7 一 1998.6.13 十里西 不明 ひな
N8 G02-9435 L998.6.17 貯水旭東部 不明 ひな
N9 G02-9495 1998.6.17 貯水池東郎 不明 ひな
Ｐ２ G08-3740 1998.6.22 十里西 不明 ひな
Ｐ３ G08-3743 1998,6.22 十里匹 不明 ひな
Ｐ４ G08-3744 1998,6.22 十里酉 不明 ひな
Ｐ５ GOF1299 1998,6.25 南小阿Ａ 不明 ひな
Ｐ７ G08-1300 1998,6,25 南小阿Ａ 不明 ひな
Ｐ８ GOE3755 1998.6.25 雨小阿Ａ 不明 ひな

QO G02－9494 1997.6,17 貯水旭東部 不明 ひな

印 G02-9493 1997.6.18 南小阿Ａ 不明 ひな
Q2 G02-9499 1997.6,18 雨小河Ａ 不明 ひな
Q3 G02-9498 1997.6.18 雨小阿Ａ 不明 ひな
Q4 G02-9492 1997,＆18 雨小阿Ａ 不明 ひな
Q7 G08-1214 1997,6.18 所小阿Ａ 不明 ひな
Q8 G08-1215 199?,6.18 雨小阿Ａ 不明 ひな
ＲＯ G08-3718 1998.6.20 陽小阿Ｃ 不明 ひな
ＲＩ G08-3719 1998,6.22 十里酉 不明 成鳥
R2 G08-3720 1998.6.23 十里西 不明 成烏
R3 G08-3721 1998.6.24 溺小阿Ｂ 不明 成鳥
R4 卯8-3722 1998,6,24 雨小阿Ｂ 不明 成鳥
ＳＯ G08-3730 1998.6.18 南小阿Ａ 不明 ひな
Ｓ１ G08-3731 1998,6,25 南小阿Ａ 不明 ひな
Ｓ２ G02-9500 1998.6.18 南小河Ａ 不明 ひな
Ｓ３ G08-3762 1998,6.25 南小河Ａ 不明 ひな
Ｓ４ G08-3763 1998､6,25 南小阿Ａ 不明 ひな
TO G08-1216 1998.6.18 雨小河Ａ 不肥 ひな
Ｔ１ G08-L217 1998.6.18 阿小阿Ａ 不明 ひな
T2 G08-1218 1998.6､18 所小河Ａ 不明 ひな
T3 G08吋割９ 199&6パ８ 両小阿Ａ 不明 ひな
T4 G08-1220 1998.6.18 南小阿Ａ 不明 ひな
Ｔ５ G08-1221 1998.6.1a 阿小阿Ａ 不明 ひな
Ｔ６ G08吋222 1998.6,18 苓小阿Ａ 不明 ひな
T7 G08-1223 1998.6､18 荷小河Ａ 不明 ひな
T8 G08-1224 1998.6.18 所小河Ａ 不明 ひな
T9 G08-3729 1998.6.18 南小河Ａ 不明 ひな
UO GOF1284 1998,6.24 南小阿養殖揚 不明 ひな
U1 G08-1285 1998J,24 南小阿養歿場 不明 ひな
U2 G08-1286 1998.6.24 剛小阿養殖場 不明 ひな
Ｕ３ G08司287 1998,6,24 南小河養殖場 不明 ひな
U4 G08ヽ1288 1998.6.24 南小河養殖場 不明 ひな
U5 GG8づ289 1998.6,24 南小阿養殖場 不明 ひな
U6 G08-1290 1998.6.24 雨小阿養殖場 不明 ひな
U7 G08-1291 ],998,6.24 開小阿養殖場 不明 ひな
U8 G08づ297 1998,6,25 隋小呵Ａ 不明 ひな
U9 G08-1298 1998.6.25 雨小阿Ａ 不明 ひな
VO GOト1229 19㈲.6.20 南小阿Ａ 不明 ひな
Ｖ１ G08-1230 1998,6,20 南小阿Ａ 不明 ひな
V2 G08-1231 1998.6.20 南小阿Ａ 不明 ひな
V4 G08-1232 1998.6.20 南小河Ａ 不明 ひな
V5 GOFI233 1998.6.20 南小河Ａ 不明 ひな
Ｖ６ G08-1234 1998.6.20 南小河Λ 不明 ひな
V7 G08-1235 1998､6,20 南小阿Ａ 不明 ひな
V8 G08-1236 1998.6.20 南小河Ａ 不明 ひな
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表－2　1998年中国遼寧省双台河□国家級自然保護区ズグロカモメ標識記録一覧（その2）

ﾌﾌｯｸ香号 足環徘号 放馬日 敢焉揚臍 性別 年齢 憚　零

ＸＯ G08-1263 1998.6.23 十里四 不明 ひな

ｘｌ G08-1264 1998､6,23 十里酉 不明 ひな

X2 G08-1267 1998.6.24 所小鰐菱殯場 不明 ひな

X3 G08-1268 1998,6.24 隋小阿養殖櫛 不胴 ひな

X4 G08-1271 1998.6,24 南小河養殯場 不明 ひな

X5 G08-1272 呻98,6.24 南小阿價殖禍 不明 ひな

X6 GOF1273 t998.6.24 南小河養殖場 不明 ひな

Ｘ７ G08-1274 1998.6.24 南小河養殖場 不明 ひな

Ｘ８ G08-1275 1998.6.24 雨小阿菱殖脚 不明 ひな

Ｘ９ G08-1276 1998.6.24 所小阿Ａ 不明 ひな

YO G08-1239 1998,6.20 隋小河屁殖楊 不明 ひな

Y1 G08-1240 1998,6.20 隋小河狽殖場 不明 ひな

Y2 G08-1241 199＆6.20 南小河養殯樹 不明 ひな

Y3 G08-1246 1998,6.22 十里西 不明 ひな

Y4 G08-1248 1998.6.22 十毘酉 不明 ひな

Y5 G08-1249 1998.6.22 十里酉 不明 ひな

Y6 G08-1250 1998.6.22 十里酉 不明 ひな

Y7 GOF1252 1998.6,22 十里百 不明 ひな

Y8 G08-1258 1998.6.22 十里西 不明 ひな

Y9 G08-1260 1998.6.22 十里酉 不胴 ひな

ＦＡ G08-1277 1998.6.24 南小阿Ａ 不明 ひな

ＦＢ G08-1278 1998.6.24 南小阿Ａ 不明 ひな

ＦＣ G08-1279 1998.6.24 両小河Ａ 不明 ひな

ＦＤ G08-1280 1998.6.24 南小河Ａ 不明 ひな

ＦＥ G08-1281 1998.6.24 南小阿Ａ 不明 ひな

ＦＦ G08-1283 1998.6,24 爾小阿養蘇場 不明 ひな

一 G08-3728 1998.6,18 隋小阿Ａ 不明 ひな

- ･ i J GOF1225 1998.6.19 隋小阿Ｂ 不明 ひな

一 G08-3731 1998.6,19 南小阿Ａ 不明 ひな

-･－ G08-3732 1998,6,19 南小阿Ａ 不明 ひな

一 G08-1226 1998.6.20 南小河Ａ 不明 ひな

一 G08-1227 1998,6,20 雨小阿Ａ 不胴 ひな

- G08-3752 1998.6.25 南小河Ａ 不明 ひな

一 卯8-3753 1998.6.25 爾小河Ａ 不明 ひな

一 G08-3754 1998.6.25 所小河Ａ 不明 ひな

一 G08-3757 1998.6.25 所小河Ａ 不明 ひな

一 G08-3758 1998.6.25 南小鍔Ａ 不明 ひな

一 G08-3759 199＆6､25 両小河Ａ 不明 ひな

一 G08-3760 199＆6,25 所小阿ハ 不明 ひな

　④　足環を装着したズグロカモメの確認

　以前に同地で標識放鳥したズグロカモメを３羽

確認した。それら膠識個体の確認状況は、南小河

で［ふしょレ部に赤色フラッグを装着した成鳥２

羽、十里西部でFふしょ］部に赤色フラッグを装

着した昨年生まれの若鳥１羽の計３羽であった。

　⑤　保護対策

　現在、保護区では、ズグロカモメの保謨対策と

して、双台河口東耶に永久保護区（380ha）と人工

島３箇所の繁殖用保護区の設定を行っている。

　しかし、永久保護区および1号、2号人工島では

乾燥化、草地化が進行し、３号人工島は土堤の決

壊により潮が流入し、いずれも1998年の繁殖の報

告がない。これら人工島の維持・管理については

資金不足のため全く行われておらず、また貯水池

造成地の草地化も進み、双台河口束部での繁殖数

は激減している。さらに貯水他は、1998年秋に供

用開始の予定であり、人工島の積極的な管理がな

されない限り、99年には双台河口東部での繁殖コ

ロニーは消滅する恐れがある。

　今後の保護対策は、双台河口西部の保護に重点

を置く予定であるとの報告が保護区管理処より

あった。
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まとめ

　1996～98年の双台河口国家級自然保護区での調

査で確認されたズグロカモメの個体数は、2､712、

2､054、2､535羽である。ズグロカモメの総数は、

約5､000羽と推定されていることから、毎年2､000

羽以上が確認されている当保護区は、極めて重要

なズグロカモメの繁殖地であるといえる。

　しかし、当保護区では、貯水池造成、エビ養殖

場造成、ヨシ原造成、石油掘削などが進められ、

それに伴う環境変化によってコロニーの集中場所

は毎年変化している。ズグロカモメの繁殖に適し

た場所を、当保護区内に維待していくことが、本

成鳥「脛（けい）」部に装着

種の保護にとって重要な諜題となっている。その

点から、現在、未整悩となっている当保護区内に

ある３箇所のズグロカモメ繁殖保護用の人工島の

整備と緒続的な管理が強く望まれる。

謝辞

　日本自然保護協会(NACS-J)と日本保護自然基

金(JPNF)は多年にわたって資金を出し、中日に

ょるズグロカモメ調査に協力していただき、研究

と調査において一定の成果が収められました。こ

のことについて、私は中国側を代表して２つの保

護組織に対して心から感謝を中し上げます。

雛「ふしょ」部に装着

レグ・フラッグを装着したズグロカモメ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　Saunder’s Gulls are ranked as¨EndanFIでd¨sPedes of the Red List of IUCN. This research

Projed aims to make dear the ecology of the Gulls by bandingindividual and tradng route of

migration.ln the Chinese side･ mainly the banding are done for chicks. hwestigation on habitat

cond雨ons on both breedin8 and migration sites will be made too on the Chinese side and the

JaPanesesides･ lo make dear the h油ht use and migration route will be indisPensable for the

conservation of this ”Endangered¨sPedes｡

　　　JaPanese exPerts attached yellow flags to 22 Gulls at Sone’tidaﾛlat,JaPanin1996winten21

of them came back in 1997 winter. Similarly the Gulls with red flag, which stayed at estuary of

Yoshino-tive（lokushima Pref, and Kamo,river,Ehime Pref. in 19％,were confirmed at same

Places in 1997. Wintering site of the GuUs is not only JaPan but also southem China･ Chinese

exPerts recognized the Gull with yeUow naがn Jian8 Su Provinee, China.
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　　　ln 1998 summel; we rec(:ygnjzed8cok)nies at 5 legions, Deta当a犯1 colony at east estuary of

ShuangtaiRiverand7cololliesatwesteshlaryoftheRiver･2β69GuUswe犯counted at 8 cdonies

and 166 GuUs were counted on tidal nats. We estimated the total of Gulls is about 2,500.95 Gulls

were attached red colored nags and metal rhlgs.Werecognized 3 Gulls with red flag in 1998，

which were banded on this natural reserve in Previous yean

　　　Thesethin胞suggest that Saunderls Gu皿s have high ietl.111面gratio and they use ゛Peatedly

breeding and wintering sites.
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第８期ソロ・ナトゥーラ・フフンド助戌111報;|リ｝（1999）

Sustainable use and Preservation of Plant Resources

　　　　　　　onMt. Emei,Sichuan,China

Zhu Zhengyin, Luo Minghua

Abstract

　　　Mt,Emei(3099 nl a.s.1･,2931ダN,10y2L5'E)is locatedillSi(huan,China汀hjs mountain isa veriUble

DNΛbJnk of Plants.0nthebλsisofourinvcstigationovcrtheyear;weluvecomPletedalistofPhntsPeciesofMI.

Emei, and des(ribed theirdistribution.00294 Plant sPe(iesre(ordedj01we陀endemictothis mountain，

alld28 were ranked as the most imPortant forconservation in china･ We ranked the sPedes as endangered，

endemic･ raPidly'reducing，r･!｢eandconunonsPecies.Λvcl;etation maPゝvasalso PrePared. Based uPon

the noristicand vegelational characteristicsof Mt. Emei, some methods for preservation and sustjnab】e

use of Plant resources were oullined and discussed in thisPaPer･

lntroduction

　　　The forest of Mt. Emci is ･lvital rlsour(e for the lifeof lhe locj PeoPle･ be(ause itPlays an imPort･㈲

role in maintaining the e(ological balance and Preventing sevcre droughts and noo(lings of the region. lti5

designated as"Nぬlral and alltural herilage of the world". ltis a good siteforsdenほicn2sぐaKhand(ヽdu(Jion,as

well as for tourism･ Thcreforejt is worlhy of careful Prcserv･ltion. Studies on lhe forest vcgelation on Mt.

Emei have been underlaken by Li (1984)and ljng and Ohsawa (1997).Zhang and Zhu (1981),and Zhu

(1988,1997)have studied the mcdi(inal Plants of Mt. Emei.HowevcUhe study on the sustainablc use and

Preservation of Plant lでsources and vegetationonthis mounlain is st副imited.趾?madeathoR)ugh investigation

of the Plant resourてestoProvidescicntificevidencefortheimPorlan(e of the noristic characteristics of this

mountain｡

　　　The authors wi5h to givc their sP(xial thank5 to Profj)r･ MasJhiko Ohsawa,andtoMs.CindyQ･■lng

whojhfough careful reading of the manuscriPt. did much to clarify and organjze the Presentation. Andw゛e

al5othankDr.Keii(hi Oono forhis vdluable advice and su隅(stiols.The funds forthi5 n5carヽJhwclでPmvidedby

the Nature Conservation Sociely oりaPan(NACS-J)･

Study site and methods

Studysite

　　　Mt,Emei(3099 m a.s,1･.29° 34.5'N. 103° 21.5'E)islo(｀atedin south-centralSichuan,China.仙e

nleanannualtemPeaturds 17.2℃and3.0℃for EmcishanCity(a foothill)and知ding(onePeak ofthismotultain)，

rらPedively.Mean annual l)rQ(ipitationis1528mmand1756mm,resPe(tivelyThesoiltyPesofMt･Emeiare

diversejnduding ycHow soil,yellow‘brown soil･decP brown soiland Podzolic soiHn an altitudinalorder･

－ －

(Sichuan Scho()lofChinese Maleria Medica， Emeishan,Chin3)
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Methods

　　　We coUected samPles from the field for nlost sP{x:ies,and PrePared dry helbarium sPedmens to a}nfinn

ouridentification.'nlesPednlensxven2deP(site(l in the DePartment of Botany Sichuan S(hoolofChhl(seMateria

Medica,Emeishan,China,XW followed the th犯e fol？stzones darined by llng ＆O11sinva(1997),namelyl)the

ev『Fen bmad-leaved folxstzone at 750-1500 m, 2』the mixed fost zone at 1500-2500 m, 2a)theev弓卯enand

dedduousba)ad-leaved mixed forestsat150{}-20(X)m,2b)the bmad-leaved and conifeE)us folrstsat 2000-2500 nl，

and 3)the coniferous forest zone at 2500,3099nl.Based on this PrinciPal Pattem of vegetation distribution, we

ca�ed outour own investigation and observation for drawing the vegetation maP of Mt. Emei.The dominants

lveredecided by sPecies abundan(ej.e.jhe nunlber oHndividuals･ and communilies were named by their

dominant sPecies.

Results and discussion

7T/lりJ加11sμ�t7幻7'�1/1冷‘拓�仙1涵1

　　　There were 1294 Plant sPecies in 183 familiesjncluding 80 PteridoPhyte sPedes in 33 famiHes and

1214 Phanerogamic sPe(ies in 150 families (Table l),Anlong the 1294 Phanerogamic sPe(ies, therexvere299

evergreent陀e sPe(ies, 245 deciduous tree sPe(ies, 634 herbaceous sPecies and 116 1iana sPe(ies. Among aU

the Plants, 492 sPeciesxvereendemic to China, 79 sPe(ieswereendemictoSichuanj01sPe(ies were endemic

toMI.Emei,882 sPecies were medicinal｡ 51 sPe(ies were(umvated｡

　　　XW divided Mt, Emei into the foUowing four segments; alPine (3000-3099 m),subalPine(2070-3000 m)，

middle montane(1000-2070 m),and low nlontane (600-1000 m).There were 103 sPecies at 3000-3099 m, 271

sPe(ies at 2070'3000 m, 897 sPecies at 1000-2070 nl･ 851 sPe(ies at 600'1000 nl. Relic and endangered Plants

were abundant below 2000nl.Most of the Plant sPecies were (onfined to only one segment or two segments･

Only a few Plants were distribuled in three segments･

The impoylant plalllspeciesalld tlleiydislyibulio11

　　　'nletnvere 361 imPortant Plant sPe(ies belonging to n4 families (nblel),0fthe361 sPe(ies, 28 were

ranked a5 imPortant sPecies for conservalion in China (Gao＆Wu 1989)j01 were endemic to this mountain.

351 sPedes were ranked as rare sPecies be(ause they were very nluch limited both in distribution and in

numberofindividuals.265PlantsPe(ies alでcon5idered as raPidly゛i゛!dllcingsPecies by comPari“gthere(ords

from 1975 to 1998. The n2duced occur陀nce陀sults from two major causesj.e.a)many canoPy trees were cut

down in the low and nliddle altitudinal zones during 1958-1975, meanwhilenlany herbs tmderthecanoPy

tn!es also died when they lost their dePendent conditions, b)many medicinal P】antswere Picked or uProoted

to be used as traditional Chinese medidne during l％6,1976.

7Tlleprhlciplllplanlcommunilies

　　　The vegetation nlaP is shoxvnin Figure l･ln the maP, twelve Plant（ommunmes were dassified as

foHows:

1. The evergreen broad-leaved forest zones at 600'1500 m

l.1 P/1∂油ど‘Ｍ肛回μｓｃｏｍｍｕｎｉｔｙ
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　　　This community was distribute(laround the temPles and hHhe guHy below llOO m. ThecanoPy

trccs werecons山utcd by P/lc'tφΓz恥川1‘川ａｎｄ Ｍ�／１面り面がf.Thecanopy(overage was 50％-70％.The

stems of both 円wbczhemlanan(X Machiluリhlgiiweie蜀minm･lximumheight･lnd40cminDBHonan

avcragc. Some evcrgrccn sPecies， i.c. Af‘zc/lf/11s '11fcrt)ご‘7rl'‘lゝ'･1r.t)?ljdt'11sfs，/)/1()t'ly t‘ljf11,･11sfs，fそs/lt･,lrt･,fx･,|r.

omeialsis･ T11゛Phli‘l aがillis･ 11ex lll‘lciocaiPa， Cllst‘111opsis h!lsllix ana S!μllPlo(osk)|,!1,1nlh,l weie lound in the

subcanoPyjlheshrub l･lyer was mainly comPrised of山1印陥d面朗冶subsP.a川t･必1妬;j:1μy･1 1･raj絢洵，

vibunlum br･ld¥x)h!μml， Aydisi‘1
(iellal‘l ana Ma6a monlan･l.1hegroundlayerw･lsmjnlycons山uted by

BCSoni,11imllli(111ii，lll,11ostcllla sPP･･St'1収函t･//,lsPP.and some pteridoPhyte sPecies.

1･2 AIた‘加陥゛j//�1‘川community

　　　This(ommunity w･ls distributcd ･lt 850'1100 m. The canoPy was dominalcd by A咬加陥川討治甫

and //附jl"�lt"μyf with nl･lximum height or 33 m and an avcr･lge oH)BH 45 cln･ However･ sonle gullies

wcre dominatcd by 17cl,s /lc11ryj of 20 m in height and 30 cm in l期H onanM･erdge. The subcanoPy laycr

was constituted by rなＭ加'1り/f,U�t7り'1汝加r治皿var.加川s/９‘田‘7，nwlt'･1 /lt'川s的/‘nl‘lj)/四陥z/1肖皿川，

Accrf‘lbii･ Machilus icll'IIWnsis, Lilhocnq'11s sl,iclllus and M屈卯/仙･＆印印俗削.'nle shrub laycr was comPosed

olルノC111×l dlf11゛'11jS Stlt｀SI).()111j゛'jlSfSj/)y11()jjりy111?1‘佃゛/111炉7jyl/a/‘1゛'S･/'1･(｀11S/‘11‘()´‘?励)1/‘?･111(114111'11j SI)1)jnlegroUnd

－

Ｎ
４
↑

Figure l.T11('m･IP(｀h'egel･11ionof MI. Emei,Skhuan,China
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layer was nlainly formed by Reine(kia canlea, Elatostenm s?p. and some PleridoPhyte sPe(ies.

1.3 1j111oa脚用s-○佑川叩sjs(omnlunity

　　　The communny was distribuled at 1200'1500 mjnle canoPy coverage was 40%゛90％.Thet【でt｀swere

15-25 m in height and 20゛25cm in DBH. The canoPy layer was constituted by LilhocarPus deistoぐ,|rPusand

Glsl‘111叩sisμ哨町‘11jljljl.01her evergreen broad‘leaved speciesj.e. C‘lsla11叩slsa7,11aa111111,1,Qぽgllsay�ojl，

1.jljax,1りJI,sl,j,j,jfs,A･1,7rjlijl,sl,jljがi,M辺1叩jla!14!ωnll,!r&･j,Ci,11j,l川olljl,lzllt,jlsallji,Go�∂j一gj,一11晶｡MajSlifli,1

sz�1㈲�r･7,ル‘t'r戸1肩and Sy凹'k(lsml凶a comPoscd the subcanoPy layer. ln the subcanoPy laycr, there

xverealso some deciduous trccs，such as ル゛β川‘lx面心面zfj,んか川dldif，£叩ね壹り'/t面sl'μ川1μ'land

lJ昭d/1討,f山印浦11収仙川,?,Theshrub layer was comPosed oHj�m阿ddⅢ朗印5fs,zl�11�卯仙cc叩�･7治，

Litsfa POPul㈲h，Di(hio,lfebrφISa avx(X Z‘7'11/'oxy/1“り'1‘川㈲面皿1.The ground vegetation was mainly

comPosed oHyisjaPonic,l,0Phi叩卯onbo(kianus,Mi(?losorilam釦由mei,ConiOSMmme inlenllcdiaala Woodle,lydi,1

"�が川川‘自.Lianas were also found， such as Mμ/�f･り泌1妬川‘lj /t'‘lt7‘D19‘7/ど1'sfsvar.shlfllsis,Adinidi,1

ωﾊﾟ,7a･,1,some of which (limbed the stems of shnlb, subcanoPy and canoPy trees.

1.4陥1,駈,7-/1d油�叩/田四t?川川1面り/

　　　This community was distributed at 1100'1400 m･ The canoPy coverage was 70％-90％.The stems wcre

20 nl in height and 25 cm in DBH on an averagejlheforestcanoPywasdominatedbY Lindaa 'ncgPhyh, L･

plllchayima vai. hemslり11111aand A(lino,laphneonleimsis.'lhe subcdnoPy layer was comPosed of p‘卯1０向而四

川･?び叩�皿1,堺心皿油tり1り泌Ｍ,川X/fぷ‘7szａ7陥‘1�('‘1，Ｍ涌叩陥d･t･c,Rヽ,?1μ必,Ｇ脚1四1(琲川川/o昭り･,?�c�油附1

and Qμt･だ11s川yrs面7t面陥.somede(iduous trees su(hasF叩1冶･り盾･凶μr川1限1,Ccl冶凶�erlw面四,(Ｗ川６

ａ)�れ)l't7印were found in both (anoPy and subcanoPy layers･ The shrub layer was comPosed of Sdlty/7μ‘7

･な訟'･￥,SIβdlyぼ11syunnanellsisjlぽ(7/1洒面㈲･ｐ印‘1�り面‘7面匹‘ﾘ面㈲andP印川1μ雨加s面圓.゛nleground

layer was mainly formed by μ貼ロ�‘向andsonlePtcridoPhyte sPecies.

2.The mixcd forest zone at 1500-2500 m

2.1 Machilus･Pta6りＭＸ-Ｐｎｍ叫-D,luidia（ommunity

　　　　Thisrather(omPlex(ommunily donlinated by many sPe(ics was distributed at 1400゛1600nl.The

canoPy coverage was 70‰80％which was(onstilutcd by Mtlchilus Pingii, PlerostyMX Psil叩hyh,Pnmus

bM(hyPoda aｎｄＤぶ'訪肩川'油れ７‘面.Stems were 15‘20 m in height, c. 20 (m in DBH. The subcanoPy layer

was shared by evergrcelh!nd deciduous trees･ such asA(e日㈲ximolりiczii，Relldeyo＆11dyon nl,1(yocaipum，

Prmn‘sS陥卯na･Lilho（財凹s鍼ridis･ Lindem Pulche”i”lt!vaTjlc川slりana,I･･IJrallii,Aescuhls ltlilsollii,Decaisllea

戸啄６心!nd Cぼ皿saμ山別ｙ凶1･The shnlb layer was comPosed of R11t)面冶�r(刑″7啄y明向///皿1，1:前函11仙s

chiぼnsis anldS油鉛s油1‘沢硯面‘川‘1･Theground layer was mainly formedbyOxalisgrllilhiUmpaliens onleimla.

陥向殖'皿l sPP. and some PteridoPhyte sPe(ies.

2.2 L晶(￥‘?り゛'ls'/1ぐび(ommunity

　　　　This(ommunily w･!s distributed at 1600°2000 m. The calloPy coverage was 50％,60％，and was

constit"ted by 咄/1(￥‘'？1'sd冶1(￥‘1りJI‘salld /1ct7/7油J/凶""/nle s｀lbcanoPy layer was (omPosed of Sd面1‘?

siMnsis， Pleyocay!lainsigllis,luSI,ms（alha!μnsis,Caipin11り,111Sialla,Tih hlan and G?りⅢs印�rot･びざ,1.The

shrub layer was nlainly comPoscd oIDecaisllea f‘ligesiian4 Shla”mdinayia chungii･ The ground layer was

mainly formed byμり副面y･1川油向らOX,1治が塵1回ｊＷ双t･川μlj sPP. and some ptefidoPhyte sPe(ies･

2.3 LilhocarPus-Cast,moPsis-Dapidia（onmulnity
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　　　This comnlunity w,lsdistributed at 1650-19(X)m.ThecanoPy(ovcrage was 70％'80％.Tlle stems were

15･25 m in height and 30･35 cm in【】田t Theevergreentrees such as /jl陥(｀討即sd冶lo(‘‘1り'1‘s.C･削･川叩js

μ陶y･lc･附面7,C.a7‘陶ぐ‘川隔7･M涌‘り'陥rlyc,n･,虎咳'j,ljlsf,h･/四X,向dnd Q11t･,印sc)xyo‘加lwere fotlnd in bolh

canoPy and subcanoPy. |)ecxauous D,IDidia ilm)lucyala,・llace1111oll shlalsc,Ceyddiphyhm j卯onicumvM.

畑1朗沁FIﾘ㈲凶1虎涵;|'μ川1μ11･mdル｀び‘1‘u万‘垣also oc(urred in bolh canoPy and subcanoPyjrheshrub

laycrwas(omrosea oHlex !11,mlnllensis,C,1,1:elliapila,jii,Nolh61り11,1x,lal,idii,l¥lyanSa t,illosa,St,lchyl,n,s

d面印弛;,jrlμ�隔�‘がⅢがnl‘?andl)tTjs�1がμF5μ.The ground laycr was mainly formed by l凹'･雨削5

四隔川,7and thlicaliss,1.

2.4 1.前ひぐ,lり,μs-ja･r-/Uが6･7辿X･lcomlnunily

　　　This(ommunily wjs distributed at 2000-2300 m. The cmerl;ent layer (20％-30％in cover妬c)was

collstituledby ポ･ながφﾊﾟａｎｄ了如X･ぼ/面肖1冶.The(anoPylaycr(4ひふ541X,incoverage)was m3inly consliluted

bylj面狛1り'11sdj弛)印りJI‘s･ /柘７ﾉ7‘'1'J/‘山‘川and■lxus chi四nsis，The subcanoPy was (omPrised of /1cび

川‘�川り面c蔀･肖田川り'面仙lscl面･μμ･ly‘l㈲andPtcrocar卯insiSnis.The shrub layer was comPoscd by

IJほ涵1面‘sd面朗治jjlsr‘□'冶油仙1‘1ユ.c�J'･7, R/1��tり1‘/rtllぼ‘?/り'/jy哨川and R. slr卵陥sl四.Thり;round

l･lyer was mainly formed by ル旧�面�,ゆnlが‘111‘7, 0x‘而哨1確7㈲iand/凹副洒15四面,711,1.

2･5 /U'冶｀�“X‘ﾄA｀t7'1)m';μs(ommunity

　　　This community wjs distributcd at 2300-25001n.Thec･moPy(overagexvas70％･80％，and w,ls

dominMedbyぶ㈲が?1'凧7ふ'収‘'d面c゛゛|示･Awμ11￥/M'‘川･ハ.心ｍ･'隋)a面z削mdl)““'“sy‘？1'Mjnlesub(anoPy

･lnd shnlb layers were comPoscd of /1ct'r/‘頃尚印川,＆1�‘油1面叫斤″‘1･S‘'画‘s面lso�･111‘1,Ｍf/凶聞ぼ1川司凍,１，

Ｗ"'""“"ａ)�面陥川･R/1(仙仙"|‘柘川‘1り1μ叩ljyh川･R･lwlly�d川川･S訪x/o'IXび7(″‘7･ R/1��朗‘/rt)'lsPP･･R面s

sPP.andR�'μs sPP･ The ground hycr was mainly formcd by /W卿t川1皿slゆ冶皿1,/1r皿面1討j,ﾘ沁卵,川,1，

C‘lc･1li‘11angulictl,‘!lc.

3.The coniferous forest zone at 2500-3099 m

　　　ぷ･治(ommunity

　　　lhe /U7f6 community was distributedat2500'3099m.Stcmswcre28cminmeanDBHand 18min

mean height. 仙e canoPy covcr･り;ew･!s60％,90％.Thesub(alloPy,lndshrublayerswerecomPoscd ofSI/1｀x

/1‘dl‘64',S.皿叩'西‘‘1･S副'1‘リｒ川貳y･S.面/卯晶1'叫卵i゛‘7t'‘? sPP･ R而'ssPP･,R/la心･加1‘伝用‘?�'○‘1‘川･lnd R.

か1't'沈The ground layer w･ls m･linly formed by 陥/双朗1四spP.,ル田債哨�,l戸昭函1,7,dc.

4､The bJnboo conlnulnity and a1;ricultura目andat 550-750 m

　　　There were bamb(x)comlmlnities around low dltiludinj ･1｢cassuch as Yangchafong/li･lnP

and Liheba､and some ric(hmd/or vcgclable fieldsin the lowcst areas below 750 m.

inl;zi

Methods吋Prcsれp,ltion ,nj s叫tdin油lc usc吋Plallocsoutc6

　　　　At Present･ nat"｢e(onserv‘11ion on Mt. Fmeos not as good ds it should be･ We have ProPoscd

tcnt‘11ivelyeight sites forPrcservalion of the relic,endangered,endemic,rare and iaPidly-reducilり;l)l･lnt

sPe(ies(Fig.2).Theloぐal PeoPle alヽdtourists should not be Permiucd to cnler the eight sitcs.

(1)Site l with c. 100 ha in areaatllao(;uo Si around 6oo-70()m.Thcreare47sPe(ies to be Prcservc(1,such

as Plwbe zheml‘ln.Also1111i1‘lsphlulos,1，Angiopleyis omeiellsis.Pil'μallei,?11se,LilseaxianSliaoshu,Z,lnlhox!μum
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1�cr,川面抑1.Zingiber l(mgyanjiang,TyoPidia emeishanica, A一isi刈iajimgensis, Reineckia cr(ihua,dc.

(2)Site2withc,40hainareaatWanLianSiandBaiLongDongaround 700-1000 m. There are 18 sPecies

to be Preserved，such as Phoebe zhemlclll, Actinod叩hne tyicho(但四,恥Piscia sinellsis，C四r/陥/∂脚汝,1り哺

Deltdrobenlhamia e111eiellsis,Poralla sinellsis, Ehrelia dicksollii,lj)11icer,11r,lgoph!IUa,Acorus xiallS!lells.Slyqlloliyion

uohlbilf,elc.

(3)Site 3 with c. 70 ha in area at xi Shin Shuo and Chang Lao Pingaround 1400-1600 m. Therc are 24

sPecies to be Preserved･ such as Cephalolaxns oliwri, Salix omfiensis, Mkhelialりilsonii，P11ofbe chhlellsis.

PittosPon{molぼicnsis,Yinquania oblon９,EmmaloPterysknryi,C･llmlthecmcishanica,Smh(面lh印りi,Scutehiia

ａ川6?llsis.i!1r.

(4)Site 4 with r. 80 11a in areaaH‾)a Pingaround 800'1600 m. 111ere are 48 sPedes to be Preserved･ such as

SIrldlli叩lfrjs fl'ljrw‘1･ ル11‘!111alざlxl's ″1啄al″l‘!�a，EIり吻11'‘り'11‘1り'1'r1111u11， Hり副fr″l y副1�111‘lj， Mall刄＆山

sza711㈲�cl， E11‘1r‘11113sis r11�t?1lsis， 1¥‘＆�‘1rls ljl‘!ri‘|如li‘1，jlt'111s11'y･1(11jlfil!11sls,ゐlo‘'lgllj111s t'11jt吻11冶μlc.

(5)Sile 5 with r. 80 ha in area al Hong Chun Ping arollnd 1200-1500 m. The犯are 52 sPedes lo be preserved，

such as /lslJlflli1111りJrtllo11X,1111Ⅲ，Dysos,jl,lwrs佃!11is，P,IMbl,･画a1111!1?Ilsis，Lys/∂jlo111s ldsallij, jsj,j,治1r,1

o111,?i,!jlsfs，ll�∂r,画川11s fj11,･&?11sjs，7jl,lji,rlrl,川oljlfjflls,!,A恒11一,1 14･jlsa�/,″n)り11,1sjl,ali.M,lilf�,h･,mls｡?lr.
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(6)Site 6 wilh ･r. ･100 ha in arca al San xiao Dong,JiuL,lo Dong ･lnd xian Feng Si around 1500･184)o m. T11ere

are 35 sPecies lo be Presen'ed･ such as /1'11aljJJly1111j al'゛)11‘1111111･ jyj仙11adjj‘□1幽7s‘1･ C叩lis 111j㎡1'1lsfs･

G･rrj,1り,11y111,川j･lβ111jrlj111 v,1｢｡辿ll･11s,･.M,－1必,l s,1りμ'111i‘111‘l, 7i･1r,lr,･111zllll si11ど1lsr,lj哨ひ･11i,h･川1･il･11s/s，1),11,j,1/,1

fljlり1ぽr,治1，141gTjllj1111h,11�1･1凶･，11,?ぽalj,h1111fjfjlsjs,flr.

(7)Sileフwilhr.100hainart･a at Lei l】ong Pjng around 2300-2600 m. There are 23 species lo be prescrved，

such as 7;lxlls rj』』･111･11sfs，1(jljx,11)11iH11jび7ar,1｡4r,ぷljlりg,･sii,/111が11‘･l a111＆･ll5is，R11aj�l･11,1j-1111 14･illj,111j妬ull1111，

S11y�,h･1111!j,!ljsjs,j,1,1.1･,hl川＆･11sjs./1rj如肖11,1 a1111･jfll沁7iりjjslr,1 111i. 1〕り'1'jl,l yllnll‘1�11sfs, ･･ll･｡

(8)Sile 8 wilh t‘｡500 h･1 ｡11 11i Zi Ping alld Ming Yue An ･1｢ound 2300-2850nl.T11ereg!re25 Planl sPecies lo

bePresen'ed･ such .ls S‘11｀‘jl‘1祠1‘･1111‘11･l,＆11ryd面1'11mlj″ij)‘la1111jHI一zl'j, /1rjll'函'1111｀il'jljs･ Glssiβ's＆卵11aj･1･7s，

Gt･,雨,111jl t1111＆･,ljs,Alt･yill,1 1,1jlll･y,111zl， 7ijcy,ljslりlyri,j',ilj隔l,1‘,lr｡lsjc,11ぶ5,Gyjl』,1,1,か,11,h･111t･i,･1lsis｡･11･｡

　　　Many metlicilul .lnd imlx｀lt11｀tPla“tsareworlhylobelransplanled to olher rcgiojs h.wing condiliolls

･!Pproximaling lhos｀･ onhe oril;ill･1l siles for susl･linable use･ o“umenl alld cduc･11ion･ We Pn･)§xselo凶･lbli5h

fourllurserieslor(1111iv.lting lheirsaxllings(Fig.2).XW think the ntllst･ries could nxhlce lhe prlsstll,,lorth(se

PI･lnts being subje(tcd lo Pi(kin1; ･!11d digging by local PeoPle and lmlrisls.

(1)Nursery l at Shuilllg Shuりillg for culli゛alhlg seedlings of such species .ls 晶11･111･1･"'･11a" j'1'1'y'j， R.

･1附!吻皿川，/11JIle･sかljzj，RljS,1 rlJj11,･jlsjs，7ilxlls rljj11,･11Sjs，rrjlil,�,l cr,iS51‘r,1�is，Q･jllj,i11,hlljl,･|‘,･jlslls and

a11心111a川副lj川,洽,･j.

12)Nursery2alNOIlgl)ongloralltivaling seedlings ol sud，srecies,ls D,ll,j,lj,l j,ll,111,r｡,1｡,G･,d而,ljy11｡｡，

jjlj崩ljr11111ゝ'a(.sf111りlsl'･ 'li'11‘|rl'1111t)11sfjl肖ls応Alfr11゛'11‘1 11'j＆ljljj･ lj‘ly‘1λ'111t'zj‘la1111'il'11sis･ 111'11‘j4｀11ゝlt'11‘ll1111111‘11‘11ゝ‘‘?ﾀj'』1111，

j:111111t･11卯lt7ys llt'11yがａｎｄ ＤＪ･,･,が1 11,11Jt･,111,1.

(3)Nursery 3 at llepillg and llei Y,!n Wan for culli,･aling seedli111;s ol such sPecies as l)｡jl,りj｡ j｡りa,j,1.

ル�11ol,lxlds ,1りひ11‘1･･11i･1，7ixり|‘l sl･111'1lsfs， G･1'jl�ol‘lxlls lljil'rri and Pjlot'1't' d面1りlsis.

(4)Nursery 4 at lhl,lng Wan lor cullivaling seedlings of stlch sPecies as lJj,at･1,1･ zlj,･,111,1,1， GI‘｡り41 1,jlalj,1，

£1,ω111�,1�11jaj,1,･s，1:11S･'j/j,1r,11/,01u･IJ11,SjJfj｡j,l and C｡,11J1， sPP.
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Tablc l. Chcck】1,lof tllcvascular p】antsinMI.Emci｡

　Spccies can,idercd ln bc importanl for con,crvalinn;lre prcQ=nlcd ln lxlld ltjllc. The f;lmilicsr,rc;,rr;,nμdby tjleordcr of “lc｡nographla Comx)phylonjm S,nico＝‘'(lstitute ofBotany.Acadcmi,1

Sinica.1972.76).Lifcfo。(AH.;･nnual herb; BH, hicnni;|l hefb;C.c;,vlly stalk:CT, canopy lrcc: DCOT, dccidllo,j，c･nifcrous c;lnopy lree: DS. decidu･us hroad-le・c4j shnjb: DST, decidous broad･

lcavcd subcanopy trcc; DSTS. dcciduous broad-lcalcd subcanopy lrcc ol‘sjlrub;ECOT.cvcrgrecn conifcrous c;lnopy lrcc; ECS, clergfccn conircrous shrub; E(:T,clcrgrccn broad-lcaved canopy trcc;

ES.evcrgrecn bfoad-lc;,ved shnJh:EST,evergfecn hroad-!caved subcanopy tree: ESTS. evergreen broad-leaved slbc;ln邨y tfee or shnlb; ET, evergrccn trec: H. herh:HL.herbal liana: PH.perennial

herb; S.shn』♭; WL woody liana).Alcil.dislr..A11iludinal dislributiQn (0,600-1000m;lj000-2070m;2,2070･3000m; 3, 304)《〕-3099m)wi111 abundance class (｢,rafc;－，frtqucnt;＝，abunda11;Ξ，

domlnant｣.CM.cult,valed(C3 or ml:dicinal planl (M).lmp. reason. re;ls(lnllorimportlnce. ).imporljnl conserv;ltion spccles designaled by Chinese governmenl: En， Endemicsp.(●，endcmic lo MI.

Emei:△.endcmlc lo Sichual: 0,cndemic lo Chlna):R.l.rafc spccies: Rc, rapidly-reducing slxcics.
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Tablc l（connucd）

　Famjly/ Spciご,cs

　　　　　　　Anlt djqr　　　lnlp- rでａｉｏｎ

Ｌ』ｌｃｌｏｒｍ　０ １ ？ ！ ＣＭ　ＩＥｎＲｊｋｃ(１１１『ｒＭ･ＴＩ;ｌぼx-
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中国四川省峨眉山に

要　　約

おける植物資源の持続的利用と保護

祝正銀・羅明華

　峨眉山（標高3099m、北緯29°34.5’、東経

103°21.41）は中国四川省に位置し、貴重種が多い

ことなどから世界遺産にも指定されている。年間

にわたる研究に基づき、峨眉山の槙物種のリスト

を完成し、植生の垂直分布帯におけるそれぞれの

種の分布を記靫した。記録された暁物種は183科

1294種（変種を含む）であった。このうち、シダ

植物は80種､種子槙物は1214種であった｡常縁街

種は299種、落葉揖種は245種、草本種は634腫、

つる植物は116種であった。また、これらの種の

保護上の重要性を分布態様などから評価したとこ

ろ、114科361種が重要種として挙げられた。この
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中には、中国の国家重点保護禎物28種､峨眉山固

有種101種のほか、峨眉山で分布地が限られたり

個体数の少ないと判断された稀少種が351種、森

林伐採・薬草採取などで近年の減少が著しいと判

断された急減種が265種含まれる。さらに、優占

腫に基づき槙生を11の森林群落に分けて、これら

を几例とする植生図を描き、名･群落の主要購成腫

を記載した。以上のようなフロラと植生の特徴に

基づき、峨眉山の暁物資源の重要性、およびその

保護と持続的利川のための方策を論じた。

　　　　　　　　　　　(推薦者：大野啓一　訳)
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中国南西部地方のブナ林に関する横生学的研究

楊　良

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　約

　東アジアのブナ林の組成的・隋造的な特徴を明らかにする研究の一環として、助成を得

て雲由省北部の三江[ｍ然保護区、資川省束北部の梵浄山特別保護区、四川省南江県の北

部地域の三省の三ケ所において禎物杜会学的手法を用いて調査した。

　中国大陸にははっきり特徴がわかっている種だけでも、Fagus longiPぐliolalaScem. (ナガ

エブナ)、/り､��a｡a Secm. (エングラーブナ)、F./1jc/Ja Rehd､ e1 Wils.(テリハブナ)が広

く分布し、四川省北淑郎(一部が浙江省)にはEpa吏�ca C.C.Yang(パサンソナ)が分布す

る。今回の調査ではこれらのすべての種を含む森林を調査することができた。雲南省北束

部の三江口白然保護区内では、常緑広葉街林の中に生育した姿のF.longipeliolalaとF.

lucidaの目立つ林を６ケ所調査した。また、二次林の観察から、固種ともきわめて耐陰性に

富むことを認めた。しかし、毘なる２種間の分布立地、分布域の相違は調査ではわからな

かった。賢川省束郎の梵浄山特別保護区のブナ林では14測定を得た。海抜990mの地点で

常縁広葉街の中にF.longipcliolalaが生育する林を調査した｡海抜1300m前後からはF.lucida

が出現するようになる。また、岐上層を落葉広葉樹が優占する林になり、常緑広葉街の優I

占するＭはそれまでの高木から亜高木層へと移る。林床にはSinanmdinaria complanalaが優

､りする。四川省南江県北郎では９ケ所調査をした。海抜1650m地点でF.lucidaの林を調査し

たがFﾊﾞn父lerianaが多く混生していたいた。林床はShinarundinaria nitidaが優占していた。

さらに四川省に特産のF･ pashanicaと、広く分布するF.englcrianaの優占林を調査した。E

/･a姚�c･は絶９状の立地に分布し細く仲びた樹形をし､Ee｡g/�J｡此l斜而下部の土壌が

動く崖狸の上か斜面中郎に発達していた｡後者の腫は株元から多くの萌芽枝を出していた。

両方の森林とも、常縁広菓揖の勢力が弱く、落葉性の腫の占める割合が高かった。

　組成表からわかるように、中国は組成的まとまりが悪い。そのことはとりもなおさず多

くの腫から講成されていることを意昧している。雲南省北部と梵浄山の桔果を見ると、E

longiPcliolalaを含む存林は組成的には日本の常緑広葉揖林(ヤブッバキクラスの群落)と

煩似する常縁田林の中にブナクラスの種が侵人した形である。一方、梵浄山と甫江で観

察されたF.lucidaの浸占する森林では落葉フロラの割合が高い。そして、きらに四川省の

F、P3shallicaと/り卯/c山ａの優占する林では明瞭に常縁枡の割合が低下している。中国の

ソナ休は､大きくは落菓街フロラと常緑広葉街フロラが共存したタイプとして把握でき､そ

の購成割合が場所により異なるという形での組成的特徴を持っている。今回の資料を基に

基本単位である群傭について考えると、５つ程度の群集に区分でき、２群団程度にまとめら

れるであろう。

中国雲11j省環境監測中心姑

-
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　気象条件の相違を比較すると、中国と日本の大きく異なるのは温度条件である。中国で

の年間を通しての高い温度は旺盛な常縁樹林の発達を導き、これに対して、日本のブナ林

は、温度の制限によって常緑腫の生育が不可能で、落菓ソロラの多い森林となっているの

であろう。つまり、中国の亜熱帯地域と日本の冷温帯地域の差が賃的な違いを生じさせる

燎因と考えられる。

　群落購成種の類似性については、中国の森林は群落隋成睡に日本と同じ種があり、それ

以外でも外部形態がきわめて煩似しているものが多い。日本の常μ広葉樹林やブナ林に生

育する種が含まれる属が多い。また、日本のブナ林では｢９速紀姿素｣と呼ばれる中国と

の関係が強いｰ･群の種が生育している。それは太平洋型ブナ林であるブナーシラキ群集に

故も多い。

　常縁広葉街腫の生育については、中国の森林では群落購成種中に占める常緑広菓揖種の

割合が高い。一方、日本のブナ林ではその割合が極めて小さい。福嶋ら(1995)の集計によ

れば、目本のブナ林での暁生調査資料2915スタンドに出現する全構成腫数は1､260種であっ

たが、その中に占める常縁広葉の種は大変少なく43腫(3.n)であった。これは落葉広

菓街腫が310種、全体の2､□浅を占めているのに比べると人きな違いである。

　今回訓査で得た資料は広い中国のブナ林全体から見れば、断片的なものといわざるを得

ない。しかし、調査した三ヶ所が中国のブナ林分布の中心部にあたること、しかも、それ

ぞれの調査地域の中では垂直的な分布域もほぽ網羅できたことなどから考えると、中国の

ブナ林の本質部分をかなり効串よく押ることができたと考えられる。

はじめに

　東アジアのブナ林の組成的・構造的な特似を明

らかにする研究の一環として、プロナトウーラ

ソァンドの助成を得て中国大陸でのＭ生調査を開始

した。その桔果、これまでに図１に示した雲南省

北郎の三江目自然保護区、毀川省束北郎の梵浄山

特別保護区、四川省南江県の北部地域（魏家　林

場）の三ケ所において調査することができた。今

回調査で得た資料はきわめて断片的なものといわ

ざるを得ず、今回の桔果だけで中国のブナ休全体

を理解することはできない。しかし、三ケ所の調

査地が中国のブナ林分布の中心郎にあたること、

しかも、それぞれの調査地域の中では底直的な分

布域がほぼ網羅できたことなどから、中国のブナ

属の腫を含む存林の本貿部分はかなり押えること

ができたのではないかと考えている。

　調査のt蔑会を与えてくださった日本白然保護協

会・自然保護助成基金にお札申し上げる。

　以下に得られた桔果を報告する。
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１．中国大陸におけるブナ属の種とその分布

　中国大陸には/匈us lo昭jlx,ljolala Seem.(ナガエ

ブナ)，1り昭1�aj,jlSeem.(エングラープナ)，FI

11jdda Rchd. cl Wils.(テリハブナ)が広く分布し，

四川省北創郎(－こ部がi折江省)にはF.p｡sl｡ll,jc｡

C,C.Yang(パサンブナ)が分布する。さらに，四川

省北■肪にのみにF.cllejjljj Cheng(チエイニープ

ナ)の生ずrがⅢ告されている。これ以外にも，禎物

分類学報１１(２)の中に種としてはF.cl｡,jal,1

Y.T.C11angヽμ｡ゎrcvilJcljojala llll，F.llりjcllsjs

C,F.wei el Y.T.C11allg，F ljfz･lajejlsjsZjo･･など品腫

としてのF.1｡j,Sjjx･ljolala f.Jlj,lnae,151sY.T.Ch;ulgな

どが報1りきれている。また，浙江省四海山ではタ

イリンプナの変種/リ,aj･afae Palib.cx llayal;いl,｢.

z醐μa卯asis M.C.Liu cl M.H.Wu も報告されている。

しかし，E joj,助x,ljajalaからFj,al,ljcjまでの４

種以外は，その分類学的実態は未だに不明瞭な状

態であり，1り1,ic,ljjに至っては最初に命名・記祓

されて以来，その後，誰も確認しておらず，その

種白体が存在しないのではないかという考え方も
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度のチンリン山脈の束南、四田省、湖北省、毀州

省の境界山脈､四川省の西の山地に分布している。

　広い分布域を持つ三腫の分4i域を見ると、それ

らは大きく重なりながらも、4Jから北に向かって

F.longiPeliolala、|゛.lucidil、|゛.cllglcriallaの配列が

みられる。このnd列頬向は、覗直的に低海抜から

高海抜へ向かう配列でもある。それは後追才る式

川省の梵浄山での垂直分布に現れている。今回の

調査では、E d､je必を除く中国のソナ４種を含む森

林のすべてを調査することができた。

　中国でブナ国の腫を含む保林はゾナ属の腫が常

に優占する訳ではない。しかし、「ブナ属の腫を

含む森林」というのはllﾓ確な衣現ではあるが、今

沁゛

｀しｙ

ある。このように、中国大陸のブナ属の腫は未だ

末整理の状態にある。

　中国大陸でのこれらソナa;の腫の分布は黄河以

南、横断山脈以東の中国中郎、出部の省(四川、雲

南、責川、湖南、潤北、福建、江西、浙江など)に

広がっている。その分布域を図２に示した。代表

的な三腫のうちヽFJongiPeliolalaの分布域が鼓も

広く分布する腫で、揚子汪の南からから福建省

までの北緯30度以甫に分rliしている。また、チン

リン山脈の｢哨叫部から雲甫省、四川省の周辺山脈

にも発達している。/リ､jdlaは揚予江主流以南の

北緯30-24度の湖北省、霖川省、雲南省、四川省

にかけて分布し、R cngrclianaは北緯33.5度～27.5
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図２．中国のブナ属４腫の分布域

一つ長い。そこで、以下、便宜的にそのような林

を一括して「ブナ林」と呼ぶことにする。従って、

このブナ林の中にはブナ属の種が優占している場

合も、他の林の中に混生している場合もある。ま

た、中国には多くのブナ属の種が分類されている

が、ブナ属の「種」を一般的に指す場合には、こ

れも便宜的に単に「ブナ」と呼ぶことにする。

２．中国のブナ林に関する研究報告

　中国大陸内でのブナ属の種や群落に関する文献

としては次のようなものがある。

1.Tsien C11o･Po,Yilfrsun･chen,Ma Cheng･gung. Li
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2.中国腿披　科学出版杜、（1980）北京、1375pp.

3.雲南植披　雲南植肢編写組摺著（1987）科学

　出版杜、北京、1024pp.

jl｡ 資州槙被　貴州人Ｒ出版杜、（1988）、貴陽

5.Cao､Kun-fallg、 Petcrs､ Rob＆Oldeman.Roclof

　A.A.〔1995〕.Clinlalicrange and distribution

　or Chinese Fagus species. Joumal of vcgelalion

　Scicnce 6:317-324.

6. Kun-Fang Cao、 Rob Pclcrs（1997）Species

　diversily of Chinese beech foresls in rclalion lo

　warmlh and climalic disulrbances.Ecological

　Research 12:175-189.

Ya･lu，Chang Che-sullg ＆Ming Tien-lu （1975）　7.Kung-Fang Cao＆Rob Pelers（1998）.Slructure

貴州梵浄山水青尚林在蛙理分布上的意義

(The distributionof beech forestsof Mt. Fanching

shan and its significanccin planlgeography)禎物

分類学報13(1):5-18
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　and stem growth of muhi､stcmmed lrees of Fagus

　cnglc函nainChina.Plant Ecology l39: 211-220.

　しかしながら、これまでの研究は種の特徴の解

析とその分布を中心としており、今回行ったよう



な、純粋な意味での「ブナ属森林の植物杜会学的

研究」はまだ行われていない。

３．調査方法と解析方法

　現地調査はBraun-Blanquet(1961)の禎物lt会学

的調査方法によって行った。調査区内に出現した

禎物腫の仝てを現地で同定することはほとんど不

可能である。そのため、各調査地に出現した種の

すべて採取し、雲南大学禎物学教室で標本を作成

の後、同定した。このため、すべての種の同定が

終わるまでには多くの時間がかかった。正式な種

?lが確定した後､その名前を植生調査票に転記し、

整理して組成表を作成した。現地調査時にはほと

んどの調査地点で土壌断面調査を行った。上壌断

㈲の記祓後、各層位から上壌試料を採取し、雲南

環境観測センターにおいて、pHとECを測定した。

４．各調査地の状況

　調査に赴いてわかったことであるが、中国4000

年の歴史は「破壊の歴史」と言えるくらい土地を

刊川しており、普通には森林を見ることができな

いくらいに残っていない。中国は広い。雲函省一

つの面債をみても､それはＨ本とほぼ同じである。

後に詳説するが､各州の州都で車をチヤーターし、

朝早くから深夜まで走り、二11から三ﾐＨかけて

650kmから850kmの距随を走り続けて、やっと調

だ地近くのけに着く。その間は水田トウモロコシ

畑が広く、時にタバコ畑、ソバ畑も見られるが、

なによりも広い面債で荒原が続く、さらに駆で奥

地に入り、存林伐採現場近くの存休局の筒易宿泊

抱設に到着する。どんな山奥でも伐採の手が及ん

でおり、存林は急斜面立栽にしか残っていない。

ソナ林を探そうとすればなおさら大変である。時

間をかけて急斜面を登り、やっと調査のできる場

所に着く。従って､一回の調査も調査日瞳が艮かっ

た割には、得た調査桔果は少ないものとなった。

　以下に、現地調査を行った雲南省北郎の三江口

自然保護区と貴州省束北部の梵浄山特別保護区、

四川省南江県のブナ林群落について、その調査桔

果を示す。
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1)雲南省北束郎の三江口白然保護区のブナ林(表

l、Stand no. YNN1-6)

　雲南省の省都である昆明を車で出発、砂利道、

敷石道を３日問、廷べ850kmを走って、調査地に

近い三江□部落に到着した｡ここは少数民族､苗

族(ミャオ族)の居住地域である。広範な地域が放

牧､叫作に使われており、絶壁とも見える傾斜仙゜

を越す急斜面にさえトウモロコシの栽培地がみ

られる。また、日本では帰化禎物として雑草扱い

されているキクイモが、ここでは豚の餌として広

い面債に栽培されていた。

　森林は奥地の四川省との境界域に位置する三江

口自然保護区に残っているだけである。この保護

区地域一帯は過去から何度か伐採を受けており、

ほとんど全域が常緑広菓街林二次林であった。そ

して､再生したマツの林を現在でも伐採していた。

この保護区でブナを混える森林はきわめてわずか

であり、それを見つけるのは大変であった。驚く

ことに、そこに生育してい心F.longipeliolasa、F.

/uc/daは、暗い再生林内であってもシイ属

(Clsla｡叩jμfl)の種と共存して立派に生育し森林

を構成していた。常緑脚種と共存可能なこれら二

種は耐陰性に富むらしい。ブナの分布する保護区

地域一帯は9月から翌年の5月までの間、搭のかか

る口が多く、また、冬期には30cm程度の債雪が

あるという。従って、生育期にはかなり湿潤な環

境に置かれ、冬期から春にかけては雪の影響を受

けるその枯果、年間を通して湿潤な環境にあるも

のと推測された。約･10年前に一帯が伐採されたと

いう海抜1900m地点の尾根部において２本のF.

longipetiolataの生育を確認した。それらは脚高

25m､D田ll02cmと30m､144cmの大きな個体であっ

た、それが残る尾根部は伐採から免れたとみえ、ソ

ナと同じＭには常縁広葉揖のCaslJ､Hリ)sjs

plalyacalllh;･、Pholiniasp･が生育していた。その下

層の高さ３～６ｍにほCarpinus fangialla、SymPko.、

sumunlia、Accr pr�incumなどがみられ、さらにそ

の下には高さ1.5m、嗜披率90%のタケ((?ﾊJ､Wz/－

tumidinoda)が優占していた。草本の層では
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表１．中国西南部における/≒μJS属森林の組成表
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Ｄり'o,11ZIμju日jjljnjmll･j･nをはじめ，Oj,j,jopogo,l

bodjjljerj，Scゐjz叩此lg川jl sp･ Oxaljs jlrほjlj】ji，

jj,1,jc｡,lco,jl,u,js，政�･卿仙,jlt･,|専'lcr･lなどヽ日本

のブナ林でよく見かりる1引4の挿がみられた。異

なる場所の海抜1780mから2010mまでの地点では

F.j,jddjの多く生ず1する常1.紅1;葉榔林を調査した。

そこでは高木層にasla｡叩sjりl加ycajlalゐa　や

Cjf･jflocjrjm･js sp.　などがjofしていたが，F.

lucidjlの個休がll立つ。現地ガイドの話では，硬

い材のプナほ手鋸でlj伐採が厄介なので，敢えて

切り残したという事であった。1りt｡ljljpcliojaljと

jり,j,･j山を含む林で|ま常1.紅1:葉街が講成種の大部

分を占めていることでlj同じである。しかし，種

を･剛こする211{のブナがどのように分布立地，分

布域を分けているのかは今回の調査では明らかに

することljできなかった。

2）貴州省束郎の梵浄山特別保護区のソナ林（表1、

Sland no. FAI-l･1）

　梵浄|11ほ貴州?1淑北郎の北持2715413･1¨、束経

1081･11129”に位置する。この山は国家第一--級の特別

保護区に指定されているため訓をの許可を得るの

が大変難しい、||本の国立科学博物館が中心に

行った「揚子江とメ=jン河流域の総合調査」でも

許可を得なかったために実貿的な調査できなかっ

たとされる場所である｡度jRなる事前交渉のすえ、

３日同に限りて調査許可を111た。現蛙には雲南省

の省都、昆明から夜行列車に12吋間乗り、翌朝Ｒ

州省の省都､ilt陽に到着｡そこで車をチヤーターし

て北束へ向けて670km走り、湖西省に近い江口

県il:□の「特別保護区管理事務所」に到着。江口

から再び車で２時間、保汲区人りIT】に到着。現地

の管理事務所での打tJ合わせの11、鉄格子の門を

入り、車を乗り換えて7.5kllUUって海抜810m地

点にある登1111.1に到着した。そこからは川沿いの

道を遡上する。そして、急刹面にとりつき、痩せ

尾根の上に造られた約5､000段の石段を登ること

になる。このルートほ何本かあるＱ山道の内、束

側南斜面の道である。申国哨物学会lg（1975）によ

れば、この斜面は他の斜面に比べて落葉広菓樹林
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の発達が良いとされているルートである。梵浄山

の最高峰は鳳凰lll(2.572m)である。それを中心

とした束丙16km、南北､18k111の地域に|'|然禎生が

広がり、その範囲が特別保護区に指定されている。

鳳凰111近くの金頂山(2､336m)の山頂にはお寺があ

り、地域一帯はその杜叢として保護されてきたと

いう。

　哨物討落について述べるlnに、中国Ｍ物学会桐

(1975)の記述と現咄で得た情恨とから、この保汲

区の白然的条伴についてみよう。この保護区は中

国の南西郎、資州省の束北部に位置する。そこほ

冬}り』のシベリアからの季節風の影Ｗほ弱く、Ｑ期

には高氾度の束南海岸季拍凪下に1??かれるという。

そのため、冬ほ温暖で、夏ほ涼しい気候条件下に

あり、申国の気候区分では中li】亜然愕気候区に入

れられている。現油で聞いたところによると、一

11中曇りたllが多く、年間を通して三||間遠続し

て哨れる11はないという。従りて、濯潤な環境が

艮期間続くことになる。この山は中生代から｡新生

代にかljての造山運動で形成されたtjのである。

lbヽ年Jjの間に浸食を受けた結果、1500mもの高

度差を持つ深いＶ字谷が形成されている。そのた

め山休仝休ほ平均傾斜30度以上の急斜面が支IS､1的

である。地貿は凪化を受けやすい千枚岩、粘仮岩

や頁岩である。上壌は埴貿で保水力の強い茜褐色

森林土が主休で、断面中にはμjレキを含むことが

多い。乾燥しやすい急斜面でありながら{j、多iU

な環境と保水力に富む土壌の発達が、氾潤な立地

を好むブナりSの腫を旺盛に成J､yさせているのであ

ろう。

　St浄|11のブナ林lj常縁脚と混生し、ﾄ'層も常緑

種によって占められている。中国禎物学会桐

(1975)によれば、保護区内は洵抜600111 ､1でが人

為的破壊を受た二次休。ブナの分布ほ600mから

始Tまり、1300mまでにはF.拓｡助ylj､り』1｡が生育L、

1300mから160{}mに|よlz.lucid､Iが分布-l･る。さら

に1600m以上にEe､��j｡､Iが分布するとＬてい

る。しかし、今回の調査では十分な時IIljがとれな

かったこともあり、登|11ルー･-トから岨れた場所に

戈MiするとされるF.c,��｡｡aを含む４林は観察



できなかった。海抜900m付近で急斜面にへぱり

９くように生育している/り｡｡助,clj,lj,11｡の個休を

発見した。その中での最大個休の直径は1.21nであり

た。少し登って洵抜9901nの地点，傾斜35度の

急幻面に発達する地点で禎生調査を行りた。森林

の111観は営緑広葉樹優占林であり，その申に落葉

Ⅲが混生している。群落の隋成は次のようである。

高さ16m，咳肢率80Xの高ぷ層はμ.j｡,りljllt･lj｡£11,1

とCI｀lajlopjis c111jjlji，ljlj面加lゎjr ijl･･ /11'cr 5jl. が

混生，亜高木l弱は7m，50V(゛唇明必c,11 b4),り･j,1,1,j，

低木,gは】。５ｍ，３０ＸでSCI,｡raヽ,jぶll｡｡e｡jljll,!，

lj,dOQj,!mljS加1芦･sj･.mi'jj痢などが優占する。草本

層ほ0.3m,65Sでウバミソウによく以た以,1｡珀｡。

slt'･4'jrdjjとベニシダに似たＤり･叩lerj.d｡bl,�t,j

がll立っていた。

　海抜1180m，1260m地点の岩角地にほパッチ状

にSt本の7s叩j loj,Sjl｡｡t･11,jl.1の生育かみられた。休

床にほツツジｎの禎物が多く，£yo｡j.HI,･Jlilljj

var.ejljμjca(ネジキ)，ljj,1叩leり･μ,j｡りぬ,jc,j｡，

(･ンラジロ)，，1rdjsj｡ t･－｡11｡(マンリijウ)など

111木との共通種もみられた。海抜13001前後から

はjりoj･助)1�aj･･1･･に代わ９てF.j,jd,1｡が出現する

ようになる。相観gj--･変し，最上層を落葉広葉

田が優占する森林になる。常緑広漿則の擾占する

Ｍはそれまでの禽木から亜島木層へとfl;り，林床

lj Sjj･sjjld函,j,l a｡叩jぶl削こ変わる。海抜1820m

地点のF.lucjdj優,li休では，最.h層の高さは

２６－３０ｍで，禎肢申は80％，lj11,11c｡りl,js　sp.，

/h'er sp.
を含んでいた。そして，その下層:こは

10m，40Xの0‘da11･･1･lj･･ﾘIふμ･･JC,口アラカシ)を

優占腫とする常緑り;葉則のX･1が形成されていた。

そこにはljj&･il｡1□cr,l,,1r｡lヽ｡lj,)j,11･.s･，SJ‘jlﾘ1111cos

m･j助ｓなども多い｡このl出ま時にコ削こ分化し，

アラカシの層の下にＵｋｉ･l｡｡ICf｡Mrl,t･｡,j�dCIの層が

形成されることがあった。低木りは１

でSinarundinariacomPI､mal､lの浸占が一

5m、10(以

l的であっ

た。さらにそのドにL11Jり･1ﾘ11erjs 、jlf､il､1、IJ.

lal｡lrdej、01】/liojloきlg'lllll;ljrcj、0.j･ｉｐＯｎｌＣＵＳ、

Sd･jz叩Zjragma nloljeなどll木と同じ哨の種を含む

1､t木層が形成されていた。海抜1910m地点にほＥ
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lucidalの田高25m，直径105mの大きな個休があっ

たが，胴幹には密にセン類が1‘i生してj3り，樹皮

ほまったく見えない。ブナ林はほぽ洵抜1950min

後で揖高５ヽ７ｍのﾆjケ林へと移る。その林には営

緑揖の0‘cl･11･･･j･l/l叩ljs5feun趾･j･,･が優占しており，

落葉樹のll｡j｡,juemぬlj，，tc17r j1,1k･j/｡1,j｡,を含ん

でいる。幹にはコケが着生し，枝に,1でj乏く尾状

に:jケが飛れ下がっている。そこの年平均気温約

8.3-9度，年降水量2000-2,100mln，11困湿度は90S

あり，i臼I{iE銘の雲霧帯林である。両抒の林は胴

冠の形の遠いによって明瞭に区分できるが，:jケ

林の分4i高度轜ほ150m前後しかない。この帯を

過ぎるとSj｡｡,I｡,dj｡｡,ia Comμl｡｡1,1群落や低木群諸

となり，山珀に達する。

３)四川省北郎のブナ林(･表1、SI;uldno.

SH11-9)

　調をを行･〕た四川省南江県は省の北!Mg位置し、

その地理的位置は北緯31‘50°ヽ32°･151､貳11106'27'

ヽ107110'にある。四川省の省都で中1削=1学院成都

分院のilICをチヤータ･-して出発｡成都から南i】:県の

中心都､li、11jil:までは563kmであった。そこで林

業Ｍを訪問し､調査ll的地一缶のi､lj眼を収ｌした。

ll指-1･調1､り也-‥･帯は南江よりさらにﾘ!地にある、

1972年以lyj、そこには4万haのブナ林があｰ)たが、

この27年lnjにブナ林の伐採が進み、現在では約１

万lla ly度が残るだけというっしかも、Jこきな･jlと

まりで1いJているところは少ないという。fidilL

たブナは林場直営の製材所で現定の叶イズに加工

した後、|曰司広島)へ輸出才るという｡また、1!;

場内に生育するQ･･l･rc･jsの腫でほ炭を焼く。そこ

でほ年間に200､を生産し、そのほとんどを日本ヘ

輪出するという。価陪は、良貿のものがｈで13万

円程度(7a)0元)とのことであっﾉS､11にしてlj

炭にＬてlj湛か賊方の口本に輸出されていると聞

き驚いた。この地域内で、伐採に従'jlしている人

とその家吸は約1000人である。ソナ林が賎る地域

一帯は、現在ほ四川･省の保護区になっているが、

残μ面laが少ないことから、林業局としては、将

来は保護規馴の強い国家級保護区にしたい愈向を



持っている。しかし、そうなると1000人の生活が

成り立つ道を考えなくてはならず、実際には指定

申清に踏み切れないでいるという。

　南江の町では年降水噛が1400mnlあるが、夏に

雨がなく秋に多い。そして、雨が降ると必ず霧に

なるという。 1972年以前は９月下句から10月に初

雪があり、冬期には30-40cmの漬雪があったとい

う。しかし、最近は10 1jに初雪があるものの、la

もることはなくなったそうである。この地よりも

奥地で、海抜も高いブナ林分布地域では陣水、積

雪もさらに多いことは疑うべくもない。

　実際のブナ林調売地は随西省との境界に近い魏

家仄林場の管理区域内にあった。そこへは南江を

出て、くねくねと曲がった山道を70knl走り続け

てやっと到達した。そこは秘境という言葉がぴっ

たりの山間である。宿舎になった林場の接待所は

湿っぽくお膀辞にも立派なものではなかったが、

人々が好愈をもって接してくれていることはよく

わかった。この周辺は伐採後に肖生された二次林

が広がり、日本のカラマツが暁休されていた。現

地の人の話では、日本のカラマツは成艮がよい。

件通の木では伐採までに40年は必要であるが、こ

の種は半分の18-20年で成木になるという。また、

病気にかかることもなく、きわめて成績がよいと

のこと。日本ではどちらかというと厄介者扱いさ

れているカラマツがここでは重宝され、大事に育

てられていることは意外であった。

　林場の宿舎から9km叫地に入り1550m地点の製

材所に到着。そこから伐採跡の急斜面を登り、海

抜1650m地点でF.lucidaの林を確認、調査した。

そこは山頂部の比較的緩い尾根部であった。２ケ

所で植生調査をしたが、その林の中には中国の絶

滅危惧種であるS､e､､Jj｡j｡c､�sが生育していた。

調査地にはF.luci面が吸占しているものの、常緑

のQuercus glandulireraが多く混じっていた、上層

が落菓、中層が常縁の組み合わせは梵浄山のこの

休のタイプの林と同じであった、ただ、ここでは

F.englerianaが多く混生していたことが異なってい

た。林床には日本のメダケやヤダケを思わせる

Shinarundinarianilidaが優占していた。
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　■Ｈは場所を変え、深い谷と絶壁の間に作られ

たくねくねと曲がった砂利道をさらに奥地ヘ

30km人り、海抜1420m地点の森林伐採前樟基蛙ヘ

到jiした。そこへ到着するまでの問も、急傾斜地

の大郎分は二次林とカラマツ績林であった。しか

し、一部には伐採の手がまったく入っていないE

11a｀hanicaとF.englerianaの優占する４林があった。

F･ p3shanicaは四川省特産のブナであり、その立

地は絶壁と言える急傾斜地である。この睡の幹は

細く、大きいものでも30､40cm程度である。しか

し、紺如よ高く30m以上にもなる。幹はスラーッ

と伸び日本の電柱を思わせる。街皮はl.1本のブナ

に似て白い。葉はきわめて小さく3cm-､lcmのもの

が多い。高木層はF･ pashanicaが優占し、純林を

形成していた。中間層には多くの種が生育してい

たが、日本のシャクナゲに弘1こRhododel､dron

hylx)glancum、R.bricra拙humの優占度が高く、常

緑田のF｡rLya M､･/sり･/a、0'c/ol)J/aj岬s心四心ｍも

比較的頻繁に出現した。　しかし、ここでは低木層

の刄面;･r､j/･d/z･arja�1/c/aの生育は限られていた。

ここは乾燥しやすい立地であるが、年間降水量が

多く、霧が多く発生し、この年間を通して空中湿

度の高いことが、絶壁状の立地にソナの生育を可

能にしているものと考えられる。一方、Ｆ．

(ヽ叩/c山naは斜面下部の上壌が動く崖錐の上か、

斜㈲中部の凸地に発達していた。特に河川の周辺

に多く分布する頬向にあった。F.cnglc山naは朕

径40cm程度(まれに60-70cm)で、街高は14m(ま

れに20m)となる。抹元から多くの萌芽伎が出てい

る。また、附皮はざらつき、日本のイヌブナに

よく似ている。葉は大きく、日本のイヌソナにき

わめてよく似ているが、葉の裏には毛がない。こ

の休では高木層にF.englefianaに混じって落菓の

Qucrcus glandulikraが生育することが多く、時にそ

の腫と優占腫が交代する。中間りはｰ-般に発達が

悪い。低木層は落菓性の腫が多く、特に､U､c山

dielsii、Pcdicularis naslurlifolia、viburnum

ｂｃｈｌｌｉｒｏｌｉｕｍ、Ｖ．ｓｙｎｌｐｏｄｈｌｅ、ｌ．ｏｎｉｃｅｒａ

pseudoproleranthaなどが多く出現していた。ここ

では、Sinarundinaria nitidaは斑点状に生育するこ



とが多かった。

　四川省北東部に当たるこの地区は、中国のブナ

林の分布の北限地に位置することになる。これま

での調査地と違いブナ林の中に生育している常緑

揖の割合は、雲南省北郎や梵浄山の場介と比べる

と明らかに少ない。また、この地一帯にａＦ．

lons!ipcliolalat生育すると言われてきた。しかし、

現地の人にE jo､φΓ�o/Jlaがあると言う場所を案

内してもらったが、すべてF､ltlcidjで、目指す腫

は見つけることはできなかった。

５．中国のブナ林の植物社会的「植生単位」につ

いて

　表１に示すように、中｛ilのブナ休を日本のそれ

と比べると、組成的まとまりが悪い。そのことは、

多くの腫から隋成されていることを愈昧している。

　雲南省北部と梵浄山での調査桔果を見ると、F.

longiPcliolataを含む森林は組成的には常緑樹林の

中にブナクラスの種が浸人した形である。その

森林でも上層には就界のソナ林に共通する特徴で

あるブナ属とカエデ属が生育している。その下層

には束アジアの特徴であるタケ煩やササ煩が生育

している。梵浄山と南江で観察されたF.lucida の

優占才る森林では落菓ソロラの割合が高い。さら

に四川省のF･ pashanicaと|?.enSlcrianaの漫､1iする

休では明瞭に常縁揖の割合が低下している。中国

のブナ林については、大きくは落葉附ソロラと常

緑広葉町フロラが共存したタイソとして把握する

ことに間蹟なく、その購成割合が賢なるという形

での組戌的特徴を持っている。そして、基本的講

成としてすべての林でブナＭ、カエデ哨とササ煩

を持っている。このことから、束アジアに共通の

ブナクラスの特徴を洵えており、中国のブナ林

の大部分をこのクラスに認めることには問吼ない

とぢ･える。落葉フロラの漫占する存林ではそのク

ラスに所属するが、常緑街林のソロラが主体とな

る存林では常縁フロラが強い所にブナ　クラスの

性貿が侵入、あるいは、遣存しているものと考え

られる。基本単位である群集については、組成的

検討はさらに進める必要があるが、今回得た試料
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問の比較でみると、表１の上部に示したように５

つの群隼レベル（A－E）に区分できそうである。

そして、その上級単位としては２つの群団（I、

11）にまとめられる可能性がある。さらに検討を

行い、群落体系については改めて考察したい。

６．日中のブナ材比較

1)気象条伴の411遠

　今回訓をした三ヶ所での中国のブナ11;の1●を含

む４林lj、高度的に中国亜熱帯地域にあり、営緑

り;葉醇林(照蕩街林)僣の中とその上方に位置す

るものである｡そのためＨ本の場合とほ気候的に

はかなり賢なる条件にあるものと予想される。

　そこで、三ヵ所の内で気象観測資料が人手でき

た梵浄|11山麓の場合と日本で最もソナ林が発i91す

る地域のｰ･つである北陸の白山山綻との気淑条件

を比較した(衣２)。白山山麓では海抜300m前後

で照葉街林(ウラジロガシ林)と落葉広葉樹抹(ソ

ナ林)が接し、プナ林ほ1700mでアオモリトドマ

ツ、ダケカンバが優占する亜高山帯の＆林に1寡っ

ている。衣をみると、両者とも測定地点の海抜高

度はほぼ同じであるが、年平均気温は11本で5℃

以上も低い。最高、最低についても同様である。

降水lltlJll木で11ﾐ倒的に多く、２倍近くの差があ

る。それは冬期に明瞭である。この比較でみる限

り、中li】でljのソナ14の腫を含む４林ほ､QS温でや

や乾燥する立地に発達しているようにみえる。し

かし、kUI地点より高海抜地に発達する森林での

環境はW.な、ている。そこは、樹幹や枝に密にセ

ン煩がf･jj Lていることからもわかるように、き

わめてｌ潤な環境下にある。むしろ申国とl1本の

大きくW.なるのは温度条件といえる。中国での年

間を通しての高い温度は旺盛な常緑枡林の発達を

導き、常緑の腫がF.lucjdj林にまで多く生ずrする

ことになっている。これに対して、ll木のソナ林

では、沿度の馴限:こよって常緑11の生ず1が不可能

で、落葉７ｕラの多い森林となっているのであろ

う。つまり、中国の亜熱帯地域とll木の冷温帯地

域の差が貿的な迫いを生じさせる原|員jと考えられ

る。



表２．梵浄山周辺の気象と白山周辺の気象の比較

地点

印江（西側）456朧

松桃（東側）363.

江日（東側）370･

白峰（西側）4801

白川（東側）496･

気温（℃）

16.7

16.2

16.4

11.4

10.8

28.0

27.7

27.3

24.8

24.2

2)群落購成種の類似性

　中国の森林では，群落講成種に日本と同じ腫が

あり，それ以外でも外肪形態がきわめて類似して

いるものが多い。これは日本のソナ林ソロラが歴

史的に中国のフロラと関係深いとするこれまでの

多くの研究者の見解を裏付けるものといえる。績

生調査の桔果から，群落構成種が含まれる哨の一

部をみるとTax,js，775叩a，Ca｡,c//j｡，Nco/jlsea，

Ctsla/?01)5js,励7専疸)ぐ05,0Sma月1/11jS,0･C/01)j/JIOjl5fS，

DcndroPana.｀c,11ex,||licium,Euiya. Cleycra. Machilus.

QljerclJs，Comljs，Pn川us，Fra肩川j5，11c111/a，Acer，

C汀/7/川js,Aca月1/lo/Jaflax･ Sofllljs, Sり'r･1λ，Mc/josma，

Scllis;mdla.Aucuba.Ardisia.E11kianlhus.vibumum，

|.oniccla，11uony111us. Elaeagnus， lluμΓia.Daphllc，

Lindeia，Dryopleris,Plagiogyri;1,011hinpognn. 0xalis.

Ruhus,ljriope.Kadsura,Paris,Cymbidium,Smilax，

W,山などがあり，日本の常縁広柴樹林やブナ林

に生育する属の腫が多い。まだ，目本のブナ休に

は｢襲速紀要素｣と呼ばれる中国との関係が強い

一群の腫が生育している。それは太平洋型ブナ林

であるブナーシラキ群集に駁も多い。

３)常緑広葉街種の生育

　中国の森林では群落鳴成腫中に占める常縁広菓

樹種の割合が高い。一方，日本のブナ林ではその

割合が極めて小さい。福嶋ら(1995)の集計によれ
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5.2

4.1

4.9

0.1

1.4

降水量（ｕ）

刀最大　　月最少

177(6月)　9(uj)

190(5月)34(uj)

海抜高度　年７均　最高丿平均最低月平均　　年間

961

1，268

１

244　　198(6Jj)23(1月)

3,238　420(1刀)173(51)

2,220　　245(7月)128(5Jj)

ば、Ｈ本のブナ林での禎生詞査資料2915スタンド

に出現する仝講成腫数は1､260種であった。その

中では常縁広柴の腫は大変少なく43腫(3.4X)で

あった。これは落葉広葉樹腫が310腫、全体の

24.6%を､1iめているのに比べると大きな違いであ

る。その中で、殼も多く常禄樹腫を多く含むのは

太平洋側の九川、四国、杞伊半島から東海西部に

分布域をもつブナーシラキ群集である。この群集

ではCasむｕ･叩sjs属の腫を含むことはないが、

Cyclobalanopsis鴇(アカガシ、ウラジロガシ)、

沁o/価cμfi(シロダモ)、Canlellia属(ヤブッバキ)、

F･jり'aりS(ヒサカキ)などの常在度が高い点で中国

の場合と灯i似している。中国と同様に亜熱帯地域

の山地に発達レ(いる台湾のタイヮンブナ林での

調査桔果を見ると、その林はCam､l叩siパfiや

0･c/油山四雨ﾊﾟj;の高木が優占する常緑広菓街休

と隣接している。しかも、群落内に

Cyc/(φ油田o/ぷs、Clsla/lo/J∫fs、Ftjり'aヽCa/1r//jバ1;

の常縁枡を多く含んでいる。しかしながら、常縁

紺はタイヮンブナとは高木９で競介することはな

く、その生育は亜高木層から低木層での生育がほ

とんどであった。ここに示したように、東アジア

のブナ林は多くの共通性を持ちながら、地域の特

殊性を示している。今後の検討が必姿である。



弟８期プロ・ナトゥーラ・ファンド肋成成果報告書（1999）

Ecological studieson rnanunals and birds in Sti Lanka

Thisstudyconsistsofamammalstudyandabid study Each willbe seParately犯Ported.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Partl.

ComParative study on three symPatric large herbivorous lnanunals

　　　　　　　　inWasgomuwa Nationa1 Park, SriLanka

Padmalal, U. K. G･ K. 1≒H･ D. Ratnayake 2），U.R･ Weerasinghe 3≒

　　　　　　　　　　　　　　S.Takatsuki3）

lntroduction

　　　Sri Lanka is an island country which has been is�atedlong from the lndiancontinent and therefore

endemism of Plants and anjimalsishigh. Becauseofth匯IUCNhsts thjscountryasa¨hotsPot¨,anarea which

requiressPedal conservation(Myers,1988).SimjlartomanyAsiancountri6,economicdevek)Pmentis advein

Sri Lanka･ and nature destructionis Progressively goin8 on･ Among the animals fadng dimcultiesjarge

mammals have large honle ranges and require largealnounts offoodsバmd therefore theyarestrongly

affectedbyhabitatdestruction･SincelowlandsofSliLankaa犯usedfora師cultureja尽emammalsa犯conjjned

価tohgmentedrefugesandnationalParksthe2･Therefo恥their conservationinthese limited habitatsisqu池

imPortant･ ln otder to carry out ProPer conservationjHs essentialto undes悟nd theirbasiclifestylesand

ir血rsPedfic犯1ationsiftheyhvesymPatrkallyHowevel;becauseofdelayoftheestabUshmentof犯seaKh systems，

infotmation is quite nmited even forthe major sPedes｡

　　　仙is 5tudy trystocoUed th副nform涌onJ Wasgomuwa Nationa1 Park was sekted as a casestudy field.

The major sPedes indude AsiaticelePhants (£岬辿;回x面心),Asiatic buffaloes(釦凶回飯細治)and axis

deer(λ辿のjs).We intended to reveal theirhabitatselectionand food habits,and based on them we will

considerthe蜃tetsPedfk�浦ons. Some mamgeme紺imPI沁甫ons wm be ProPosed. Surv叩s were done in May

and SePtembeぐ1998.Thelでsults of May are rePorted here because thoseof SePtember have not been ardyzed，

Study Area and Methods

　　　Wasgomuwa National Park is situated in the low land in the central Part of Sri Lanka (Fig, 1),T'his

area ivasProtected from 1938 as a reserve･ and founded as a national Park from 1984･ The size is 360 km 侃

Wgetation is dominated by lowland dry semi'eve弔詑enfores鵬buttherea詑several grassland Patches Ghd

｀'chena¨(ausedbytraditjonalbumjn&cultuJjngadv池島whichisPiりhibit�tod褐どrhemmak)Pond5(aUed¨tanks"･

目Open university

23 DePartment ofM/ildli秘Constrvation

3’University ofTokyo
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Fi9，1.Location map of the study areas.

Many dePhants･ buぬloesanda)面deer Uve in the Park･ Besides them･ wjld boal冷ambaが必thbeaJs and leaPards

nvethere｡

　　　We established a census route, and drove regularly Theroute was about 20 km long, and covered

almost alltyPes of Plant communities found in the Park excePt riParian vegetation･ We recorded the Plant

communities at every 200 m along the route using the distance meter of a vehkle･ A toね1of％Points were

recolded,and the habitat availability was cakulated. When we found elePhants,buffaloes and axis de鸚we

mcordedthemtogetherwithtime,numberofanim幽andh油ht tyP6. Habitat tyPes wele categorized into six

tyPes: fon2st,forest'grassland ec微耳鵬scrubz woody island, grassland and aquatk a加as･Theforestisacontinuous

tree covet The forest“grasslandecotone is thdotlst ed8e and neighboring areas covered by shr油s.Thescl゛1恚

iscoveredbyskubs゛dherbs.Thewoodyis1°dis゛゜anPatふof ti゛esor shj゛bs aPPearing illoPenlands･

Aquatic habitats indude Ponds and mafshes･ Mud holes are also induded this tyPe｡

　　.lo reveal the food habits of the three h�)ivorous mammals, fresh droPpings were coUected in the

a詑おwherethea一ll!als we犯hequedy found. D哨吊吊gs of dePhailts おe comPosed of 5-8 bab each 由訥8

10cm価diameteちand about half amount was usedasasanlPle.pungsofbuff4loes゛eiesamPledbyasPoon

asasamPk/rwenty feca1 Penets of axis deer were conside詑dasasanlPle.lwentysamPleswae�ktedfor

each sPedes･ The samPles were sent to the university of TokyらJaPan。

　　　AIl fecal samPles were Preserved in 60％ethano1, and washed over a O･5 mm aPertured sieve･ Plant
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仙gments retained on the sieve we詑microscoPicaUy amlyzed. For ideneUficationof fecalPlant fragments，

nving Plants were colleded 匝the nぬonalPark,and ePidermal sUdes we詑PrePan2d. Plantidentifkationwas

doneattheNationalBotanica1GardenofPeradeniya,Quantitativeevaluation adoPted the Point“framemethod

(Chamrada�Box,1％4).Plant fragments were sPreadonaslide which has l mm 帥ds on the surface,and

crossingPoints covered by them were counted uP to 400 points.

　　　Percentage similarities(PS,Whihker,1952)were calculatedin order to show the food similatities

of the threesPedesjnlis index is the sum of the smaUer values of Plants aPPeared in the foods between the

two anima珀．

Results

1，Habitat selection

　　　hble l shows the habht sele�ons of the three sPedes. This table shows the PenこentaFvalues of the

findings. Axis deer utilized grassland (45.6％)and s(rub(25.2％)如quently. "Woody islands¨wereutiljzed

on抄by axis deell Buffaloes utilized grasslands more frequently (60.3％),while scrubs and ecotones were less

flでquentlyutmzed･ltwascharacte吻峨ctob�ﾐ図oestoutmzeaquaUchabhts･Thehabbtsekxjonofe≒)hantswas

similar to that of axis deeE Theuseof forest of elePhants was greatest among the three sPecies.ElePhants

tended to utihe less visual habitats like scrub and forests.

Table L Findjngs of animals (％)in different habitats of Was9omuwa National P故in the intermediate season。

Ｈ油i咄type

Forest

Fores↑,Grassland Ecotone

SCrUb

vVoody lsland

Grassland

Aquatic Area

Total

Axisdeer

　2.9

12,4

25.2

13.9

45.6

　0.0

１００

Buffajo

０．

２．

７．

０．

６０

２９

5

3

9

0

.

S

.

0

１００

Elepha趾

4.0

10.0

28.0

0､0

52､0

6､0

１００

2.Food habits

(1)lntersPedfic comParisons

　　　Table 2 shows the fecalcomPositions ofthe threesPedes,The comPosition of axisdeer was comPosed

ofmonocots(47.5％)which were dominated by grasses･This reached as much as 86.9％ifculms･ sheaths

and seeds were induded, The Predominance of monocots was more marked in buffaloes where monocot

leaves occuPied 56･1％whole monocots occuPied 93.8％.From these resultsitwas conduded thataxisdeer

and buffaloes are grazeMyPe ruminants｡

　　　D田e比ngfromthemjoodhabitsofe硲Phants were somehow different.Monocots accounted for63.4‰

but the occllPationofleaves wおonly22･7％/whkhwaslessthanhalfofaxisdeerandbuflaloes･Culmらhoweveら

occuPied 28.1‰whi画was greaterthan other two 5Pedes･ These resultssuggest that Qf e1叩hantsφgest
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1eaves we11,but culms Poorly.Dicotyledonous Plants in tum occuPied greater twigs arld゛oody fiber

occuPied 17.2％and 12･9％バesPecti゛ely both oh゛hich welrellegngiblein the othぽt｀″ospedes. lt was

strange that the ProPo画ons of dkot leavesivere snla11,and woody leaves accounted for only 31‰which

was furthersmaUer than axisdeer and buffaloes who mainly ate Fasses.

Discussion

Table 2. Botanical compositions of feces of Axis deer,buffaloes and

　　　　elaphants in Was9omuwa National P�くinthe intermediate

　　　　SeaSon.

　　　　Plantcategory

Monocots

　　Fiber

　　Culm

　　Sheath

　　Seed

　　FIower

　　Ligule/hair

　　Leaf

　　Othermonocots

Dicots

　　Twi9

　　XA/oodyiiber

　　Bark

　　Ⅵ/oodyleaf

　　Foileaf

　　Forbstem

Others

　　Cellcontents

　　NQn々ansparent materials

Total

∂∂,g

　3.?

　17.0

　8.9

　7.0

　1.2

　1.6

47.5

　0,1

77,∂

　0.0

　0.5

　0.3

　10.0

　0,3

　0.8

　す.j

　l,0

　0.3

100

息ま∂

　i.8

18､6

10.3

詐
昌
瓦
認
貿
器
劈
に
1
0
0

Elephant

　∂a4

　　1.7

　28,1

　　8.8

　　1.7

　　0.0

　　0.5

　22.7

　　0.0

　お.5

　　17.2

　　12.9

　　3,0

　　3.1

　　0,0

　　0,3

　　a2

　　0.1

　　0.1

100

　　　F肺2 sllmmarizes the fecal colllPositions by six major categoriesJtde�y shows that axis deer and

b�faloes are °3蜃1y gra2ぽs ゛hile elePhant are mi｀ed feeders and they ate s11PPorting organs like twiSs

and branches rather than leaves.

(2)PercentaSe similarities

　　　Based on these, Percentage similarities(PS)were calculated (Fig,3)，Left 8raPh shows the PS values

based on the 16 main food categories. Buffaloes and axis deer showed as high as 88･5％sjmilarity. ElePhants

were different from them, and the PS with buffak)eswas56.7％and PS with axis deer was 57.7‰

　　　Right gaPh shows the PS values calc�3ted by each sPedes of grasses. By them, PS was only 31･4％

between buffaloes and axis deer. PS values of e1叩hants wemfurther smalht was 19,5％between elePhants

andbu面k)鴎and 15,5％between elenphants and axis deet This suggests that when we compare the food

habits of herbivorous mammakmu爵categorizaaon Uke grasses and browses isless reliabkちand itis n2com^

mended to use sPedes level categorization･

　　　lnformation on wildほeinSriLan知islimited.Though thereare severalgood studies:e･g･,elePhant

e�ogy in southem Sri Lanka by MCKay (1973)showed basic information on itsbehavioらgrouPi賜and
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Fi9.2.Botanicalcompositions (％)in the feces of the three herbivorous mammals in Was9omuwa

National Park，

Fi9･3. Percentage similaritiesbetween the three herbivorous mammals in Was9omuwa National Park

　　　　Left:totaけoods,Right: 9rasses，

habitat seledon･ Howeveいhjs仇1dy did not詑fer to the food habits･ lnformation is further limited for other

wndlife sPeceis (but see Eisenberg and Lockhert [1982]for several wildnfe sPedes 訥WUPattu NabnalPark)。

　　　This is the firstquantitative food analysis of wildlife of Sri Lanka. This has found that Asiatic

elePhants, Asiatic buffaloes and axis deer ate ma㈲y grasses in Wasgomuwa NationaI Park. Thjs suggests

thatthe卵three herbivorous mammals utmze grasslands mol沿frequen卯than柘rest恥the fomler of which

were caused by human activities rather than natural grasslands. Not only food habit data but also habitat

selection data suPPorted that they utmze grasslands. Therefo弗grassland management will be a key Point

for the future man略ementofth始Park。

　　　Among the three herbivores･ elePhants had different food habits. Theyxvererelatively more
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dependent on dicots. Most of them were woody Plantsj bowever leaves apPeared less and branches and

woody 6b･‘aPpeaied more. T11js disagreed with fie!d o!!servatk）ns.We observed fr明uently the elephants

ate woody leaves. lt is therefore po卵jble to llndefstind !hat the elephants smash woody leaves by their

develoPed molars and d咄est them we11. Howevelsth妙do not femlentate plant materjals in their guts 3s

a�vely as ruminants. Tliisshotlld be confirmed by fe4jiﾇlg experiments･　　　　　ノ

　　　　lfwe exPect faidy high density of animals in the park･ grasslands are desirable･ Thj8 would satisfythe

needs of visitos, ln thjs ca鴎howevel; glra2i弓and browsing effectson vegetation wm be serious, a゛4 so°le

negati゛e effectsale exPected･　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ .･･･.･･･････　　　　　　　　　　･･･　　････1

　　　　lncontr3stjf we choose anothei option to maintein the present vegitation･ 詑dudon�gl;asslands by

some methods wo“ld be prejerable. hl this case, we have to exped the decrease of h6rbivoril Popll18tions.

This may result in dis3PPohltment of vjsitors.Ch�ce of this altemative option in the park manage“lerlt

should be dedded by the social concensus.
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　　　　レ・　　　　　　　　　　Part2.　　　　　　　　　　犬

　　　　A study on the bird and habitat relations

in the Knuckles Conservation Area, centraI Sri Lanka

Padmalal,U.K.(1K

lntroduction

　　'Sri Lanka is identified as a firstPrk)rity l'Endemk Birds Areas¨of the world by Birdlifelntemationa1･

Though13％of the land is designated a5 Proteded areas (田CNμ990),most of them are not sdentifically

mam8ed･ One reason is because oHack of sdentinc hlfonnatk)n on wildlife. 0n the other handjand use

Pattems of the local communities within and in the surrounding villages also cause serious threats to the

fauna and flora of the Protected anlas.
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　　　Alteration of the vegetation due to human activitiesobviously disturbs the habhts of the birds and

many bird sPedes have become threatened･ The most affected sPedesare endemiりPぐdes that have been

mstricted to Pockets of s咄able habitats(Kotagama, 1990),Tllerefore,仇遥es on the effectsof habitat alteration

on birds are necessary汀nformation on birds and their habitats is esse油al for the future conservation. The

objective of this study is to comPare the birds 訥different habitats of 4 conservぬon area in a central Part of Sri

Lanka, and, by comParing themμo show the effects of habitat alterationonbirds.

Study Area

　　　The Knuddes Conservation Area is geograPhicaUy a Part of the central massif of Sri Lanka (Fig.1).lt

isisolated from the main mouれtainmassfrom the Mahaweli 拓ver Wney on the south and east,and onthe west

by the Matale valley. The range consists of many conkal or wed肪shaPed Peaks or sharP ridges whjch stand

out abruPtly (1,700－2,070 m)forming the main mountain range runninS aPproximately in a northwest to

southwest direction. This range is Placed almost PerPendkular to the di犯donofthe｀/｀4llds｀″hicha犯PI‘imJily

resPonsibk for rainfalL The wind a-nd rainねUPI町a major rolein dimatk factorwhkhisuniquetothis犯gion･

This region consists of various chmatic zones ranging from extreme wet to almost dryzones，Thisintum

influences the vegetation in the 郷卵n.Themainfon2sttyPesindudethehumidtmPkallowlaJldsemkvergreen

forestsin the valleysμhe troPical sub-montane semi,evergreen forest on峨ek)wersloPes,the montane humjid

evergreen folでst(琲the uPPer sloPes･ the montane grあslandsorthePatanasandtfhePygmyforest(Cooray1956)｡

　　　The human POPulation 訥the region is relatively scarce･ being concentrated mainly along the westem

sloPes where tea estatesa犯Predomina吐Therea犯several sman vmages k)cated along the smaUer stleams on the

eastemsideofthemass迂andintheCorbett'sPPwherer池iscu附va扮d. Howevel; many fammesare engaged

in(ardamomc�tivation, which resultsin son en)sionandlandshdes(Coor辱1956).TでheKnuck隔Conservation

Area was 詑cently sekted as a wildemess area by the govemment.

Methods

l.Habitat description

　　　　Three rePresentative vegetation tyPes wea sdected as bird habitats: forest･scrub andsavanna.The

forest was l!ot gt1Jgl but Partly lo胚edseconda呼one.The scrub was comPos�oHess de陥e trees with

dense shrubs, Thesavanna ivas n13i�y comPosed of 8rasses with less dense shrubs and t詑e5.Within the he

transects oHO m x100mJour 10 m x10 ° s"bPlots were samPled to measure DBH (diameter at breast

height)oftlreesバ“｀1dfi゛esmaII Plots of 2 m x2 m were laid to describe undergrowth 蜃each habitat tyPe.

2.Bird censuses along transects

　　　Bird(;ensuses wete made along systematic ttansects.脂ansects we詑laid垣natural forests,scrubs and

savannas in the range. Censuses we犯done from 06:30 hr to 07:30 hr when birds are most active. They were

done from Janua呼to October 1998･ AU sPedes found were recorded by u仙g a Pair of Nikon binoculars (7×

25).0PPo出jnjstic observations were done to colkt additionaHnformation.
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Results

l.Habitat description

　　　Generali�ormation of the three habhts arelistedin Uble 3･The forestwas situatedat the highest

areas(1300－1500m)and the canoPy cover was dense whjch 2sulted in low lightintens昨The scrub was

糾tuated slightlylower to the forest.ThecanoPycover l/vasaround50％and therefore the undergrowth

was lighterand shrubs grew densely･The savanjna was situatedbelow 1000 mバ1nd thecanoPycovervyas

POOrand it゛as Ughtest among the threehabitats.

Table 3. Habitat information of the three habitats。

Tran･ect no. Altitud●（哨Canopycover哨）Ｃ自nopy heighl（m）

Forest

Scrub

Savanna

１
４
乙
｛
ａ
４

１
６
£
Ｑ
り
４

r
’

e
4

f
M
t

１４００

１４５０

１４００

１３００

-

１２００

１２５０

１Ｓ００

１４００

-

９５０

９４０

９７０

９４０

９０

９５

８０

９０
-
３０

５０

６０

５０
-
１０

　５

１５

２０

｀
Ｑ
″
｀
ｗ
４

１
１
１

２０

″
｀
ｗ
９
・
３
５

１
４
’
１
１

30

１５

２０

　　　Table 4 shows the h゛eqllendes of Plots which co“t3i゛d different Plants and littersamong 25 Plots.

The forests contained more 絨,es,and therefore more litter and dead woods, The scrub contained more

shrubs and forbs. Dead materials were intermediate between the forest and the savanna. The savanna was

characterized by more grasses.

Table 4. Frequencies of plots containing plants and littersamon9 25 plots，

Fぼest

Scrub

Savanna

｀
　

１
７
１
１
７

Shrub

U

u
J
a
）

ｒ
‐

’

1
1
　
a
3
４
一
″
一

Fort）　Leaf litter Dead wood

６
／
』
７
０

W
‐

’

r
‐

１
８
１
２
６

2
2
１
６
５

　　　The DBH d邸s distrib址k)ns of the h゛lesFo゛illg in the thn!e habitats are show�n Rg･ 4･ The forest

contained bigger trees than the scrubμhough the trees were not big like those in natural forests. The

savanna trees were quite Poor in DBH.

2.Avifauna

　　　A totalof U2 sPecies of birds were recorded (APPendi)dable).The majority of them (68％)vvere

resident sPedeswhile endemic sPedes were 17 (15％)and migrants sPedes werが18(16％).

－144



―
巴
゛
ｏ
」
a
q
u
j
n
N

100

80

60

40

ZO

０

　　　　　　　10-15　　16-Z0　　21,Z5　　26-30　　31-40　　　>50

　　　　　　　　　　　　　　　　　DBHClass (cm)

Fi9.4.DBH class distributionsin the three bird habitats inthe Knucles

　　　　Conservation Area.

3.Birds and habitats

　　　Table 5 summarizes the number of b�sPedes of�ferent tyPes which were found in the th!e hjbiほ

tyPes.Thirty ei8htsPedes aPPeared in the fo2st, and ll of themvvere endemic.Avifaunavvas richestin the

scrub where as many as 54 甲edeswerefound. Howevelﾝordy sixendemic sPedes we把found and majority

(40 sPP.)of them were residents.me savana contained only 20 sPedes. 0nlyone endemic sPedes was

found in thishabitat.

Table 5.Compositions of differenttypes of birds found jn the three

　　　　　habitats.

Endemic

Mi9｢atory

Resident

Total

FOrest

ｅ
‐

。
。
ｒ
‐
　
　
ａ
３

&
.
t
9
&
j
　
i
5

Scrub

Q

C
X
5
4
0
　
5
4

Ｓａｖａｎｎａ

１
４

１５

20

　　　llble 6 shows the number ofnndings(only birdswhose totaほndin尽swere largerthan 10 arelisted)in

the three differenth油ita豚Based on this,Table 7 summarizes the number of bird sPedes of differenttyPes

according to occurrence Patterns｡

　　　The foresttyでPehldudesnjnesPedes･amongwhkhfiveweR!endemic: SriLanka browncaPPed bableら

Sn Lanka duU'b隔e卵GtchelβΓiLanka white eye,SriLanka sPurfowl and SriLa泳a yenow eaped bulbu1.Since

the number of endemic sPedes a哨nm而djt isnoteworthy thathalfof the foresttyPe was comPosed of high

ProPortion of endemic birds汀he foreshcrub tyPe 蜃duded18甲ed叫゜dte“ofthe°゛e゛゛sidellt°dnveof

themwe佗endemic,0therth犯etyPes,thatis forest,scrub,savannatyPe,scrub-savanna tyヽPeandsavar四ﾄtyPe，

werecomPosedmainlybyresider尨:hcommon tyPewhich aPPeared in the d thme habhts contajmdtensPec織
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Table＆Number of findings of birds in the three habitats.

　　　　　E;endemic,R: resident,M:mi9ra此Birds whose totalfindingswere less than 10 were excluded.

OccufQncQ;ypo

Fotest

Forest

Forest

ForQst

FQずest

Forist

FOrest

Fargst

FQrest

FOrlst

Fcrest･9crub

Ferest-scrub

Fむrest-scrub

Fofest･Gerub

FOrQ吠･SCrub

FOrest･scrub

FOrｅsl･scrub

FQ降sl･Scn』♭

For4sl･scNb

FOresl･sc匈♭

Forest･sぴub

pQrQsl･so沁b

Forosl･scrub

FQ呻刎-ＳＱｌｕｂ

晦隋峰SCI油

FQrQst･saat}

FQrest･sclub

FQreμ･sglub

戸orest4cjub･savanna

FQfast･scFub･savanna

Forest･scFub･savanna

FQr郎卜scrub･savanna

FQras1･sllub,savanna

ForQsl･s以ｕｂ･９ａｖａｎｎａ

ＦＱｒｅｓｔ･ｓｃｒｕｂ･ｓａｖａｎｎａ

Ｆｃｒｅｓｔ･ｓｃｒｕｂ･ｓａｖａｎｎａ

Ｆｃｒｏｓｔ,ｓｃｒｕｂ･ｓａｖａｎｎａ

ｓｃｒｕｂ

ｓｃｒｕｂ

ｓｃｒｕｂ

ｓｃｒｕｂ

ｓｃｒｕｂ

ＳＣｒＵｂ

ｓｃｒｕｂ

ｓｃｙｕｂ

ＳＣｒＵｂ

ＳＣｒＵｂ

ｇｃｌｕｂ

ＳＣｒＵｂ

ＳＣｒＵｂ

ｓびｕｂ

ＳＣｒＵｂ

ｓｃｒｕｂ

ｓＣｒｕｂ

ｓＱｒｕｂ

祭Crqb

scfQb･savanna

sGrub-savanna

scrub･savanna

scrub-sav4nna

Sびub･savanna

scrub,savanna

scrub,savanna

sぴub-savanna

sむrub･savanna

scrub･savanna
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and seven of them we犯resident.仙e scrub tyPe contajjned 18 sPecies, and as many as 15 sPedes we詑詑sident，

Thescr面-savanm tyPe conほned10甲edesandeightwereresident･Amo賜thescrut)-savanna iyPe, reふrumPed

swano鴇rufous″winged lark and lndian rob蜃wereabundantly found in these habitats but not in the forest.

Discussion

　　　As many as 112 bird sPedes wepe found in the Fesentstudy(APPendix Uble),This covers as hj8h as

84.8％of the birds recorded in the Knuckle Conservation Area. Three endemic birds and four migrant birds

were newly recorded in the Present study

　　　The most imPortant finding of this study was that endemic birds we詑found mainly㎞the forest.The

forest-tyPe contained only nine sPecies but five of themvvere endemic(Table 7).了でheforest-scrub tyPe also

contained five endemic sPecies among 18. 1ncontrasいhe occurrence Pattems of the ¨forest,scrub,savaRnal'

tyPeμhe scrub tyPe and the savana tyPe contained many residents･ and endemic birds were quite Hmited

Cnlble 2).0nly Layard's Parakeet (the forest-scmb tyPe)and Sri Lanka gray hombil1 (the scrub tyPe)were

endemic.There was no endemic sPedes belonging to the savanna tyPe. lt is therefore aPParent that the

conservation of forestsis quite imPortant tomaintainthe high diversity of birds. Howeve吋his study could

not show why these endemic birds require for6ts. Further stud硲s on autecology of them induding food

habits and nesting behavior are required.

Table 7. Number of species of endemic, migrant and resident

　　　　　　birdsaccording to occurrence pattems.

　　　　　　a:naturalforest,b:scrub,c:savanna

Occurence pattem　Endemic

　a
　ab

abc,ac

　b
　bc

&
ｎ
９
）
ｒ
‐

ｒ
‐
０

Migrant

１
１
｀
ｊ
フ
』
り
ｋ
ウ
」

Resident

３
１
０
７
巧
８

Tota1

9

18

10

18

10

　　　AnotherimPortanthdj那swa5thatavifaumdjves卯was hjghest in the scrubﾀﾞmjs may be attributed

tothehighJy diversied habit幽.ThescnJbtyFfo陀stcorねinsdPlanttyP吟Pa池ごubrlymo陀shrubs and forbs.

Theforでst is also diversmed, but itcontains less shrubs, gra5ses and forbs than thescrubClable4),Tlhe scrub，

contrary, contains both canoPies and also oPenareas.Therefore油oth forest dwellers and oPenland dweners

can live there. Generahsts who are elastic函habitat use can also live there｡

　　　As a whole, mosaic structure of these different vegetation tyPes would result in high diversity of

avifauna of the Knuckle Conservation Area.HoweveGthe birds which we詑abundantly found in the scrub

seem to be elasti(=in柘od habits and habht use. Thereforeμhey have Possibmty to invade into forests and

affeds endemidorest dweners, whjch is Problematic for the conservation of such vulnerable sPedes.
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第８期プロ・ナトりーラ・ファンド肋成成果報告害（1999）

要　　約

　スリランカの主要な国立公園における

哺乳類及び鳥類についての生態学的研究

本研究は哺乳類に関するものと鳥類に関するものの２部から成る．以下に それぞれについて報告する．

第１部　ワスガムワ国立公回に生息する大型草食獣の比較生態

パドマラル，U.K.G.K.,ラ トナヤケ,H.D.,ヴェラシンハ,U.R.,高槻成紀

　スリランカはインド洋に浮かぶ島国で、インド

大陸との隔離が長いために固有種が多く、特異な

動植物相を有しているが、経済発展の動きが活発

であり、白然破壊が進んでいる。中でも大型獣は

行動圏が広く、必要とする食科も多いので、生息

地の縮小の影響を強く受け、狭く分断された保護

区や国立公園に閉じこめられている。本調査はス

リランカの代表的な国立公園としてワスガムワ国

立公園を選んだ。ここにはアジアゾウ（ｇ叩ｶas

max油６）、アジアスイギュウ（釦♭油jsわ面辿s）、

アクシスジカ（4x沁1畑）が豊富に生息している。

　ワスガモワ国立公園はスリランカ中央部の低地

に位置し、1938年に保護区となり、1984年には国

立公園となった。面積360km2の公園で､植生は半

常緑森林が卓越するが、一部にはかつて焼き畑の

ためにできた草地がある。公園南部に謂査ルート

を定め、ここを定期的に自動車で走行し、アジア

ゾウ、アジアスイギュウ、アクシスジカを記録し

た。

　生息地選択は、アクシスジカでは草地（45.6

％）、低木（25.2％）がよく選択されていた。また

島状低木は本種だけがよく利用していた。アジア

スイギュウでは草地の利用がさらに大きく60､3％

で､低木や森林･草地移行帯などの利用は少なく、

湿地が特異的によく利用されていた。アジアソウ

は全体としてはアクシスジカと似た群落選択をし

ていた。森林利用度は３種中最大であり、低木か

ら森林にかけての見通しの悪い群落に偏る傾向が

あった。

　食性は、アクシスジカではイネ科を中心とする

単子葉植物の葉が47.5％とほぽ半分を占め、単子

葉植物全体では86､9％もの高率を占めた。アジア

スイギュウではこの傾向がさらに強く、単子葉植

物の葉が56.1％、単子葉植物全体で93.8％とはと

んどを占めていた。これらの結果からアクシスジ

カとアジアスイギュウは典型的はグレーザーを考

えられた。これに対してアジアゾウの食性は単子

菓桶物の割合が63.4％、ことに葉は22､7％に過ぎ

なかった。ただし秤は28.1％と逆に多かった。双

子葉櫨物が多く、枝が17.2％、木質繊維が12.9％

もの多くを占めた。それにもかかわらず、葉は少

なく、水質の葉は3.1％とアクシスジカ、アジアス

イギュウよりもさらに少なかった。

　これらの桔果をもとに類似度指数を牡算した結

果、アジアスイギュウとアクシスジカとは88.5％

もの高い類似度をもっていた。アジアゾウだけが

違い、アジアスイギュウとの類似度は56､7％、ア

クシスジカとの類似度は57.7％であった。

　介回、スリランカで初めて野生草食獣の食性が

定量的に分析された。これにより、ワスガムワ国
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立公園では、アジアソウ、アジアスイギュウ、アクシスジカともにイネ杵を中心とした単子葉楷物が重

要であることが明らかにされた。このことはこれら３種の大型草食獣が、自然植生ではなく人為改変を

受けた草地をよく利用していることを示している。食性だけでなく群落利用の結果も、３種とも草地を

よく利用することを支持していた。したがって、今後の国立公園管理においても、草地をいかに管理し

てゆくかが重要な課題となる。

　もし、ある程度の頭数を維持するのであれば、草地があることは望ましい。それは観光目的に訪れる

訪間者のニーズに応えることになるだろう。しかしその場合、採食影響が強くなり、植生になんらかの

マイナス影響が生じる可能性がある。一方、もし、植生の維持を重んじるという選択をするのであれば、

なんらかの形で草地の縮小を図ることが望ましいであろう。その場合、草食獣の個体数は滅少せざるを

えない。これは訪問者の期待をそむくことになる可能性があるが、どちらを選択するかは国立公園に何

を期待するかの社会の要請によって決定されるべきものである。

第２部　中央スリランカのナックル保護区における鳥類と

　　　　　　　生息地の関係に関する研究

パドマラル，Ｕ．Ｋ．Ｇ。Ｋ

　スリランカはバードライフ・インターナショナ

ルが「固有種の多い地域」に選んだほど固有鳥類

が多い。しかし白然檜生が失われつつあるため。

これらの鳥類の将来が懸念される。本研究は中部

ナックル保護区で森林と低木林、サバナの鳥類を

比軟し､植生改変が鳥類におよぼす影響を調べた。

幅10m､長さ100mのベルトトランセクトをとって

鳥類を記録したところ、112種が確認された｡その

うち、68%は留鳥で、L5%が固有種、16%が度り鳥

であった。植生別にみると、森林には38種、低木

林には54種､サバナは20種が出現した。森林で発

見された種のうち、11種が固有種だったが、低木

林では６種にすぎず、サバナでは１種だけだった。

主要種を出現パターンによって類型すると、森林
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型は9種で、うち5種が固有種だった。森林一低本

林型は18種で、10種が留鳥、５種が固有種であっ

た｡森林一低木林－サバナ型､低木林－サバナ型、

サバナ型はおもに留鳥であった。

　森林に生息する鳥に固有種が多く、低木林、サ

バナになると固有種がいちじるしく少なくなるこ

とは、これら固有種を保護するためには伐採を抑

制する必要があることを示している。本研究では

出現パターンが明らかになったが、今後は各種の

食性や営巣特性を明らかにし、それらのどのよう

な性質が森林を必要とするのかを示す必要がある。

(推薦者：高槻成紀　訳)



APPendix hble. Listof birds recorded in the Knuckle Conservation Area in thisstudy
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Shikra

Black-WingKite

BlacldΞa9le

CreasledHoney Bazza司

Cres拍d SelpentEagle

Chengable Hawk Eagle

MountainHawk･Ea9le

ShaninFalQQn

SrjLanka Spurfowl

SriLankaJurlgieFowl

Emerald Dove

siiLankaWood許igeon

GreenlmPerialPegiQn

Spotted Dove

Pompodour areerﾄPegion

Layard｀sParakeet

Plum-Headed Parakeet

SriLankanHangingParat

indianPtainliveCuckoo

GreaterCoucal

lndianCuckoQ

SmallCuckoo

Pied Cuckoひ

Blue-lacedMalkoha

Brown nsh Owl

LlttleSwlft

lndianSw咄1耐

AsianPalm,Swift

Malabar Trongo

Commonn Kin911shef

Blue TalledBee Eatet

SriLanka GrayHombill

SriLanka YellowFronted 8arbet

Crimson-F｢onted Barbet

Crimson4ronled Barbet

Brown-Headed Barbet

L邨sQrY禰ownaped

Red･Backed Woodpecket

Grea拍rFlamedback WOodpecker

lndianpilta

Ru毎us-Win9右dLa戊

Red,rumped Swallow

BamSwallow

Brownshri㎞

PhlliphlneShrike

81ackHeaded O而le

Whh-5eilied DrQngQ

crested Dron90

Ashy wood SwallQw Shike

cQmmonMynah

Hill Mynah

HillMynah

JungleCrow

Bar-Winged Flycatcher･Shrike

Large Cuckoo･Shrike

8lackHeaded Cuckoo Shrlke

SmallMiniverl

scarietMiniverl

CQmmonWoodShik陥
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Family

Aceipitridae

Acelpltrldae

AccipilrMae

Aecipitridae

Accipilridae

Accipitridae

Accipilridae

Falconidae

Phasianidae

Phasianidae

COlumbidae

Columbidae

Columbidae

COlumbidae

Columbidae

Psittacidae

Psittaeidae

Psittacidae

Cuculidae

Cuculidae

Cuculidae

Cucuildae

Cuculidae

Cuculidae

Strigidae

Apodidae

Apodidae

Apodidae

Trogonidae

AIGedirlidae

MerQpidao

Bucerotidae

Capitonidae

Caphnidae

CapitQnidae

Capitonidae

Capilarlidae

Pioidae

Plcidae

Piuidae

Alaudidae

HIrundiTlidae

Hirundinidae

l｡aniidae

Laniidae

Orlolidae

DiQruridae

Dicruridae

Arlamidae

Stumidae

Stumidae

Stumidae

COrvidae

Campephagidae

Campephagidae

Campephagidae

Campephagidae

Campephagidae

Campephagidae

lr叩idae

lrenidae

lrenidae



BlaekBulb1』|

Yellow,Browed日ulhll

Red vented Bulbu11

Wh池-8fowed 8ulbun
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伊豆大島の国立公園特別地域内の開発問題への緊急対応

　　みどりの地球大好き会（三ッ磯プロジェクト）

村上博基・成瀬裕昭・本間肇・中田保・佐々木睦彦・

　　藤井恵子・成瀬善子・佐藤猛敏・小川信正・

　　　　　白木米男・大島幸雄・前田孝正

Emergency corresPondence fordeveloPment Problems

　　ofNational ParklsSPedal Area in lzu-Oshima

　　　　　　lzu-OshimaGreenEarth Society(MitsuisoP州ect)

Hiromoto Murakami, HiroakiNaruse,Hajime Honma/lamotsu Nakada，

　　　　　　　　　　　　　　MutsuhikoSasaki，

　　Keiko Fujii/yoshikoNaruseﾊﾞnlketoshiSato,Nobumasa Ogawa，

　　　　　　YoneoShiroki,Yukio Oshima, ･lkamasa Maeda

　伊豆大島は1955年に国立公園法に基づいて伊豆

七島国定公園に指定され、その後1964年には富士

箱根伊豆印立公園に昇格編入された。一部地域の

市街化などに伴い、公園区域は見直されて減少し

てはいるものの、現在でも島の約97％が国立公園

という恵まれた環境にある。箱棋にある環境庁自

然保護局南関束地区国立公園・野生生物事務所

（富士箱根伊豆国立公園箱根管理官事･務所）の所管

であるが、実際直接的には東京祁大島支庁土水課

管理係が実務を担当している。

　長野冬季五輪では、男子滑降スタート地点の問

題で国立公園の第１種特別地域の保護と利用のあ

り方について、大きな議論となったことは記憶に

新しいが、大島では行政が不当・違法に特別地域

内の開発を進めている実態が調査で明らかになっ

てきたため、開発場所の白然が破壊されるだけで

なく、観光資源としても大切な周辺の歴史的景観

に与える環境破壊という観点からも重要な問題と

考え、緊急的に対応を行なった。

　発端となった「波浮の港」は、島の南束に位置

し、同名の歌謡曲でも全国に知られた有名な場所
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であり、三原火山の水蒸気爆発によってできた天

然の断崖に囲まれた景勝地である。この港□周辺

の海岸線は、その独特な景賎から、現在の景顛を

極力保護する必要がある場所として、国立公園の

第１種特別地域に指定されている。

　この特別地域のはずれに通称「三ツ磯の池」と

呼ぶ50mプール程の潮溜りがあり、そこは岩礁が

波を防いで安仝な上に水質も透明で、長い間地域

の人達、特に子どもたちに愛され、町の指定遊泳

場にもなっていた。チョウチョウウオやイカなど

の、他の道泳場では簡単に見られない数多くの魚

介類が、小さな子どもにも水中めがねひとつで観

察できる白然の体験学習に最適な場所であった。

　ところが96年秋になり、この磯を埋め立てて小

型船溜り（マリーナ）を建設する計画が判明し､周

辺の一般住民が大高町の担当者から正確な話を聞

いたときには、町議会ですでに公有水面埋立てが

同意され、事業者である束京都の埋立免許の出願

に伴う関係資料の縦覧期間も終了し、住民の意見

提出期日をも過ぎていた。

　その後、住民有志で「三ツ磯の池」と港湾施設



の共存を求めて、計團の見直しを関係行政機関に

働き掛け、併せて報道機関にも情報を提供した。

　都議会への陳情書には７千名を越える署名を添

え、環境庁長官・運輸大臣には、国会議員の紹介

を得て請願した。箱横の公園管理事務所や東京都

には、交渉（質問状や要請）を行い、都の情報公

詞条例を利用して、計画の全体像と問題点を探っ

てきた。この過程で、①この計画は当初√マリン

レジャーボートのためのマリーナ計面であったが、

バブル経済の崩壊と社会意識の変化に対応して、

設計は変更せずに漁船も共用する小型船係留・保

管・荷捌き場として使用目的が変更されたこと、

②東京都は「三ツ磯の池」は公園区域外であると

したが、境界線には法的根拠がなく、公園の管理

が全くズサンであったこと、③公有水面埋立法上

の問題点などが判明した。これらの違法・不当な

開発への公金の支出差し止めを求めて､97年10月

９日に東京都監査委員に対し住民77名で監査請求

した。結果は請求却下で、12月24日住民訴訟を提

起した｡裁判は７月24日に第4回公判が開かれ、こ

れまでに知事の当事者適格などについての窓口論

争もほぽ目途がつき、昨年度分の工事の終了に伴

う代金支払に対して新たな損害賠償請求訴訟を提

趙した。今後、国立公園の境界線という争点の核

心へと裁判は展開するはずである。

　都は12月１日の監査結果を受けて、２年度目の

工事を開始し、春までに「池」を厘め立てた。

　上記の「三ツ磯事件」を契機に、島内の他の事

で、この事業も監査請求をした。結果は請求が不

適法とされ却下。環境庁は遺憾としながらも開発

許可を出し､海岸保全区域は2月３日の都公報で拡

大され、工事はこれを持って再開された。

　また、大島町の事業でもある滝川地区の農業用

貯水池建設計圓も第３種特別地域内であったが、

開発許可取得前に工事に着手していた。私共の指

摘で工串を一時中止したが､2ヶ月程で環境庁は許

可し、大島支庁は3ヶ月後に許可書を交付｡工事が

再開した。

　この緊急的な活動を通して、行絞が国民の共通

の財産であるはずの国立公園の特別地域をいとも

簡単に開発していることを知り、その管理姿勢と

共に驚かされた。また、公園区域外の市街地と公

園特別地域が隣接しているという、公園区域指定

のあり方にも問題を感じた。情報公開の推進や開

発計面の縦覧・告示など住民への周知方法の問題

点、マスコミ報道の注意点など今後の課題が確認

された。

業についても疑問が生じた。元町の地曳浜（湯の　　写真1、97年夏の三ツ磯遊泳場、潮溜りは絶好の

浜）は第３種特別地域に指定され、アカウミガメ　　　　　遊び場

が産卵に上陸する海岸であるが､砂浜を延長180m

コンクリートブロックの緩傾斜護岸で覆う事業が

計画された。当会は数年前から都大島支庁土木課

に最小限の護岸施設をと要望してきた。大島支庁

の担当者は、護岸施設は国立公園区域外であると

説明したが、環境庁・箱根事務所に確認を求めた

ところ、公園区域内の無許可開発と判明した。情

報公開資料によると施工区域の内1630m2が公園

内、3600m2が公回外であった。また、海岸法で定　写真2.98年初夏、マリーナ建設のため埋立てら

めた海岸保全区域からも逸脱した計圓であったの　　　　　れた遊泳場
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写真3.

写真4.

97年夏の地曳浜海岸、自然の砂浜が広

がっていた

98年春、

護岸

完成したコンクリートの緩傾斜
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　　　「海上の森」における

ギフチョウの食性に関する緊急訓査

　　　海上の森生物調査研究グループ

　　　ハ田耕吉・広木詔三・江田信豊

Urgent Research on theLeudoφaj叩onica's Diet

　Living in the¨Kaisho'no-moril'(AichiPre£)

　Kaisho-no-lnori ReseaKh GrouP on Biology

Koukichi Hatta, Shouzou Hiroki,Nobuto Kohda

　愛知万博の閲催が決定され、それに向けて環境

アセスメントが実施されようとしているが、里山

の重要性を評価するシステムが現状では確立され

ているとは言い難い。新しいアセスメントの精神

に沿った調査が行われるとすれば、リストづくり

や移横などを前提とした特定種の保全を中心とし

た調査だけでなく、里山の価値を正しく評価した

上での生態系の保全を前提としなければならない。

　愛知県が出した「瀬戸市南東部地区に生息する

生物の多様性に関する調査」では、カンアオイの

分布と食痕調査の結果から「カンアオイや吸蜜楠

物の植鉄は容易で影響は軽減される」と書かれて

いる。カンアオイを食べる昆虫は８種以上が確認

されており（倉田、1970）、それらを食痕から区別

するのは困難である。このような移横を前提とし

た貴重種保全の考え方によるギフチョウとその食

草を個別に訓査するやり方では、里山生態系など

の評価を行うには充分とはいえない。

　食草のカンアオイの分布とギフチョウの分布が

必ずしも重なり合っているのではなく、ギフチョ

ウの食草や環境などに対する選択性があることが

知られている（藤沢、1983）。また、生息地が点在

する分布の先端では、分布の末端現象といわれ、
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ギフチョウの個体密度が低く、食草が白生してい

てもギフチョウが生息していない場所が多い（田

中、1996）。

　愛知県のギフチョウの分布圏は２つの群に分け

られるが、静岡県から続く分布域はマツクイムシ

防除のための農薬欧布により、ほぽ壊滅状態にあ

る（Kohda､1996）。岐阜県から愛知県北西部につ

ながる、もう１つの分布圈の南端が海上の森でと

ぎれた形になっている。この２群間の地域にも食

草であるカンアオイが分布しているにもかかわら

ず、ギフチョウの生息が確認されていない。この

地域には広くギフチョウの食草となるヒメカンア

オイと、三重県から東進してきて、名古屋市を含

めた都市化により分断され、この地域に取り残さ

れたと考えられるスズカカンアオイが見られる。

さらに、静岡県産のギフチョウはスズカカンアオ

イを食しないことが知られている（大谷･広木、

1995）。

　ギフチョウの幼虫の食草であるカンアオイの分

布とギフチョウの産卵との関係を明らかにするた

めに、ギフチョウ成虫の飛翔行動調査と食草のカ

ンアオイ、ギフチョウの卵及び弱齢幼虫の分布調

査を行った。



ギフチョウ成虫の飛翔行勣記録

　予備調査を1997年3月24日、29「|、30日に行っ

たが、いずれもギフチョウは観察されなかった。

なお、近隣の三好町では、調査者の一人が3月30

目に数頭確認したが、当地域（海上の森）におい

ては毎年発生が遅いことが知られている。

　本訓査は下記「|程で､市民のNGOグループを通

じて調査の参加を呼び掛けた。

　参加者は４月４目に29名、Un11EIに23名、･1

月16出こ12名、４月22日には11名であった。

　調査地点はA、B、C、D赤池、三角点、物見台、

物見山山頂の４ヵ所を中心に、各グループに昆虫

研究者やチョウ類の愛好家などの熟練者を配置し、

一般の参加者の協力を得て訓査を行った。

　訓査は「ギフチョウの観察川紙」を各グループ

に渡し、時刻ごとのギフチョウの活動個体数、行

動（吸蜜植物、交尾行動）の観察、及び他のチョ

ウの観察個体などを記人して賃った。

　４月４日の調査時において、Ｃにおいて2雄が確

認された。調査時にアマチュアのギフチョウ採集

者とのトラブルを避けるために､「ギフチョウ訓査

協力のお願い」を捕虫網を持った人たちに配った。

同時にギフチョウの情報を広く呼びかけたところ

周辺地域を含む今年の発生状況が寄せられた。そ

の結果、この地域（海上の森）での初見日は４月４

目と思われる。

　４月11日（天候はれ）の観察においては、Ｂと

Ｄの両地点ともに延べ18頭の新鮮な個体が観察さ

れた。活動の開始はいずれも９時40分で、12時40

分頃まではほとんど見られなかったが、その後ミ

ヤマツツジに吸蜜する個体も見られ、活発な活動

が続き活勣の終了は14時20分から16時40分で

あった。

　４月16日（晴れ）の飛翔活動は10時から11時

にかけて始まり、12時20分には終了した。交尾競

翔個体が見られるなど、羽化のピークが過ぎてお

り、廸が痛んだ個体が多く観察された。

スズカカンアオイの分布密度

　分布密度を１平方メートルあたりのスズカカン
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アオイの株数でとると、地層による分布密度は花

肖岩地帯で高く、砂㈱層地帯で低かった。

　地形では、分布密度は谷部で高く、斜面の上部

に至るにつれて低くなり、尾根部では全く分布し

ない。この傾向は、花肖岩地帯と砂陳層地帯で共

通しているが、砂㈱層地帯では、この傾向が特に

大きかった（広木ほか、投稿中）。

ギフチョウ卵・幼虫調査

　予備調査を月=j 28 目に行い、本調査は卵の確認

が出来た２ヵ所で５月７日に行った。

　幼虫の孵化が1～2週間早く、５月７目の調査時

には２齢幼虫と同所にある孵化後の卵の抜け殼に

よる卵塊数と卵数（幼虫数）を数えた。スズカカ

ンアオイ１枚あたりの幼虫故は0.02‾0.03頭で

あった。

　本年の訓査結果では、成虫を含めて卵・幼虫の

個体数が非常に少なかった｡少なかった原因には、

異常気象も考えられるが、測量やボーリング訓査

が終日行われており、ギフチョウの産卵場所への

忌避行動が予測される。あわせて、採集マニアの

成虫だけでなく、卵の採集による影響が大きく表

れてきたことも考えられる。早く何らかの保全処

置が執られない限り、万|専関連の工事が行われる

前にこの地域のギフチョウが絶滅することは免れ

ないであろう。
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川辺川周辺に生息するクマタカの生息状況について

　　　　一藤田谷に関する中間調査報告－

　　　　　　熊本県クマタカ調査グループ

井上賢三郎・北田薫・工藤栄介・角田高美・言詳子・

中田幸代・中田裕一・西田陽子・東慶治郎・松崎誠之・

　　　　　皆吉悦夫・本村令斗・矢次智浩

Present status of distribution and habitat use of the Mountain Hawk Eaがe

　　　　　　　　　　　　　of the Kawabe valley

　　　-An interim rePort on the surveyaround the Fujita Gorge-

　　　　　　　　　The Mountain Hawk Eagle Research Group

Kenzaburou lnoue, Kaori Kitada, Eisuke Kudou, Takami lsunoda, Shouko Turu，

　Sachiyo Naka昿MI11ichi Nakata, Youko Nishida･ Kei声ou Higashi･ SeishjMatsuzakt

　　　　　　　Etsuo Minayosi, Reito Motomuraﾊﾞlomohiro yatugi

はじめに

　クマタカは食物巡鎖の頂点に位置する猛禽類の

一種で、他の多くの猛禽類と同じように環境の

改変等の影響を受けやすく、日本版レッドデータ

ブックに掲載され､｢絶滅の恐れのある野生動植物

の種の保存に関する法律(種の保存法)｣にも絶絨

危惧種として指定されている。このクマタカが球

磨川の支流、川辺川に建設于定の川辺川ダムサイ

ト周辺に生息しているがダム建設がクマタカに対

して、どのような影蓉を与えるかは、真剣に調査

も検証もきれることなく建設計面が決定されたこ

とに疑問を持った私達は諒96年１月より独自に調

査を始めた。クマタカは谷に固執する生き物であ

ることが知られているので、クマタカの谷の利用

の仕方を調査。特に藤田谷については繁殖状況、

営巣中心域の特定だけでなく、ダム追設の資材調

達のための原石山周辺の利用について調査する必

要があった。1996年11月より、1997年8月までの

調査により、ダムサイト建設予定地周辺には少な

くとも５個体以上のクマタカが生息し、ダムサイ

ト予定地の束側に位置する藤田谷では、その年の

繁殖はなかったことなどが判明した。２年目に

入った1997年９月からの謂査においては、個体識

別繁殖の有無、谷の利用の仕方を調査の目標に観

察を続けてきた。調査の範囲は藤田谷、その北の

宮目水谷、三方谷、および、それぞれの谷の川辺

川を挟んだ対岸まで及ぶが、今回の中間報告書は

その中の藤田谷に生息するクマタカの生息状況に

ついてである。

謂査方法

　1997年度の調査は求愛行動に入ると思われる９

月の下旬に開始。その時の調査目的、人数に応じ

て調査地点のいくつかを決定し出来るだけ２人１

組で観察を行った。賎察は主に双眼鏡、フィール

ドスコープ、カメラレンズを使用した。観察時間
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は午前10時から午後3時までとしたが、育離期に

は特に早朝より観察をした。観察迪点は、クマタ

カの行動に影響を与えないように細心の注意を払

い十分な距離をとり、観察者の人数や服装につい

ても配慮した。飛行中、あるいは止まっている個

体の観察毎に､時間や状況､個体の識別と行動､飛

行したルートについて、同時観察者と運携をとり

ながら観察。結果を地図、謂査用紙、識別カード

に記録。観察後観察者全員で記録の確認作業を

行った。

①調査範囲（図１参照）

　藤田谷は、相良村四浦の川辺川ダム建設予定地

より約100m上流の左岸より束方へ入り込んだ谷

で、北の主尾根は五木村、束の大規模林道が走る

図1.藤田谷と川辺川ダム湛水予定地域

主尾根は多良木町・須恵村とそれぞれ境界線をな

している。標高は約220m～n00mに及び、面積

は約12km2である谷には３つの集落があり、周り

には小さな揖田が散在する。他は、殆んど植林さ

れた山林である。まとまった自然林は藤田谷右岸

入り□にある通称原石山と呼ばれる山と、それか

ら北東に伸びる尾根とその東側の尾根に囲まれた

谷間の下方に二次林として存在するぐらいである。

あとは植林の中に取り残されたシイカシ萌芽林が

島状に点在するのみである。植林はこれから伐採

期を迎える。伐採跡も年々増えつつある。謂査範

囲はこの藤田谷を中心に宮目木谷、三方谷、逆瀬

川谷、椎葉谷の一部を含んだ。
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②調査期間

　1997年９月23日‾1998年５月17日

③調査記録の方法

　調査の記録については地図、調査用紙、個体識

別カードを用い､観察内容についてその場で記録、

観察終了後観察者全員で確認作業を行った。

謂査結果

①調査日数及び調査　数とクマタカの観察回数

　1997年９月27日から1998年５月17日までの32

回の調査において、延べ157人が参加。利用した

調査地点は廷べ86ケ所で、このうちクマタカが観

測できたのは廷べ71ケ所で、観察地点の観察率は

82％であった。クマタカの観察回数は172回で

あった。

②観察記録の要約

　時期時期のクマタカの特色ある行動様式が多く

観察された。例えばオス、メスのそれぞれのＶ字

飛行、ディスプレイ、枝運び、ハンティング、追

い出し行為、鳴き交わし、抱卵と思われるメス成

鳥のうずくまり等。また、パーチしている姿も何

度も観察できた。

謂査記録や過去のデータから解った事項

　現在までの調査により、藤田谷で繁殖活動を行

うクマタカについては次のようなことが分かった。

①藤田谷におけるつがいの形成時期と個体識別

②テリトリーの確立時期。

③テリトリーの範囲。

④巣作り時期

⑤営巣林の樹本の種類と環境

⑥巣の位置と営巣水

⑦交尾時期の推定

⑧産卵時期

⑨ヒナの孵化時期

⑩ヒナの成長過程

⑨ハンティングエリアとハンティングの観察回数

及び利用率

　以上、藤田谷での調査の結果で解った事項のみ

を記したが、その結果や高頻度利用域の決定等の

３次
リ

ー

内部構造の解析についてはまだ繁殖期間であるた

め調査中であり、報告をまとめるまでにはいたっ

ておらず、また、専門的な判断も必要なので、今

ここでは行わないことにした。

藤ｍ谷入り□。左手前が原石山。
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第３回湘南谷戸シンポジウムの開催

アベトンフォーラム

金田正人 柴田直樹・田中雅宏・関清孝・金成耕太郎

石井義庸・栗原高広・田中明子

Symposium¨Shonan Area IMltoINetwork'I

　　　　　　　　　　　　　　　　　AbeﾝTunForum

Masato Kaneda, Naoki Shibata,Masahiro lhnaka, Kiyotaka Seki,Kohtaro Kanari，

　　　　　　　　Yoshinobulshii,Takahiro Kur応ara,Akiko lmaka

　私たちアベトンフォーラムは､PNファンド緊急

助成によって、産業廃棄物最終処分場の計画への

問題提起と身近な白然の大切さを思い起こしても

らうためのシンポジウムを開催した。

　今回のシンポジウムを、準備時間の十分ない中

で実行しなければならないと判断したのは、アペ

トンフォーラムが取り組んでいる産業廃棄物最終

処分場の計圃が、神奈川県の条例に基づく環境ア

セスメントの手続き開始を目前に控えていたから

だった。

　アベトンフォーラムは、横須賀市芦名地区に神

奈川県が計團する産業廃棄物処分場計圓に対して、

環境保全を提言するために発足した市民グループ

である。計團地になっている谷は、絶滅のおそれ

のある野生動植物の種の保存に関する法雁に基づ

く国内希少野生動植物種であるオオタカ、神奈川

県のレッドデータブックで絶滅危惧種とされてい

るトウキョウサンショウウオの生息地でもある。

アペトンフォーラムでは、これらの生息地保護を

訴え、また、三浦半島を総括酌な視野をもった白

然保全の計圃を立ててもらえるよう神奈川県およ

び横須賀市に提言している。

　これまでのアペトンフォーラムの活動は、生物

1G5

の調査や自然観察会などが中心であった｡しかし、

自分たちが重要と感じる調査結果であっても、そ

れを生物に関心のない人にも理解してもらわなけ

れば、予定されている土地利用計圓を変更するこ

とは難しい。

　そこで、今回のシンポジウムでは、環境経済の

専門家にCVM（仮想評価法〉の考え方を紹介して

もらった。また、県の白然保護担当者、元環境庁

長官、生物の研究者などを招いて、それぞれの立

場からの谷戸（里山）保全の考え方を議論しても

らった。そして、このような機会を近隣の自然保

護団体と分かち合うため、参加団体を募って実行

委員会形式をとって開催した。

　とかく経済勅率を理由に切り捨てられてきた里

山や身近な自然という環境を、経済の視点で再評

価する考え方は、今回参加した、湘南地域で試行

錯誤しながら保謨活動を行っている来場者・参加

団体から高い関心を集めた。また、パネリストと

して発表した神奈川県庁自然保護課長からは､「こ

れまでは里山は賂政の保疲対象になっておらず、

価値は忘れられていたが、今日の議論で今後の保

護政策を見直す必要を感じた」との発言を聞くこ

とができた。



　みぞれ混じりの悪天候でもあり、交通の便の悪

い会場であったが、会場を埋めた多くの来場者に

満足してもらうことができたど感じている。

　なお、シンポジウムの直後､2月下旬にアセスメ

ント準備書の榎覧が始まった。アベトンフォーラ

ムでは、シンポジウムで得た多くの関係団体の協

力などによって、県条例アセス史上二番目（約

19､000通）という数の意見害を県に提出すること

写真1.湘南谷戸シンポジウム{パネルディスカッ

　　　　ション}

写真3，会場凰景

写真5，参加団体によるパネル展示

ができた。谷戸（里山）など身近な自然を守るに

は、各地域のねばり強い地道な活動が必要不可欠

だが、今回のシンポジウムによって、活動のため

の知識とエネルギーと仲間を私たちは得ることが

できた。このような機会を、私たちに与えてくだ

さったプロ・ナトゥーラ・ファンドに深く御礼申

し上げます。

写真2.湘南谷戸シンポジウム(パネルディスカッ

　　　　ション)

写真4.参加団体によるパネル展示
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■主催　　第３回湘南谷戸シンポジウム実行委員会(事務局・アベトンフォーラム)

■参加団体(50音順)アベトンフォーラム(横須賀)･大庭白然探偵団(瑞沢)･柏尾川マッピングキャラ

　　　　　　　　バン(横浜)･川名演水谷戸を愛する会(藤沢)･神奈川農環境白主保全協カグループ｢こ

　　　　　　　　さく｣く葉山)･鎌倉山びらきの会(鎌倉)･逗子名越史跡と白然を守る会(巡子)･藤沢探鳥

　　　　　　　　クラブ(藤沢)･舞岡公園を育む会(横浜)・まいおか水と緑の会(横浜)･三浦半島自然保

　　　　　　　　護の会(横須賀)･山崎の谷戸を愛する会(鎌倉)･大和市白然生態系恬用協会(大和)

■開催日　1998年１月18日(日曜日)

■会場　　湘南国際村センター(神奈川県三浦郡葉山町)

■来場者　約120名(入場無料)

■日程　　7:30設営開始

　　　　　9:30開場＜受け付け開始～記帳・昼食券販売＞

　　　　　10:00開演＜主値者からのあいさつ＞

　　　　　10:05～11:20参加団体からの活動報告各10分程度

　　　　　　　　①山崎の谷戸を愛する会く鎌倉市)

　　　　　　　　②巡子名越史跡と自然を守る会(逗子市)

　　　　　　　　③まいおか水と録の会(横浜市)

　　　　　　　　④大庭自然探偵団(藤沢市)

　　　　　　　　　＜市内三団体､藤沢探鳥クラプ･川名潰水谷戸を愛する会･大庭自然探偵団を代表して＞

　　　　　　　　⑤舞岡公園を育む会(損浜市)

　　　　　　　　⑥アペ1ヽンフオーラム(横須賀市)

　　　　　11:20～12:00　基調講演①　吉田謙太郎きん(農林水産省農業総合研究所・研究員)

　　　　　12:00～13:00　昼休み＜昼食券引き替え＞

　　　　　　くおひるの散歩(希望者のみ　担当：こさ＜)＞…荒天のため中止

　　　　　13:00～13:40　1調講演②　長谷川雅美さん(千葉県立中央博物館・学芸員)

　　　　　14:00～15:50パネルディスカッション・前半

　　　　　　　　　コーディネイター　原　剛さん(毎日新聞摺集委員)

　　　　　　　　　パネリスト　　　　岩垂寿喜男さん(元環境庁長官)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田謙太郎さん(農林水蛮省農業総合研究所・研究員)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川雅美さん(千葉県立中央博物館・学芸員)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　繊田光咳さん(神奈川県庁環境部白然保護課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　相川明子さん(山崎の谷戸を愛する会／鎌倉市)

　　　　　15:50～16:00　休憩＜質問囲収＞

　　　　　16:()O～16:50　パネルディスカッション・後半　会場からの質問に答える

　　　　　17:00　閉会〈主催者からのあいさつ＞

　　　　　17:00～18:20　交流会(会場・湘南国際村内)

＠パネル展示について

・受け付けと会場入り口までのロビーを展示場所として、７団体が出展した。

・大庭自然探偵団の「谷戸とはなにか」を紹介するパネルを基本展示として、各団体が個別の具体的な

問題点や地域ごとの谷戸の個性を紹介する展示を行った。

（各吻体の屍示は、１団体につきパネル台2枚分。展示パネル台の前に、各団体1つずつ長机を割り当て、

パネル以外の置物系展示物、持ち帰り用チラシなどを置いた｡）
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　報告書［諌早湾干潟の再生と賢明な利用

～国営諌早湾干拓事業の問題と代替案の提案］

　　　　諌早湾干潟緊急牧済束京事務所

西田研志・原田麻里子・河原埼則江司』下弘文・

　　柏木実リヤ寄俊秀　ほか執筆関係者14名

　　　RePort; Res11rgence of lsahaya Bay tidal nat and the wise use

｀'lssues and altemative Plans 柘r nationa1 犯damationP剛ed atlsahaya Bay

　　　　　　　　　lsahaya Bay Emergency Task Force

Kenshi Nishida, Mariko Harada, Norie Kawarasaki, Hirofumi硲mashita，

　　　　　Minoru Kashiwagi, Toshihide Katayose and 14 others

　諌早干潟緊急牧済束京事務所(以下｢当事務

所｣という)は、諌早湾の潮受堤防が閉め切られ

てから束京において現地報告会や署名活動、国会

議員への働きかけ等、干拓事業の見直しを訴えて

様々な形で行動を続けてきた。その活動の中でな

によりも重要視してきたものの１つが、現事業計

画に対する代替案を作成し、政策決定に関わる

人々にこの案を提示し理解を求めることであった。

つまり、納得のいく事業計面案を提言七ていくこ

とこそ現状を変えうる有効手段であると考えてい

た。そこで当事務所ではまず、国営諌早湾干拓事

業の問題点を整理することから始まった。この問

題を大きく分けると、1)干潟の生物(底生生物、

鳥)、2)閉め切られた湾内外の水質、3〉防災効果

(堤防の構造)、4)投資効果及び財政上の問題、

5)国内法、国際条約との係わり、が挙げられる。

　次に、これらの問題を専門的な見地から分析し

て下さる研究者を探し、報告書作成への協力を呼

びかけた｡幸い、各問題に対し2～3名の研究者が

応じて下さり、より多くの視点から問題を捉える

ことが可能となった。

９戸
ｎ
ｖ

ｌ

　このような準憐を経て、潮受け堤防の閉め切り

から5ヶ月が経過した97年９月に、名古屋にて代

替案作成を前提とした諌早湾干拓事業問題点の指

摘と代替案作成のための検討会を開催したく写

真)。このときの出席者は､作成した報告書執筆者

に加え、｢むつごろう裁判｣で知られる自然の権利

訴訟弁護団のメンバー、湿地の保護活動を行う市

民、当事務所関係者ら合計で20数名であった。会

議に先立ち、出席者には関連新聞記事や水質デー

タなど、問題分析に必要な資料を渡し、会議の場

でその結果を輯告してもらうという方法をとった。

会議で報告された論点は以下のとおりである。

　l)干潟の生物では、諌早湾には、他で類を見な

い種類の底生生物が生息していること、また生物

の種類と数においても豊富であること、それらの

底生生物が高い浄化作用をもたらしていたこと、

希少種といわれる底生生物も含まれていること、

閉め切りによって多くの底生生物が死んでしまい、

それらを餌としてきた渡り鳥に多大な影響を与え

ること等の事項である。2)水質に関しては、堤防

を閉め切ってから上記の底生生物による浄化作用



が停止したため、閉め切った湾内の水は近隣から

出る生活排水を溜めこみ富栄養化が進んでしまっ

たこと、対策として浄化装置等の人工的な解決手

段を用いるとすれば莫大な費用がかかってしまう

こと、人工的な解決手段を用いたとしても、事業

計圓に盛り込まれている農業用水としての使用は

望めないこと、閉め切りによる堤防内のよどんだ

水が堤防の外にしみ出すことによって沿岸漁業に

影響が出ることなどの意見が出された。そして防

災効果を強調する事業主体側に対し、3）堤防の構

造に関して、諌早湾が泥質（非鴬に細かい粒子か

ら成る）干潟であるため、その上に何らかの構造

物を建造することに無理があること、潮受堤防は

耐震性を十分備えていないこと、また平成十年度

より着工の予定となっている内部堤防の建設にお

いても地盤の非常に柔らかい干潟の上に造るには、

莫大な費用と時間を要すること等が指摘された。

4〉役資効果と財政に関しては、すでに事業計團策

定時点の予算の1､5倍に増大した現在の費用は、

投資効果を大きく上回り公共事業として実施でき

る用件を満たしていないこと、今後水質浄化や堤

防強化のために、予算増は避けられないこと、そ

れによって地元長崎県の財政は圧追されること、

一方現在の国内の農業の状況から見て、干拓造成

地への入櫨者の見込みは薄く事業効果は低下する

であろうことが指拙された。

　引き続き会議では、こうした間題を解決し費用

たが､防災と干潟保護が両立できるよう潮受け堤

防の開閉を随時行うなどの措置を取りながら代替

案を提示し､事業計圓の変更を求めていくことで

一致した。

　会議後､さらに執筆者と当事務所間で内容に関

する個別調整を行った。また､各々専門とされる

分野で代替方法(手段)を提案しでもらえるよう

お願いした。

　報告審の編集に当たっては､より多くの方々に

手にしていただけるよう執筆者から届いた原稿を

もとにその要約文を作り、さらにその要約文には

英訳も添えた｡参考資料として現在の事業計画に

関する統計データや有明海の周辺地図も加えた。

　この報告書が冊子の形をなしたのも、プロナ

トゥーラファンドの肋成によるところが大きく、

この場をかりて厚くお礼を中し上げたい。

負担、環境負荷が少なくかつ地元経済活性化への　　諌早湾干拓事業問題検討会（97年９月、名古屋にで）

効率が高く、さらに干潟を守る事業計画の代替案

を考えることにした。実のところ総合的な代替案

は97年2月に関西学院大学の片寄俊秀款授らを中

心として「ムツゴロード構想」が発表されており、

会議ではこの構想に加え、イタリアやオランダで

実現されている干潟（湿地）回復事業の提案もあ

り、その内容に深みを増した。また、事業主体側

は「―度閉め切った堤防を開けることはできない」

と常に主張しているが、それへの反論として開け

ることに問題はないとした堤防開閉の模型実験の

結果が報告された。

　会議では、一本化された代替案は示されなかっ

０７１
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「白然の権利シンポジウム98」の開催

自然の権利セミ

佐久間淳子・柿沼靖志

　豊田和弘・桑原一久

ナー

茂木紀行

龍橋隆明

¨The rightsof Nature¨Seminor'98

　　　　　　Seminaron¨The rightsof Nature¨

　　Junko Sakuma,Yasushi Kakinuma, NoriyukiMo肪

Kazuhiro Toyoda, Kazuhisa Kuwahar3/ 脂k゛ki Kagohashi

　「自然の権利」基金と［自然の権利］セミナー

は､３月14日（土）、束京の文京区民センターで「集

まれ！　全国の自然保護訴訟　自然の権利シンポ

ジウム98」を開催しました。　これは、『報告

日本における［自然の権利］運動』（［自然の権利］

セミナー報告書作成委員会編）の完成を記念した

ものです。この報告書には、相摸大堰建設差止訴

訟、奄美自然の権利訴訟、オオヒシクイ自然の権

利訴訟、諌早湾自然の権利訴訟、大雪山のナキウ

サギ裁判、生田づR山・白然の権利訴訟の、計６

グループの原告や担当弁護士の原稿を収録したほ

か、訴状・準惘書面、新聞記事リストや重要文献

の収録など、現在進行しでいる白然の権利訴訟に

関するさまざまな資料を収録しました。

　じつは、これら６訴訟の関係者が一堂に会する

のは、これが初めてのことだったのです。つまり、

世間には「勣植物を原告にした萩判」と、十把一

絡げで見られているはずの自然の権利訴訟も、じ

つはお互いの交流が、ごく一部の個人的な関係に

頼っているだけだったのです。報告書を作る過程

で、原稿をお願いした方々と延々長距離電話で話

をするうちに、そんな実態がだんだんにわかって

きました。こういう状態は、決して好ましいとは

言えません。ただでも「お犬様アレルギー」の強
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い風土の日本ですから、これらの訴訟の主旨が理

解されぬままに曲解が一人歩きしてはたまりませ

ん。いずれかの訴訟グループの活動が、自然の権

利訴訟の代表例、と理解されるのも後々なにか間

題がおきるかもしれません。

　このように、［自然の権利］とは単に言葉の定

義づけで済むものではなく、まず、ある地域の自

然環境を開発から守りたいと思う人がいて、それ

を守る手段・考え方として、［自然の櫓利］とい

う言葉が理解され、訴訟という形で動き始めまし

た。そして、それは地域ごとに白然環境と開発タ

イプが異なるのにあわせて、さまざまな理解のさ

れかたをなされて、動いているのです。それを、

初めて紙上でつきあわせ、それをもとに実際に

韻を合わせる、という作業をすることになったわ

けです。いずれにせよ、一度顔をあわせて、お互

いがお互いの様子を確認しあう機会を持つこと

は、必要だろう、と考えました。ですから、今回

の集会は、第三者にアピールするため、というよ

りも、まず「私たちのため」に必要でした。

　シンポジウム前夜には、新宿のレストランでさ

さやかな会食をしました。これなしには今回の企

面は語れません。「なんだか初めて会った気がし

ないですねjというようなあいさつがあちこちで



かわされ、「みんなに会えてよかった」「前から一

度聞きたいと思っていたことが解決した」という

感想が多く間かれました。

　シンポジウム当日のプログラムは以下のとおり。

第一部（12時30分～14時50分）

　「法廷闘争を通じての市民運動」‥　　‥‥　……

１）公害訴訟から［自然の権利］訴訟まで、

　　環壇訴訟の法廷闘争史　淡路剛久（立教大学）

２）［自然の権利］は法廷で闘えるか（理論編）

　　山田隆夫（弁護士）

３）ディスカッシEIン／

　　［白然の権利］訴訟と市民運動

　　　　　　　　淡路翔久十山田隆夫十寵橋隆明

　　　　　　　　司会：茂木紀行

第二部（15時～）

　　～パネルディスカッション～

　合計12人の訴訟関係者にご登壇いただき、報告

書記載後のそれぞれの訴訟の現況を報告、意見交

換をしていただきました。前日参加がかなわな

かった篠田健三きん金尾憲一さん飯島博さんにも

登壇いただきました。

　いろいろと不十分なことも少なくなかったので

すが、「ステージにずらりと並んだ名札を見たら、

それだけでも壮観でした」と、中原貴久子さん（奄

美原告）に声をかけていただき、すこしホッとし

ました。

　とにかく、第一の目的は果たせたと言えます。

　なお､当初申請書へは「自然の権利サミット」と

題して申請しましたが、「サミット（頂上）」とい

うニュアンスを好まないという意見が複数出てき

たので、集会名を変えました。

　その後、それぞれの訴訟グループ間で情報交換

が盛んになりつつあります。

　いずれにせよ、このイベントと完成した報告書

は、日本における自然保護運動の中に生まれた一

形態が、発展の途につくためのきっかけとなった

と思います。
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環境訴訟の歴史を説き起こして下さった、淡路

則久立教大学教授

窮屈を承知でずらりと並んでいただいた自然保護

訴訟関係者のみなさん

　なお、各訴訟の進捗状況や、次回飲判日程など

の情報を、ホームページで発信しています。

［自然の権利］ホームページ

http://memberJifty､nejp/sizennokenri/
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